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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　大腸がんマーカーであるｍｉＲ－６７２６－５ｐのポリヌクレオチドと特異的に結合可
能な核酸プローブ及び／又は該ポリヌクレオチドを特異的に認識し増幅するプライマーを
含む、大腸がんの検出用キット。
【請求項２】
　ｍｉＲ－６７２６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－５ｐである、請求項１に記載の
キット。
【請求項３】
　前記核酸プローブ又はプライマーが、下記の（ａ）～（ｄ）のいずれかに示すポリヌク
レオチドからなる群から選択される、請求項１又は２に記載のキット：
（ａ）配列番号１で表される塩基配列もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配
列からなるポリヌクレオチド、
（ｂ）配列番号１で表される塩基配列を含むポリヌクレオチド、
（ｃ）配列番号１で表される塩基配列もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配
列に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオチド、及び
（ｄ）配列番号１で表される塩基配列もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配
列に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチド。
【請求項４】
　前記キットが、別の大腸がんマーカーである、ｍｉＲ－４２５７、ｍｉＲ－６７８７－
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５ｐ、ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－３１３１、ｍｉＲ－７１０８－５ｐ、ｍｉＲ
－１３４３－３ｐ、ｍｉＲ－１２４７－３ｐ、ｍｉＲ－４６５１、ｍｉＲ－６７５７－５
ｐ、ｍｉＲ－３６７９－５ｐ、ｍｉＲ－７６４１、ｍｉＲ－６７４６－５ｐ、ｍｉＲ－８
０７２、ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｍｉＲ－１９０８－５ｐ、ｍｉＲ－６８５７－５ｐ、
ｍｉＲ－４７４６－３ｐ、ｍｉＲ－７４４－５ｐ、ｍｉＲ－４７９２、ｍｉＲ－５６４、
ｍｉＲ－６７９１－５ｐ、ｍｉＲ－６８２５－５ｐ、ｍｉＲ－６８２６－５ｐ、ｍｉＲ－
４６６５－３ｐ、ｍｉＲ－４４６７、ｍｉＲ－３１８８、ｍｉＲ－６１２５、ｍｉＲ－６
７５６－５ｐ、ｍｉＲ－１２２８－３ｐ、ｍｉＲ－８０６３、ｍｉＲ－８０６９、ｍｉＲ
－６８７５－５ｐ、ｍｉＲ－３１８５、ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－６８８７－
５ｐ、ｍｉＲ－１２８－１－５ｐ、ｍｉＲ－６７２４－５ｐ、ｍｉＲ－１９１４－３ｐ、
ｍｉＲ－１２２５－５ｐ、ｍｉＲ－４４１９ｂ、ｍｉＲ－７１１０－５ｐ、ｍｉＲ－１８
７－５ｐ、ｍｉＲ－３１８４－５ｐ、ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｍｉＲ－５５７２、ｍｉＲ
－６７２９－５ｐ、ｍｉＲ－６１５－５ｐ、ｍｉＲ－６７４９－５ｐ、ｍｉＲ－６５１５
－３ｐ、ｍｉＲ－３９３７、ｍｉＲ－６８４０－３ｐ、ｍｉＲ－６８９３－５ｐ、ｍｉＲ
－４７２８－５ｐ、ｍｉＲ－６７１７－５ｐ、ｍｉＲ－７１１３－３ｐ、ｍｉＲ－４６６
５－５ｐ、ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－７１０９－５ｐ、ｍｉＲ－６８４２－５ｐ
、ｍｉＲ－４４４２、ｍｉＲ－４４３３－３ｐ、ｍｉＲ－４７０７－５ｐ、ｍｉＲ－６１
２６、ｍｉＲ－４４４９、ｍｉＲ－４７０６、ｍｉＲ－１９１３、ｍｉＲ－６０２、ｍｉ
Ｒ－９３９－５ｐ、ｍｉＲ－４６９５－５ｐ、ｍｉＲ－７１１、ｍｉＲ－６８１６－５ｐ
、ｍｉＲ－４６３２－５ｐ、ｍｉＲ－６７２１－５ｐ、ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｍｉＲ
－６１３２、ｍｉＲ－８８７－３ｐ、ｍｉＲ－３６７９－３ｐ、ｍｉＲ－６７８４－５ｐ
、ｍｉＲ－１２４９、ｍｉＲ－９３７－５ｐ、ｍｉＲ－５１９５－３ｐ、ｍｉＲ－６７３
２－５ｐ、ｍｉＲ－４４１７、ｍｉＲ－４２８１、ｍｉＲ－４７３４、ｍｉＲ－６７６６
－３ｐ、ｍｉＲ－６６３ａ、ｍｉＲ－４５１３、ｍｉＲ－６７８１－５ｐ、ｍｉＲ－１２
２７－５ｐ、ｍｉＲ－６８４５－５ｐ、ｍｉＲ－６７９８－５ｐ、ｍｉＲ－３６２０－５
ｐ、ｍｉＲ－１９１５－５ｐ、ｍｉＲ－４２９４、ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐ、ｍｉＲ－３
７１ａ－５ｐ、ｍｉＲ－９４０、ｍｉＲ－４４５０、ｍｉＲ－４７２３－５ｐ、ｍｉＲ－
１４６９、ｍｉＲ－６８６１－５ｐ、ｍｉＲ－７９７５、ｍｉＲ－６８７９－５ｐ、ｍｉ
Ｒ－６８０２－５ｐ、ｍｉＲ－１２６８ｂ、ｍｉＲ－６６３ｂ、ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐ
、ｍｉＲ－２８６１、ｍｉＲ－６０８８、ｍｉＲ－４７５８－５ｐ、ｍｉＲ－２９６－３
ｐ、ｍｉＲ－６７３８－５ｐ、ｍｉＲ－６７１－５ｐ、ｍｉＲ－４４５４、ｍｉＲ－４５
１６、ｍｉＲ－７８４５－５ｐ、ｍｉＲ－４７４１、ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－６
７９５－５ｐ、ｍｉＲ－６８０５－３ｐ、ｍｉＲ－４７２５－３ｐ、ｍｉＲ－６７８２－
５ｐ、ｍｉＲ－４６８８、ｍｉＲ－６８５０－５ｐ、ｍｉＲ－６７７７－５ｐ、ｍｉＲ－
６７８５－５ｐ、ｍｉＲ－７１０６－５ｐ、ｍｉＲ－３６６３－３ｐ、ｍｉＲ－６１３１
、ｍｉＲ－１９１５－３ｐ、ｍｉＲ－４５３２、ｍｉＲ－６８２０－５ｐ、ｍｉＲ－４６
８９、ｍｉＲ－４６３８－５ｐ、ｍｉＲ－３６５６、ｍｉＲ－３６２１、ｍｉＲ－６７６
９ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－１４９－３ｐ、ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－３１３５ｂ、ｍｉ
Ｒ－６８４８－５ｐ、ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ、ｍｉＲ－４３２７、ｍｉＲ－６７６５
－３ｐ、ｍｉＲ－６７１６－５ｐ、ｍｉＲ－６８７７－５ｐ、ｍｉＲ－６７２７－５ｐ、
ｍｉＲ－４５３４、ｍｉＲ－６１４、ｍｉＲ－１２０２、ｍｉＲ－５７５、ｍｉＲ－６８
７０－５ｐ、ｍｉＲ－６７２２－３ｐ、ｍｉＲ－７９７７、ｍｉＲ－４６４９－５ｐ、ｍ
ｉＲ－４６７５、ｍｉＲ－６０７５、ｍｉＲ－６７７９－５ｐ、ｍｉＲ－４２７１、ｍｉ
Ｒ－３１９６、ｍｉＲ－６８０３－５ｐ、ｍｉＲ－６７８９－５ｐ、ｍｉＲ－４６４８、
ｍｉＲ－４５０８、ｍｉＲ－４７４９－５ｐ、ｍｉＲ－４５０５、ｍｉＲ－５６９８、ｍ
ｉＲ－１１９９－５ｐ、ｍｉＲ－４７６３－３ｐ、ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｍｉＲ－３
１９５、ｍｉＲ－７１８、ｍｉＲ－３１７８、ｍｉＲ－６３８、ｍｉＲ－４４９７、ｍｉ
Ｒ－６０８５、ｍｉＲ－６７５２－５ｐ及びｍｉＲ－１３５ａ－３ｐ、ｍｉＲ－１２３１
、ｍｉＲ－１２３３－５ｐ、ｍｉＲ－１５０－３ｐ、ｍｉＲ－１２２５－３ｐ、ｍｉＲ－
９２ａ－２－５ｐ、ｍｉＲ－４２３－５ｐ、ｍｉＲ－１２６８ａ、ｍｉＲ－１２８－２－
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５ｐ及びｍｉＲ－２４－３ｐからなる群から選択される少なくとも１つ以上のポリヌクレ
オチドと特異的に結合可能な核酸プローブ、及び／又は該ポリヌクレオチドを特異的に認
識し増幅するプライマーをさらに含む、請求項１～３のいずれか１項に記載のキット。
【請求項５】
　ｍｉＲ－４２５７がｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７であり、ｍｉＲ－６７８７－５ｐがｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６７８７－５ｐであり、ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７
８０ｂ－５ｐであり、ｍｉＲ－３１３１がｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１であり、ｍｉＲ－７
１０８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１０８－５ｐであり、ｍｉＲ－１３４３－３ｐがｈｓ
ａ－ｍｉＲ－１３４３－３ｐであり、ｍｉＲ－１２４７－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２４
７－３ｐであり、ｍｉＲ－４６５１がｈｓａ－ｍｉＲ－４６５１であり、ｍｉＲ－６７５
７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７５７－５ｐであり、ｍｉＲ－３６７９－５ｐがｈｓａ－
ｍｉＲ－３６７９－５ｐであり、ｍｉＲ－７６４１がｈｓａ－ｍｉＲ－７６４１であり、
ｍｉＲ－６７４６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７４６－５ｐであり、ｍｉＲ－８０７２が
ｈｓａ－ｍｉＲ－８０７２であり、ｍｉＲ－６７４１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１
－５ｐであり、ｍｉＲ－１９０８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１９０８－５ｐであり、ｍｉ
Ｒ－６８５７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８５７－５ｐであり、ｍｉＲ－４７４６－３ｐ
がｈｓａ－ｍｉＲ－４７４６－３ｐであり、ｍｉＲ－７４４－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７
４４－５ｐであり、ｍｉＲ－４７９２がｈｓａ－ｍｉＲ－４７９２であり、ｍｉＲ－５６
４がｈｓａ－ｍｉＲ－５６４であり、ｍｉＲ－６７９１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７９
１－５ｐであり、ｍｉＲ－６８２５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８２５－５ｐであり、ｍ
ｉＲ－６８２６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６－５ｐであり、ｍｉＲ－４６６５－３
ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－３ｐであり、ｍｉＲ－４４６７がｈｓａ－ｍｉＲ－４４
６７であり、ｍｉＲ－３１８８がｈｓａ－ｍｉＲ－３１８８であり、ｍｉＲ－６１２５が
ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２５であり、ｍｉＲ－６７５６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７５６
－５ｐであり、ｍｉＲ－１２２８－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２８－３ｐであり、ｍｉ
Ｒ－８０６３がｈｓａ－ｍｉＲ－８０６３であり、ｍｉＲ－８０６９がｈｓａ－ｍｉＲ－
８０６９であり、ｍｉＲ－６８７５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７５－５ｐであり、ｍ
ｉＲ－３１８５がｈｓａ－ｍｉＲ－３１８５であり、ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐがｈｓａ
－ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐであり、ｍｉＲ－６８８７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８８
７－５ｐであり、ｍｉＲ－１２８－１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－１－５ｐであり
、ｍｉＲ－６７２４－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐであり、ｍｉＲ－１９１４
－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１９１４－３ｐであり、ｍｉＲ－１２２５－５ｐがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－１２２５－５ｐであり、ｍｉＲ－４４１９ｂがｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂであり
、ｍｉＲ－７１１０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１１０－５ｐであり、ｍｉＲ－１８７－
５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１８７－５ｐであり、ｍｉＲ－３１８４－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ
－３１８４－５ｐであり、ｍｉＲ－２０４－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐであり
、ｍｉＲ－５５７２がｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２であり、ｍｉＲ－６７２９－５ｐがｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６７２９－５ｐであり、ｍｉＲ－６１５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６１５－
５ｐであり、ｍｉＲ－６７４９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７４９－５ｐであり、ｍｉＲ
－６５１５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６５１５－３ｐであり、ｍｉＲ－３９３７がｈｓａ
－ｍｉＲ－３９３７であり、ｍｉＲ－６８４０－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８４０－３ｐ
であり、ｍｉＲ－６８９３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８９３－５ｐであり、ｍｉＲ－４
７２８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７２８－５ｐであり、ｍｉＲ－６７１７－５ｐがｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６７１７－５ｐであり、ｍｉＲ－７１１３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１１
３－３ｐであり、ｍｉＲ－４６６５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐであり、ｍ
ｉＲ－６４２ｂ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐであり、ｍｉＲ－７１０９－５
ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１０９－５ｐであり、ｍｉＲ－６８４２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ
－６８４２－５ｐであり、ｍｉＲ－４４４２がｈｓａ－ｍｉＲ－４４４２であり、ｍｉＲ
－４４３３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３－３ｐであり、ｍｉＲ－４７０７－５ｐが
ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０７－５ｐであり、ｍｉＲ－６１２６がｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６
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であり、ｍｉＲ－４４４９がｈｓａ－ｍｉＲ－４４４９であり、ｍｉＲ－４７０６がｈｓ
ａ－ｍｉＲ－４７０６であり、ｍｉＲ－１９１３がｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３であり、ｍ
ｉＲ－６０２がｈｓａ－ｍｉＲ－６０２であり、ｍｉＲ－９３９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ
－９３９－５ｐであり、ｍｉＲ－４６９５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６９５－５ｐであ
り、ｍｉＲ－７１１がｈｓａ－ｍｉＲ－７１１であり、ｍｉＲ－６８１６－５ｐがｈｓａ
－ｍｉＲ－６８１６－５ｐであり、ｍｉＲ－４６３２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６３２
－５ｐであり、ｍｉＲ－６７２１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１－５ｐであり、ｍｉ
Ｒ－７８４７－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐであり、ｍｉＲ－６１３２がｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６１３２であり、ｍｉＲ－８８７－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－８８７－３ｐで
あり、ｍｉＲ－３６７９－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－３ｐであり、ｍｉＲ－６７
８４－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８４－５ｐであり、ｍｉＲ－１２４９がｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１２４９であり、ｍｉＲ－９３７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－９３７－５ｐであり、ｍ
ｉＲ－５１９５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－５１９５－３ｐであり、ｍｉＲ－６７３２－５
ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７３２－５ｐであり、ｍｉＲ－４４１７がｈｓａ－ｍｉＲ－４４
１７であり、ｍｉＲ－４２８１がｈｓａ－ｍｉＲ－４２８１であり、ｍｉＲ－４７３４が
ｈｓａ－ｍｉＲ－４７３４であり、ｍｉＲ－６７６６－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７６６
－３ｐであり、ｍｉＲ－６６３ａがｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ａであり、ｍｉＲ－４５１３
がｈｓａ－ｍｉＲ－４５１３であり、ｍｉＲ－６７８１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８
１－５ｐであり、ｍｉＲ－１２２７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２７－５ｐであり、ｍ
ｉＲ－６８４５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８４５－５ｐであり、ｍｉＲ－６７９８－５
ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７９８－５ｐであり、ｍｉＲ－３６２０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ
－３６２０－５ｐであり、ｍｉＲ－１９１５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－５ｐで
あり、ｍｉＲ－４２９４がｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４であり、ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐが
ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐであり、ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３
７１ａ－５ｐであり、ｍｉＲ－９４０がｈｓａ－ｍｉＲ－９４０であり、ｍｉＲ－４４５
０がｈｓａ－ｍｉＲ－４４５０であり、ｍｉＲ－４７２３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７
２３－５ｐであり、ｍｉＲ－１４６９がｈｓａ－ｍｉＲ－１４６９であり、ｍｉＲ－６８
６１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８６１－５ｐであり、ｍｉＲ－７９７５がｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－７９７５であり、ｍｉＲ－６８７９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７９－５ｐであり
、ｍｉＲ－６８０２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８０２－５ｐであり、ｍｉＲ－１２６８
ｂがｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ｂであり、ｍｉＲ－６６３ｂがｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂ
であり、ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐであり、ｍｉＲ－２
８６１がｈｓａ－ｍｉＲ－２８６１であり、ｍｉＲ－６０８８がｈｓａ－ｍｉＲ－６０８
８であり、ｍｉＲ－４７５８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７５８－５ｐであり、ｍｉＲ－
２９６－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２９６－３ｐであり、ｍｉＲ－６７３８－５ｐがｈｓａ
－ｍｉＲ－６７３８－５ｐであり、ｍｉＲ－６７１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７１－５
ｐであり、ｍｉＲ－４４５４がｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４であり、ｍｉＲ－４５１６がｈ
ｓａ－ｍｉＲ－４５１６であり、ｍｉＲ－７８４５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７８４５－
５ｐであり、ｍｉＲ－４７４１がｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１であり、ｍｉＲ－９２ｂ－５
ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐであり、ｍｉＲ－６７９５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－
６７９５－５ｐであり、ｍｉＲ－６８０５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８０５－３ｐであ
り、ｍｉＲ－４７２５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７２５－３ｐであり、ｍｉＲ－６７８
２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８２－５ｐであり、ｍｉＲ－４６８８がｈｓａ－ｍｉＲ
－４６８８であり、ｍｉＲ－６８５０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８５０－５ｐであり、
ｍｉＲ－６７７７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７７７－５ｐであり、ｍｉＲ－６７８５－
５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８５－５ｐであり、ｍｉＲ－７１０６－５ｐがｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－７１０６－５ｐであり、ｍｉＲ－３６６３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６６３－３ｐ
であり、ｍｉＲ－６１３１がｈｓａ－ｍｉＲ－６１３１であり、ｍｉＲ－１９１５－３ｐ
がｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－３ｐであり、ｍｉＲ－４５３２がｈｓａ－ｍｉＲ－４５３
２であり、ｍｉＲ－６８２０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８２０－５ｐであり、ｍｉＲ－
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４６８９がｈｓａ－ｍｉＲ－４６８９であり、ｍｉＲ－４６３８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ
－４６３８－５ｐであり、ｍｉＲ－３６５６がｈｓａ－ｍｉＲ－３６５６であり、ｍｉＲ
－３６２１がｈｓａ－ｍｉＲ－３６２１であり、ｍｉＲ－６７６９ｂ－５ｐがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７６９ｂ－５ｐであり、ｍｉＲ－１４９－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１４９－３ｐ
であり、ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐであり、ｍｉＲ－３１３
５ｂがｈｓａ－ｍｉＲ－３１３５ｂであり、ｍｉＲ－６８４８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－
６８４８－５ｐであり、ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ
であり、ｍｉＲ－４３２７がｈｓａ－ｍｉＲ－４３２７であり、ｍｉＲ－６７６５－３ｐ
がｈｓａ－ｍｉＲ－６７６５－３ｐであり、ｍｉＲ－６７１６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－
６７１６－５ｐであり、ｍｉＲ－６８７７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７７－５ｐであ
り、ｍｉＲ－６７２７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２７－５ｐであり、ｍｉＲ－４５３
４がｈｓａ－ｍｉＲ－４５３４であり、ｍｉＲ－６１４がｈｓａ－ｍｉＲ－６１４であり
、ｍｉＲ－１２０２がｈｓａ－ｍｉＲ－１２０２であり、ｍｉＲ－５７５がｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－５７５であり、ｍｉＲ－６８７０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７０－５ｐであり、
ｍｉＲ－６７２２－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２２－３ｐであり、ｍｉＲ－７９７７が
ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７７であり、ｍｉＲ－４６４９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６４９
－５ｐであり、ｍｉＲ－４６７５がｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５であり、ｍｉＲ－６０７５
がｈｓａ－ｍｉＲ－６０７５であり、ｍｉＲ－６７７９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７７
９－５ｐであり、ｍｉＲ－４２７１がｈｓａ－ｍｉＲ－４２７１であり、ｍｉＲ－３１９
６がｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６であり、ｍｉＲ－６８０３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８
０３－５ｐであり、ｍｉＲ－６７８９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８９－５ｐであり、
ｍｉＲ－４６４８がｈｓａ－ｍｉＲ－４６４８であり、ｍｉＲ－４５０８がｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４５０８であり、ｍｉＲ－４７４９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７４９－５ｐであり
、ｍｉＲ－４５０５がｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５であり、ｍｉＲ－５６９８がｈｓａ－ｍ
ｉＲ－５６９８であり、ｍｉＲ－１１９９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１１９９－５ｐであ
り、ｍｉＲ－４７６３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７６３－３ｐであり、ｍｉＲ－６８３
６－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐであり、ｍｉＲ－３１９５がｈｓａ－ｍｉＲ
－３１９５であり、ｍｉＲ－７１８がｈｓａ－ｍｉＲ－７１８であり、ｍｉＲ－３１７８
がｈｓａ－ｍｉＲ－３１７８であり、ｍｉＲ－６３８がｈｓａ－ｍｉＲ－６３８であり、
ｍｉＲ－４４９７がｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７であり、ｍｉＲ－６０８５がｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６０８５であり、ｍｉＲ－６７５２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７５２－５ｐであり
、及び、ｍｉＲ－１３５ａ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１３５ａ－３ｐであり、ｍｉＲ－１
２
３１がｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１であり、ｍｉＲ－１２３３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１
２３３－５ｐであり、ｍｉＲ－１５０－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１５０－３ｐであり、ｍ
ｉＲ－１２２５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－３ｐであり、ｍｉＲ－９２ａ－２－
５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐであり、ｍｉＲ－４２３－５ｐがｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４２３－５ｐであり、ｍｉＲ－１２６８ａがｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ａであり、ｍ
ｉＲ－１２８－２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－２－５ｐであり、及び、ｍｉＲ－２
４－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２４－３ｐである、請求項４に記載のキット。
【請求項６】
　前記核酸プローブ又はプライマーが、下記の（ｆ）～（ｉ）のいずれかに示すポリヌク
レオチドからなる群から選択される、請求項４又は５に記載のキット：
（ｆ）配列番号２～１７１、６０６～６１４、及び１７２～１８０のいずれかで表される
塩基配列もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列からなるポリヌクレオチド
、
（ｇ）配列番号２～１７１、６０６～６１４、及び１７２～１８０のいずれかで表される
塩基配列を含むポリヌクレオチド、
（ｈ）配列番号２～１７１、６０６～６１４、及び１７２～１８０のいずれかで表される
塩基配列もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列からな
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るポリヌクレオチド、及び
（ｉ）配列番号２～１７１、６０６～６１４、及び１７２～１８０のいずれかで表される
塩基配列もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列を含む
ポリヌクレオチド。
【請求項７】
　前記キットが、別の大腸がんマーカーである、ｍｉＲ－４６９７－５ｐ、ｍｉＲ－３１
９７、ｍｉＲ－６７５－５ｐ、ｍｉＲ－４４８６、ｍｉＲ－７１０７－５ｐ、ｍｉＲ－２
３ａ－３ｐ、ｍｉＲ－４６６７－５ｐ、ｍｉＲ－４５１ａ、ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｍ
ｉＲ－８０５９、ｍｉＲ－６８１３－５ｐ、ｍｉＲ－４４９２、ｍｉＲ－４４７６及びｍ
ｉＲ－６０９０からなる群から選択される少なくとも１つ以上のポリヌクレオチドと特異
的に結合可能な核酸プローブ、及び／又は該ポリヌクレオチドを特異的に認識し増幅する
プライマーをさらに含む、請求項１～６のいずれか１項に記載のキット。
【請求項８】
　ｍｉＲ－４６９７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６９７－５ｐであり、ｍｉＲ－３１９７
がｈｓａ－ｍｉＲ－３１９７であり、ｍｉＲ－６７５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７５－
５ｐであり、ｍｉＲ－４４８６がｈｓａ－ｍｉＲ－４４８６であり、ｍｉＲ－７１０７－
５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１０７－５ｐであり、ｍｉＲ－２３ａ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ
－２３ａ－３ｐであり、ｍｉＲ－４６６７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６６７－５ｐであ
り、ｍｉＲ－４５１ａがｈｓａ－ｍｉＲ－４５１ａであり、ｍｉＲ－３９４０－５ｐがｈ
ｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐであり、ｍｉＲ－８０５９がｈｓａ－ｍｉＲ－８０５９で
あり、ｍｉＲ－６８１３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８１３－５ｐであり、ｍｉＲ－４４
９２がｈｓａ－ｍｉＲ－４４９２であり、ｍｉＲ－４４７６がｈｓａ－ｍｉＲ－４４７６
であり、及び、ｍｉＲ－６０９０がｈｓａ－ｍｉＲ－６０９０である、請求項７に記載の
キット。
【請求項９】
　前記核酸プローブ又はプライマーが、下記の（ｋ）～（ｎ）のいずれかに示すポリヌク
レオチドからなる群から選択される、請求項７又は８に記載のキット：
（ｋ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列からなるポリヌクレオチド、
（ｌ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列を含むポリヌクレオチド、
（ｍ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオチド、及び
（ｎ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチド。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のキットを用いて、被験体の検体における標的核酸
の発現量を測定し、該測定された発現量と、同様に測定された健常体の対照発現量とを用
いて被験体が大腸がんに罹患していること、又は大腸がんに罹患していないことをｉｎ　
ｖｉｔｒｏで評価することを含む、大腸がんの検出を補助する方法。
【請求項１１】
　前記被験体が、ヒトである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記検体が、血液、血清又は血漿である、請求項１０又は１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ｍｉＲ－６７２６－５ｐのポリヌクレオチドの、大腸がんの検出のための大腸がんマー
カーとしての使用。
【請求項１４】
　前記ｍｉＲ－６７２６－５ｐのポリヌクレオチドが、下記の（ａ）又は（ｂ）のいずれ
かに示すポリヌクレオチドである、請求項１３に記載の使用：
（ａ）配列番号１で表される塩基配列からなるポリヌクレオチド、
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（ｂ）配列番号１で表される塩基配列を含むポリヌクレオチド。
【請求項１５】
　前記ｍｉＲ－６７２６－５ｐのポリヌクレオチドが、ｍｉＲ－４２５７、ｍｉＲ－６７
８７－５ｐ、ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－３１３１、ｍｉＲ－７１０８－５ｐ、
ｍｉＲ－１３４３－３ｐ、ｍｉＲ－１２４７－３ｐ、ｍｉＲ－４６５１、ｍｉＲ－６７５
７－５ｐ、ｍｉＲ－３６７９－５ｐ、ｍｉＲ－７６４１、ｍｉＲ－６７４６－５ｐ、ｍｉ
Ｒ－８０７２、ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｍｉＲ－１９０８－５ｐ、ｍｉＲ－６８５７－
５ｐ、ｍｉＲ－４７４６－３ｐ、ｍｉＲ－７４４－５ｐ、ｍｉＲ－４７９２、ｍｉＲ－５
６４、ｍｉＲ－６７９１－５ｐ、ｍｉＲ－６８２５－５ｐ、ｍｉＲ－６８２６－５ｐ、ｍ
ｉＲ－４６６５－３ｐ、ｍｉＲ－４４６７、ｍｉＲ－３１８８、ｍｉＲ－６１２５、ｍｉ
Ｒ－６７５６－５ｐ、ｍｉＲ－１２２８－３ｐ、ｍｉＲ－８０６３、ｍｉＲ－８０６９、
ｍｉＲ－６８７５－５ｐ、ｍｉＲ－３１８５、ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－６８
８７－５ｐ、ｍｉＲ－１２８－１－５ｐ、ｍｉＲ－６７２４－５ｐ、ｍｉＲ－１９１４－
３ｐ、ｍｉＲ－１２２５－５ｐ、ｍｉＲ－４４１９ｂ、ｍｉＲ－７１１０－５ｐ、ｍｉＲ
－１８７－５ｐ、ｍｉＲ－３１８４－５ｐ、ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｍｉＲ－５５７２、
ｍｉＲ－６７２９－５ｐ、ｍｉＲ－６１５－５ｐ、ｍｉＲ－６７４９－５ｐ、ｍｉＲ－６
５１５－３ｐ、ｍｉＲ－３９３７、ｍｉＲ－６８４０－３ｐ、ｍｉＲ－６８９３－５ｐ、
ｍｉＲ－４７２８－５ｐ、ｍｉＲ－６７１７－５ｐ、ｍｉＲ－７１１３－３ｐ、ｍｉＲ－
４６６５－５ｐ、ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－７１０９－５ｐ、ｍｉＲ－６８４２
－５ｐ、ｍｉＲ－４４４２、ｍｉＲ－４４３３－３ｐ、ｍｉＲ－４７０７－５ｐ、ｍｉＲ
－６１２６、ｍｉＲ－４４４９、ｍｉＲ－４７０６、ｍｉＲ－１９１３、ｍｉＲ－６０２
、ｍｉＲ－９３９－５ｐ、ｍｉＲ－４６９５－５ｐ、ｍｉＲ－７１１、ｍｉＲ－６８１６
－５ｐ、ｍｉＲ－４６３２－５ｐ、ｍｉＲ－６７２１－５ｐ、ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、
ｍｉＲ－６１３２、ｍｉＲ－８８７－３ｐ、ｍｉＲ－３６７９－３ｐ、ｍｉＲ－６７８４
－５ｐ、ｍｉＲ－１２４９、ｍｉＲ－９３７－５ｐ、ｍｉＲ－５１９５－３ｐ、ｍｉＲ－
６７３２－５ｐ、ｍｉＲ－４４１７、ｍｉＲ－４２８１、ｍｉＲ－４７３４、ｍｉＲ－６
７６６－３ｐ、ｍｉＲ－６６３ａ、ｍｉＲ－４５１３、ｍｉＲ－６７８１－５ｐ、ｍｉＲ
－１２２７－５ｐ、ｍｉＲ－６８４５－５ｐ、ｍｉＲ－６７９８－５ｐ、ｍｉＲ－３６２
０－５ｐ、ｍｉＲ－１９１５－５ｐ、ｍｉＲ－４２９４、ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐ、ｍｉ
Ｒ－３７１ａ－５ｐ、ｍｉＲ－９４０、ｍｉＲ－４４５０、ｍｉＲ－４７２３－５ｐ、ｍ
ｉＲ－１４６９、ｍｉＲ－６８６１－５ｐ、ｍｉＲ－７９７５、ｍｉＲ－６８７９－５ｐ
、ｍｉＲ－６８０２－５ｐ、ｍｉＲ－１２６８ｂ、ｍｉＲ－６６３ｂ、ｍｉＲ－１２５ａ
－３ｐ、ｍｉＲ－２８６１、ｍｉＲ－６０８８、ｍｉＲ－４７５８－５ｐ、ｍｉＲ－２９
６－３ｐ、ｍｉＲ－６７３８－５ｐ、ｍｉＲ－６７１－５ｐ、ｍｉＲ－４４５４、ｍｉＲ
－４５１６、ｍｉＲ－７８４５－５ｐ、ｍｉＲ－４７４１、ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ、ｍｉ
Ｒ－６７９５－５ｐ、ｍｉＲ－６８０５－３ｐ、ｍｉＲ－４７２５－３ｐ、ｍｉＲ－６７
８２－５ｐ、ｍｉＲ－４６８８、ｍｉＲ－６８５０－５ｐ、ｍｉＲ－６７７７－５ｐ、ｍ
ｉＲ－６７８５－５ｐ、ｍｉＲ－７１０６－５ｐ、ｍｉＲ－３６６３－３ｐ、ｍｉＲ－６
１３１、ｍｉＲ－１９１５－３ｐ、ｍｉＲ－４５３２、ｍｉＲ－６８２０－５ｐ、ｍｉＲ
－４６８９、ｍｉＲ－４６３８－５ｐ、ｍｉＲ－３６５６、ｍｉＲ－３６２１、ｍｉＲ－
６７６９ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－１４９－３ｐ、ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－３１３５ｂ
、ｍｉＲ－６８４８－５ｐ、ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ、ｍｉＲ－４３２７、ｍｉＲ－６
７６５－３ｐ、ｍｉＲ－６７１６－５ｐ、ｍｉＲ－６８７７－５ｐ、ｍｉＲ－６７２７－
５ｐ、ｍｉＲ－４５３４、ｍｉＲ－６１４、ｍｉＲ－１２０２、ｍｉＲ－５７５、ｍｉＲ
－６８７０－５ｐ、ｍｉＲ－６７２２－３ｐ、ｍｉＲ－７９７７、ｍｉＲ－４６４９－５
ｐ、ｍｉＲ－４６７５、ｍｉＲ－６０７５、ｍｉＲ－６７７９－５ｐ、ｍｉＲ－４２７１
、ｍｉＲ－３１９６、ｍｉＲ－６８０３－５ｐ、ｍｉＲ－６７８９－５ｐ、ｍｉＲ－４６
４８、ｍｉＲ－４５０８、ｍｉＲ－４７４９－５ｐ、ｍｉＲ－４５０５、ｍｉＲ－５６９
８、ｍｉＲ－１１９９－５ｐ、ｍｉＲ－４７６３－３ｐ、ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｍｉ
Ｒ－３１９５、ｍｉＲ－７１８、ｍｉＲ－３１７８、ｍｉＲ－６３８、ｍｉＲ－４４９７
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、ｍｉＲ－６０８５、ｍｉＲ－６７５２－５ｐ及びｍｉＲ－１３５ａ－３ｐ、ｍｉＲ－１
２３１、ｍｉＲ－１２３３－５ｐ、ｍｉＲ－１５０－３ｐ、ｍｉＲ－１２２５－３ｐ、ｍ
ｉＲ－９２ａ－２－５ｐ、ｍｉＲ－４２３－５ｐ、ｍｉＲ－１２６８ａ、ｍｉＲ－１２８
－２－５ｐ及びｍｉＲ－２４－３ｐからなる群から選択される少なくとも１つのポリヌク
レオチドと組み合わせて、大腸がんの検出のための大腸がんマーカーとして使用される、
請求項１３又は１４に記載の使用。
【請求項１６】
　前記の少なくとも１つのポリヌクレオチドが、下記の（ｆ）及び（ｇ）のいずれかに示
すポリヌクレオチドからなる群から選択される少なくとも１つである、請求項１５に記載
の使用：
（ｆ）配列番号２～１７１、６０６～６１４、及び１７２～１８０のいずれかで表される
塩基配列からなるポリヌクレオチド、
（ｇ）配列番号２～１７１、６０６～６１４、及び１７２～１８０のいずれかで表される
塩基配列を含むポリヌクレオチド。
【請求項１７】
　前記ｍｉＲ－６７２６－５ｐのポリヌクレオチドが、ｍｉＲ－４６９７－５ｐ、ｍｉＲ
－３１９７、ｍｉＲ－６７５－５ｐ、ｍｉＲ－４４８６、ｍｉＲ－７１０７－５ｐ、ｍｉ
Ｒ－２３ａ－３ｐ、ｍｉＲ－４６６７－５ｐ、ｍｉＲ－４５１ａ、ｍｉＲ－３９４０－５
ｐ、ｍｉＲ－８０５９、ｍｉＲ－６８１３－５ｐ、ｍｉＲ－４４９２、ｍｉＲ－４４７６
及びｍｉＲ－６０９０からなる群から選択される少なくとも１つのポリヌクレオチドと組
み合わせて、大腸がんの検出のための大腸がんマーカーとして使用される、請求項１３～
１６のいずれか１項に記載の使用。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのポリヌクレオチドが、下記の（ｋ）及び（ｌ）に示すポリヌクレ
オチドからなる群から選択される少なくとも１つである、請求項１７に記載の使用：
（ｋ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列からなるポリヌクレオチド
、
（ｌ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列を含むポリヌクレオチド。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被験体において大腸がんへの罹患の有無の検査のために使用される、特定の
ｍｉＲＮＡと特異的に結合可能な核酸を含む大腸がんの検出用キット又はデバイス、及び
当該核酸を用いて当該ｍｉＲＮＡの発現量を測定することを含む大腸がんの検出方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　大腸は消化吸収された残りの腸内容物を溜め、水分を吸収しながら大便にする臓器であ
る。大腸は、盲腸から始まり、次いで上行結腸、横行結腸、下行結腸、Ｓ状結腸、直腸、
肛門管へと繋がっている。国立研究開発法人国立がん研究センターがん対策情報センター
が開示する２０１１年の日本国内における部位別のがんの統計によると、大腸がん罹患者
数は１１２，７７２人、つまり日本人の約１４人に１人が大腸がんに罹患するとされ、罹
患数が第２位のがん部位である。また大腸がんによる死亡数は男女合わせて４５，７４４
人に上り、死亡数が第３位のがん部位である。また、また米国では、約２０人に１人の割
合で大腸がんが発生すると言われ、米国の２０１４年の推定大腸がん罹患者数は９６，８
３０人にも上り、そのうち約４０，０００人が死亡するとされる（非特許文献１）。
【０００３】
　大腸がんの進行度は非特許文献２に定められており、腫瘍の広がり（Ｔｉｓ、Ｔ１～Ｔ
４）、リンパ節転移（Ｎ０、Ｎ１ａ～ｃ、Ｎ２ａ～ｂ）、遠隔転移（Ｍ０、Ｍ１ａ～ｂ）
の度合いによって、ステージ０（Ｔｉｓ／Ｎ０／Ｍ０）、ステージＩ（Ｔ１～Ｔ２／Ｎ０
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／Ｍ０）、ステージＩＩ（Ｔ３～Ｔ４／Ｎ０／Ｍ０）、ステージＩＩＡ（Ｔ３／Ｎ０／Ｍ
０）、ステージＩＩＢ（Ｔ４ａ／Ｎ０／Ｍ０）、ステージＩＩＣ（Ｔ４ｂ／Ｎ０／Ｍ０）
、ステージＩＩＩ（Ｎ１～２／Ｍ０）、ステージＩＩＩＡ（Ｔ１～２／Ｎ１／Ｍ０及びＴ
１／Ｎ２ａ／Ｍ０）、ステージＩＩＩＢ（Ｔ３～Ｔ４ａ／Ｎ１／Ｍ０及びＴ２～Ｔ３／Ｎ
２ａ／Ｍ０及びＴ１～Ｔ２／Ｎ２ｂ／Ｍ０）、ステージＩＩＩＣ（Ｔ４ａ／Ｎ２ａ／Ｍ０
及びＴ３～Ｔ４ａ／Ｎ２ｂ／Ｍ０及びＴ４ｂ／Ｎ１～２／Ｍ０）、ステージＩＶＡ（Ｍ１
ａ）、ステージＩＶＢ（Ｍ１ｂ）に分類される。
【０００４】
　大腸がんの生存率は進行度により異なり、非特許文献１には、結腸がんと直腸がんに分
かれて下記の統計値が報告されている。結腸がんの５年相対生存率は、ステージＩが７４
％、ステージＩＩＡが６７％、ステージＩＩＢが５９％、ステージＩＩＣが３７％、ステ
ージＩＩＩＡが７３％、ステージＩＩＩＢが４６％、ステージＩＩＩＣが２８％、ステー
ジＩＶが６％と報告されている。また、直腸がんの５年相対生存率は、ステージＩが７４
％、ステージＩＩＡが６５％、ステージＩＩＢが５２％、ステージＩＩＣが３２％、ステ
ージＩＩＩＡが７４％、ステージＩＩＩＢが４５％、ステージＩＩＩＣが３３％、ステー
ジＩＶが６％と報告されている。以上から、進行度が低い大腸がんは生存率が高い。従っ
て、大腸がんを早期で発見、治療できれば生存率の向上に大きく寄与する。
【０００５】
　大腸がんの治療は、主に、開腹手術や腹腔鏡手術であり、手術後に抗癌剤治療や放射線
治療も併用されることが多い（非特許文献１）。特に早期の大腸がんでは、開腹せずに治
療ができる内視鏡手術が適応できることがある。
【０００６】
　非特許文献１に記載されているように、大腸がんの検査には、便潜血検査や内視鏡検査
が広く普及している。特に便潜血検査は、安価で且つ非侵襲的であり、自宅で実施可能な
ことから、米国がん協会は便潜血検査を毎年受診することを推奨している。更に、がんの
ある部位や広がりを調べるために、大腸内視鏡検査に加え、注腸造影検査、ＣＴ検査やＭ
ＲＩ検査などの画像検査も実施される。また、既に大腸がんが診断されている患者に対し
て、予後観察及び治療効果観察を目的とし、ＣＥＡやＣＡ１９－９などの血液腫瘍マーカ
ー検査が実施されることもある（非特許文献１）。
【０００７】
　研究段階ではあるが、特許文献１～４に示されるように、血液をはじめとする生体サン
プル中のマイクロＲＮＡ（ｍｉＲＮＡ）の発現量、又はｍｉＲＮＡの発現量と他のタンパ
ク質マーカーの発現量とを組み合わせることによって、大腸がんを検出するという報告が
ある。
【０００８】
　特許文献１には大腸がん組織中のｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－１２８－２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２４－３ｐを用いて大腸がんや他のがんを検出す
る方法が示されている。
【０００９】
　特許文献２には血漿中のｈｓａ－ｍｉＲ－１２３３－５ｐやｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５
－３ｐを用いて大腸がんを検出する方法が示されている。
【００１０】
　特許文献３には大腸組織や便中のｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２３
－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ａなど複数のｍｉＲＮＡを用いて大腸がんを検出する
方法が示されている。
【００１１】
　特許文献４には組織中のｈｓａ－ｍｉＲ－１５０－３ｐやｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐな
どを用いて大腸がんを検出する方法が示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【００１２】
【特許文献１】国際公開第２００７／０８１７４０号
【特許文献２】米国特許出願公開第２０１３／１０２４８７号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１２／０８８６８７号明細書
【特許文献４】特表２００９－５３１０１９号公報
【非特許文献】
【００１３】
【非特許文献１】Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃａｎｃｅｒ　Ｓｏｃｉｅｔｙ「Ｃｏｌｏｒｅｃｔ
ａｌ　Ｃａｎｃｅｒ」、２０１３年監修、ｐ．５～６、１７～２８、３３～、４５～５４
、６７～７１
【非特許文献２】Ｓｏｂｉｎ，Ｌ．ら、「ＴＮＭ　Ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ
　Ｍａｌｉｇｎａｎｔ　Ｔｕｍｏｕｒｓ第７版」２０１０年、ｐ．９４－９９
【非特許文献３】Ａｌｌｉｓｏｎ，ＪＥ．ら、１９９６年、Ｔｈｅ　Ｎｅｗ　Ｅｎｇｌａ
ｎｄ　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｍｅｄｉｃｉｎｅ，第３３４（３）巻、ｐ．１５５－９
【非特許文献４】Ｐａｌｍｑｖｉｓｔ，　Ｒ．ら、２００７年、Ｄｉｓｅａｓｅｓ　ｏｆ
　ｃｏｌｏｎ　ａｎｄ　ｒｅｃｔｕｍ、第４６（１１）巻、ｐ．１５３８－４４
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明の課題は、新規な大腸がん腫瘍マーカーを見出し、当該マーカーに特異的に結合
可能な核酸を用いて大腸がんを効果的に検出できる方法を提供することである。大腸がん
の１次検査として現在広く普及している便潜血検査は、痔などのがんでない理由で出血し
ている場合でも陽性と判定されてしまう一方、出血していない早期の大腸がんは検出でき
ず、９０％以上の大腸異常（がんを含む）を見逃すという報告もある（非特許文献１）。
具体的な便潜血検査の感度は、使用する検査キットによって３７％～７９．４％と大きく
異なり、また、特異度は８６．７％～９７．７％とされる（非特許文献３）。また、大腸
内視鏡検査は、検査精度の高いことが知られているものの、前処置や鎮静剤の必要性、比
較的価格が高いことなどから一次スクリーニングには適用しづらい（非特許文献１）。ま
た、ＣＥＡやＣＡ１９－９などの血中腫瘍マーカーは、大腸がん以外のがんでも上昇する
ことがあるため大腸がんの有無を判定することは出来ないと言われている。他のがんを誤
って大腸がんと診断してしまうと、適切な治療の機会を逃したり、間違った医療を適用す
ることで患者に不要な経済的、体力的負担を強いることになる。そのため、ＣＥＡやＣＡ
１９－９は既に大腸がんと診断された患者の予後観察及び治療効果観察に使用が限られて
いることが多い（非特許文献１）。ある報告によると、ＣＥＡ検査の特異度は９９％であ
る一方、感度は１２％しかなく、大腸がんスクリーニング検査としての腫瘍マーカー測定
の意義は乏しいとされている（非特許文献４）。
【００１５】
　また研究段階ではあるが血液をはじめとする生体サンプル中のマイクロＲＮＡ（ｍｉＲ
ＮＡ）の発現量を用いて大腸がんを判別するという報告が下記のようにあるが、いずれも
実用化に至っていない。
【００１６】
　特許文献１には大腸がん組織中のｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－１２８－２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２４－３ｐを用いて大腸がんや他のがんを検出す
る方法が示されている。しかしながら本検出方法は、外科手術により大腸がんの組織検体
を入手する必要があり、この工程は患者に与える肉体的負担が重いため、検査方法として
は好ましくない。また、本検出方法は、具体的な精度、感度、特異度などの大腸がんの検
出性能についての記載が無いため、産業的実用性に乏しい。
【００１７】
　特許文献３には大腸組織や大便中のｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２
３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ａなど複数のｍｉＲＮＡを用いて大腸がんを検出す
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る方法が示されている。しかしながら、大腸がん組織を入手するために外科手術を行うこ
とは、患者に与える肉体的負担が重いため、検査方法としては好ましくない。また、大便
検体は採取が非侵襲的ではあるものの、被検物質が大便中に不均一に存在することがあり
検査結果にばらつきを生じさせ易いという課題がある。
【００１８】
　特許文献４には組織中のｈｓａ－ｍｉＲ－１５０－３ｐやｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐな
どを用いて大腸がんを検出する方法が示されているが、精度、感度、特異度などの検出性
能についての記載が無く、また、具体的な血液を用いた大腸がんの判別方法が記載されて
いないため産業的実用性に乏しい。更に、上記ｍｉＲＮＡマーカーは独立した検体群で検
証されていないため、信頼性に欠ける。
【００１９】
　このように、大腸がんの検出において、既存の腫瘍マーカーはその性能が低いか、また
研究段階のマーカーについては性能や検出の方法が具体的に示されていないため、これら
を利用した場合には、健常体を大腸がん患者と誤検出することによる無駄な追加検査の実
施や、大腸がん患者を見落とすことによる治療機会の逸失がおこる可能性がある。また、
数十個～数百個からなるｍｉＲＮＡを測定することは検査費用を増大させるため、健康診
断のような大規模なスクリーニングには使用しづらい。また、腫瘍マーカーを測定するた
めに大腸組織を採取することは患者に与える侵襲性が高く好ましくないため、低侵襲に採
取できる血液からの検出が可能で、大腸がん患者を大腸がん患者と、健常体を健常体と正
しく判別できる、精度の高い大腸がんマーカーが求められる。大腸がんは早期に発見し治
療することで、生存率を大幅に向上することができる。また、大腸がんを早期に発見でき
れば、開腹せずに治療する内視鏡手術が適応可能になることから、進行度の低い大腸がん
でも検出できる感度の高い大腸がんマーカーが切望されている。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　本発明者らは上記課題を解決すべく鋭意検討の結果、低侵襲に採取できる血液から大腸
がんの検出マーカーに使用可能な複数個の遺伝子を見出し、これに特異的に結合可能な核
酸を用いることにより、大腸がんを有意に検出できることを見いだし、本発明を完成する
に至った。
【００２１】
＜発明の概要＞
　すなわち、本発明は、以下の特徴を有する。
（１）大腸がんマーカーである、ｍｉＲ－６７２６－５ｐ、ｍｉＲ－４２５７、ｍｉＲ－
６７８７－５ｐ、ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－３１３１、ｍｉＲ－７１０８－５
ｐ、ｍｉＲ－１３４３－３ｐ、ｍｉＲ－１２４７－３ｐ、ｍｉＲ－４６５１、ｍｉＲ－６
７５７－５ｐ、ｍｉＲ－３６７９－５ｐ、ｍｉＲ－７６４１、ｍｉＲ－６７４６－５ｐ、
ｍｉＲ－８０７２、ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｍｉＲ－１９０８－５ｐ、ｍｉＲ－６８５
７－５ｐ、ｍｉＲ－４７４６－３ｐ、ｍｉＲ－７４４－５ｐ、ｍｉＲ－４７９２、ｍｉＲ
－５６４、ｍｉＲ－６７９１－５ｐ、ｍｉＲ－６８２５－５ｐ、ｍｉＲ－６８２６－５ｐ
、ｍｉＲ－４６６５－３ｐ、ｍｉＲ－４４６７、ｍｉＲ－３１８８、ｍｉＲ－６１２５、
ｍｉＲ－６７５６－５ｐ、ｍｉＲ－１２２８－３ｐ、ｍｉＲ－８０６３、ｍｉＲ－８０６
９、ｍｉＲ－６８７５－５ｐ、ｍｉＲ－３１８５、ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－
６８８７－５ｐ、ｍｉＲ－１２８－１－５ｐ、ｍｉＲ－６７２４－５ｐ、ｍｉＲ－１９１
４－３ｐ、ｍｉＲ－１２２５－５ｐ、ｍｉＲ－４４１９ｂ、ｍｉＲ－７１１０－５ｐ、ｍ
ｉＲ－１８７－５ｐ、ｍｉＲ－３１８４－５ｐ、ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｍｉＲ－５５７
２、ｍｉＲ－６７２９－５ｐ、ｍｉＲ－６１５－５ｐ、ｍｉＲ－６７４９－５ｐ、ｍｉＲ
－６５１５－３ｐ、ｍｉＲ－３９３７、ｍｉＲ－６８４０－３ｐ、ｍｉＲ－６８９３－５
ｐ、ｍｉＲ－４７２８－５ｐ、ｍｉＲ－６７１７－５ｐ、ｍｉＲ－７１１３－３ｐ、ｍｉ
Ｒ－４６６５－５ｐ、ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－７１０９－５ｐ、ｍｉＲ－６８
４２－５ｐ、ｍｉＲ－４４４２、ｍｉＲ－４４３３－３ｐ、ｍｉＲ－４７０７－５ｐ、ｍ
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ｉＲ－６１２６、ｍｉＲ－４４４９、ｍｉＲ－４７０６、ｍｉＲ－１９１３、ｍｉＲ－６
０２、ｍｉＲ－９３９－５ｐ、ｍｉＲ－４６９５－５ｐ、ｍｉＲ－７１１、ｍｉＲ－６８
１６－５ｐ、ｍｉＲ－４６３２－５ｐ、ｍｉＲ－６７２１－５ｐ、ｍｉＲ－７８４７－３
ｐ、ｍｉＲ－６１３２、ｍｉＲ－８８７－３ｐ、ｍｉＲ－３６７９－３ｐ、ｍｉＲ－６７
８４－５ｐ、ｍｉＲ－１２４９、ｍｉＲ－９３７－５ｐ、ｍｉＲ－５１９５－３ｐ、ｍｉ
Ｒ－６７３２－５ｐ、ｍｉＲ－４４１７、ｍｉＲ－４２８１、ｍｉＲ－４７３４、ｍｉＲ
－６７６６－３ｐ、ｍｉＲ－６６３ａ、ｍｉＲ－４５１３、ｍｉＲ－６７８１－５ｐ、ｍ
ｉＲ－１２２７－５ｐ、ｍｉＲ－６８４５－５ｐ、ｍｉＲ－６７９８－５ｐ、ｍｉＲ－３
６２０－５ｐ、ｍｉＲ－１９１５－５ｐ、ｍｉＲ－４２９４、ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐ、
ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐ、ｍｉＲ－９４０、ｍｉＲ－４４５０、ｍｉＲ－４７２３－５ｐ
、ｍｉＲ－１４６９、ｍｉＲ－６８６１－５ｐ、ｍｉＲ－７９７５、ｍｉＲ－６８７９－
５ｐ、ｍｉＲ－６８０２－５ｐ、ｍｉＲ－１２６８ｂ、ｍｉＲ－６６３ｂ、ｍｉＲ－１２
５ａ－３ｐ、ｍｉＲ－２８６１、ｍｉＲ－６０８８、ｍｉＲ－４７５８－５ｐ、ｍｉＲ－
２９６－３ｐ、ｍｉＲ－６７３８－５ｐ、ｍｉＲ－６７１－５ｐ、ｍｉＲ－４４５４、ｍ
ｉＲ－４５１６、ｍｉＲ－７８４５－５ｐ、ｍｉＲ－４７４１、ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ、
ｍｉＲ－６７９５－５ｐ、ｍｉＲ－６８０５－３ｐ、ｍｉＲ－４７２５－３ｐ、ｍｉＲ－
６７８２－５ｐ、ｍｉＲ－４６８８、ｍｉＲ－６８５０－５ｐ、ｍｉＲ－６７７７－５ｐ
、ｍｉＲ－６７８５－５ｐ、ｍｉＲ－７１０６－５ｐ、ｍｉＲ－３６６３－３ｐ、ｍｉＲ
－６１３１、ｍｉＲ－１９１５－３ｐ、ｍｉＲ－４５３２、ｍｉＲ－６８２０－５ｐ、ｍ
ｉＲ－４６８９、ｍｉＲ－４６３８－５ｐ、ｍｉＲ－３６５６、ｍｉＲ－３６２１、ｍｉ
Ｒ－６７６９ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－１４９－３ｐ、ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－３１３
５ｂ、ｍｉＲ－６８４８－５ｐ、ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ、ｍｉＲ－４３２７、ｍｉＲ
－６７６５－３ｐ、ｍｉＲ－６７１６－５ｐ、ｍｉＲ－６８７７－５ｐ、ｍｉＲ－６７２
７－５ｐ、ｍｉＲ－４５３４、ｍｉＲ－６１４、ｍｉＲ－１２０２、ｍｉＲ－５７５、ｍ
ｉＲ－６８７０－５ｐ、ｍｉＲ－６７２２－３ｐ、ｍｉＲ－７９７７、ｍｉＲ－４６４９
－５ｐ、ｍｉＲ－４６７５、ｍｉＲ－６０７５、ｍｉＲ－６７７９－５ｐ、ｍｉＲ－４２
７１、ｍｉＲ－３１９６、ｍｉＲ－６８０３－５ｐ、ｍｉＲ－６７８９－５ｐ、ｍｉＲ－
４６４８、ｍｉＲ－４５０８、ｍｉＲ－４７４９－５ｐ、ｍｉＲ－４５０５、ｍｉＲ－５
６９８、ｍｉＲ－１１９９－５ｐ、ｍｉＲ－４７６３－３ｐ、ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、
ｍｉＲ－３１９５、ｍｉＲ－７１８、ｍｉＲ－３１７８、ｍｉＲ－６３８、ｍｉＲ－４４
９７、ｍｉＲ－６０８５、ｍｉＲ－６７５２－５ｐ及びｍｉＲ－１３５ａ－３ｐからなる
群から選択される少なくとも１つ以上のポリヌクレオチドと特異的に結合可能な核酸を含
む、大腸がんの検出用キット。
【００２２】
（２）ｍｉＲ－６７２６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－５ｐであり、ｍｉＲ－４２
５７がｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７であり、ｍｉＲ－６７８７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６
７８７－５ｐであり、ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐで
あり、ｍｉＲ－３１３１がｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１であり、ｍｉＲ－７１０８－５ｐが
ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０８－５ｐであり、ｍｉＲ－１３４３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１
３４３－３ｐであり、ｍｉＲ－１２４７－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２４７－３ｐであり
、ｍｉＲ－４６５１がｈｓａ－ｍｉＲ－４６５１であり、ｍｉＲ－６７５７－５ｐがｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６７５７－５ｐであり、ｍｉＲ－３６７９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６７
９－５ｐであり、ｍｉＲ－７６４１がｈｓａ－ｍｉＲ－７６４１であり、ｍｉＲ－６７４
６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７４６－５ｐであり、ｍｉＲ－８０７２がｈｓａ－ｍｉＲ
－８０７２であり、ｍｉＲ－６７４１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１－５ｐであり、
ｍｉＲ－１９０８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１９０８－５ｐであり、ｍｉＲ－６８５７－
５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８５７－５ｐであり、ｍｉＲ－４７４６－３ｐがｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４７４６－３ｐであり、ｍｉＲ－７４４－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７４４－５ｐであ
り、ｍｉＲ－４７９２がｈｓａ－ｍｉＲ－４７９２であり、ｍｉＲ－５６４がｈｓａ－ｍ
ｉＲ－５６４であり、ｍｉＲ－６７９１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７９１－５ｐであり
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、ｍｉＲ－６８２５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８２５－５ｐであり、ｍｉＲ－６８２６
－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６－５ｐであり、ｍｉＲ－４６６５－３ｐがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４６６５－３ｐであり、ｍｉＲ－４４６７がｈｓａ－ｍｉＲ－４４６７であり、ｍ
ｉＲ－３１８８がｈｓａ－ｍｉＲ－３１８８であり、ｍｉＲ－６１２５がｈｓａ－ｍｉＲ
－６１２５であり、ｍｉＲ－６７５６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７５６－５ｐであり、
ｍｉＲ－１２２８－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２８－３ｐであり、ｍｉＲ－８０６３が
ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６３であり、ｍｉＲ－８０６９がｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９であり
、ｍｉＲ－６８７５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７５－５ｐであり、ｍｉＲ－３１８５
がｈｓａ－ｍｉＲ－３１８５であり、ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４４
３３ｂ－３ｐであり、ｍｉＲ－６８８７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８８７－５ｐであり
、ｍｉＲ－１２８－１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－１－５ｐであり、ｍｉＲ－６７
２４－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐであり、ｍｉＲ－１９１４－３ｐがｈｓａ
－ｍｉＲ－１９１４－３ｐであり、ｍｉＲ－１２２５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５
－５ｐであり、ｍｉＲ－４４１９ｂがｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂであり、ｍｉＲ－７１
１０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１１０－５ｐであり、ｍｉＲ－１８７－５ｐがｈｓａ－
ｍｉＲ－１８７－５ｐであり、ｍｉＲ－３１８４－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３１８４－５
ｐであり、ｍｉＲ－２０４－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐであり、ｍｉＲ－５５
７２がｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２であり、ｍｉＲ－６７２９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６
７２９－５ｐであり、ｍｉＲ－６１５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６１５－５ｐであり、ｍ
ｉＲ－６７４９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７４９－５ｐであり、ｍｉＲ－６５１５－３
ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６５１５－３ｐであり、ｍｉＲ－３９３７がｈｓａ－ｍｉＲ－３９
３７であり、ｍｉＲ－６８４０－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８４０－３ｐであり、ｍｉＲ
－６８９３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８９３－５ｐであり、ｍｉＲ－４７２８－５ｐが
ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２８－５ｐであり、ｍｉＲ－６７１７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６
７１７－５ｐであり、ｍｉＲ－７１１３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１１３－３ｐであり
、ｍｉＲ－４６６５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐであり、ｍｉＲ－６４２ｂ
－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐであり、ｍｉＲ－７１０９－５ｐがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－７１０９－５ｐであり、ｍｉＲ－６８４２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８４２－５
ｐであり、ｍｉＲ－４４４２がｈｓａ－ｍｉＲ－４４４２であり、ｍｉＲ－４４３３－３
ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３－３ｐであり、ｍｉＲ－４７０７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ
－４７０７－５ｐであり、ｍｉＲ－６１２６がｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６であり、ｍｉＲ
－４４４９がｈｓａ－ｍｉＲ－４４４９であり、ｍｉＲ－４７０６がｈｓａ－ｍｉＲ－４
７０６であり、ｍｉＲ－１９１３がｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３であり、ｍｉＲ－６０２が
ｈｓａ－ｍｉＲ－６０２であり、ｍｉＲ－９３９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－９３９－５ｐ
であり、ｍｉＲ－４６９５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６９５－５ｐであり、ｍｉＲ－７
１１がｈｓａ－ｍｉＲ－７１１であり、ｍｉＲ－６８１６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８
１６－５ｐであり、ｍｉＲ－４６３２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６３２－５ｐであり、
ｍｉＲ－６７２１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１－５ｐであり、ｍｉＲ－７８４７－
３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐであり、ｍｉＲ－６１３２がｈｓａ－ｍｉＲ－６
１３２であり、ｍｉＲ－８８７－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－８８７－３ｐであり、ｍｉＲ－
３６７９－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－３ｐであり、ｍｉＲ－６７８４－５ｐがｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６７８４－５ｐであり、ｍｉＲ－１２４９がｈｓａ－ｍｉＲ－１２４９で
あり、ｍｉＲ－９３７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－９３７－５ｐであり、ｍｉＲ－５１９５
－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－５１９５－３ｐであり、ｍｉＲ－６７３２－５ｐがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７３２－５ｐであり、ｍｉＲ－４４１７がｈｓａ－ｍｉＲ－４４１７であり、ｍ
ｉＲ－４２８１がｈｓａ－ｍｉＲ－４２８１であり、ｍｉＲ－４７３４がｈｓａ－ｍｉＲ
－４７３４であり、ｍｉＲ－６７６６－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７６６－３ｐであり、
ｍｉＲ－６６３ａがｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ａであり、ｍｉＲ－４５１３がｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４５１３であり、ｍｉＲ－６７８１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８１－５ｐであり
、ｍｉＲ－１２２７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２７－５ｐであり、ｍｉＲ－６８４５
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－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８４５－５ｐであり、ｍｉＲ－６７９８－５ｐがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７９８－５ｐであり、ｍｉＲ－３６２０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６２０－５
ｐであり、ｍｉＲ－１９１５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－５ｐであり、ｍｉＲ－
４２９４がｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４であり、ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ
－６４２ａ－３ｐであり、ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐで
あり、ｍｉＲ－９４０がｈｓａ－ｍｉＲ－９４０であり、ｍｉＲ－４４５０がｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４４５０であり、ｍｉＲ－４７２３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７２３－５ｐであ
り、ｍｉＲ－１４６９がｈｓａ－ｍｉＲ－１４６９であり、ｍｉＲ－６８６１－５ｐがｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６８６１－５ｐであり、ｍｉＲ－７９７５がｈｓａ－ｍｉＲ－７９７５で
あり、ｍｉＲ－６８７９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７９－５ｐであり、ｍｉＲ－６８
０２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８０２－５ｐであり、ｍｉＲ－１２６８ｂがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－１２６８ｂであり、ｍｉＲ－６６３ｂがｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂであり、ｍｉＲ
－１２５ａ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐであり、ｍｉＲ－２８６１がｈｓａ
－ｍｉＲ－２８６１であり、ｍｉＲ－６０８８がｈｓａ－ｍｉＲ－６０８８であり、ｍｉ
Ｒ－４７５８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７５８－５ｐであり、ｍｉＲ－２９６－３ｐが
ｈｓａ－ｍｉＲ－２９６－３ｐであり、ｍｉＲ－６７３８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７
３８－５ｐであり、ｍｉＲ－６７１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７１－５ｐであり、ｍｉ
Ｒ－４４５４がｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４であり、ｍｉＲ－４５１６がｈｓａ－ｍｉＲ－
４５１６であり、ｍｉＲ－７８４５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７８４５－５ｐであり、ｍ
ｉＲ－４７４１がｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１であり、ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－９２ｂ－５ｐであり、ｍｉＲ－６７９５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７９５－５ｐ
であり、ｍｉＲ－６８０５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８０５－３ｐであり、ｍｉＲ－４
７２５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７２５－３ｐであり、ｍｉＲ－６７８２－５ｐがｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６７８２－５ｐであり、ｍｉＲ－４６８８がｈｓａ－ｍｉＲ－４６８８であ
り、ｍｉＲ－６８５０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８５０－５ｐであり、ｍｉＲ－６７７
７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７７７－５ｐであり、ｍｉＲ－６７８５－５ｐがｈｓａ－
ｍｉＲ－６７８５－５ｐであり、ｍｉＲ－７１０６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１０６－
５ｐであり、ｍｉＲ－３６６３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６６３－３ｐであり、ｍｉＲ
－６１３１がｈｓａ－ｍｉＲ－６１３１であり、ｍｉＲ－１９１５－３ｐがｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１９１５－３ｐであり、ｍｉＲ－４５３２がｈｓａ－ｍｉＲ－４５３２であり、ｍｉ
Ｒ－６８２０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８２０－５ｐであり、ｍｉＲ－４６８９がｈｓ
ａ－ｍｉＲ－４６８９であり、ｍｉＲ－４６３８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６３８－５
ｐであり、ｍｉＲ－３６５６がｈｓａ－ｍｉＲ－３６５６であり、ｍｉＲ－３６２１がｈ
ｓａ－ｍｉＲ－３６２１であり、ｍｉＲ－６７６９ｂ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９
ｂ－５ｐであり、ｍｉＲ－１４９－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１４９－３ｐであり、ｍｉＲ
－２３ｂ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐであり、ｍｉＲ－３１３５ｂがｈｓａ－
ｍｉＲ－３１３５ｂであり、ｍｉＲ－６８４８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８４８－５ｐ
であり、ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐであり、ｍｉＲ
－４３２７がｈｓａ－ｍｉＲ－４３２７であり、ｍｉＲ－６７６５－３ｐがｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７６５－３ｐであり、ｍｉＲ－６７１６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７１６－５ｐ
であり、ｍｉＲ－６８７７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７７－５ｐであり、ｍｉＲ－６
７２７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２７－５ｐであり、ｍｉＲ－４５３４がｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４５３４であり、ｍｉＲ－６１４がｈｓａ－ｍｉＲ－６１４であり、ｍｉＲ－１２
０２がｈｓａ－ｍｉＲ－１２０２であり、ｍｉＲ－５７５がｈｓａ－ｍｉＲ－５７５であ
り、ｍｉＲ－６８７０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７０－５ｐであり、ｍｉＲ－６７２
２－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２２－３ｐであり、ｍｉＲ－７９７７がｈｓａ－ｍｉＲ
－７９７７であり、ｍｉＲ－４６４９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６４９－５ｐであり、
ｍｉＲ－４６７５がｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５であり、ｍｉＲ－６０７５がｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６０７５であり、ｍｉＲ－６７７９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７７９－５ｐであり
、ｍｉＲ－４２７１がｈｓａ－ｍｉＲ－４２７１であり、ｍｉＲ－３１９６がｈｓａ－ｍ
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ｉＲ－３１９６であり、ｍｉＲ－６８０３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８０３－５ｐであ
り、ｍｉＲ－６７８９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８９－５ｐであり、ｍｉＲ－４６４
８がｈｓａ－ｍｉＲ－４６４８であり、ｍｉＲ－４５０８がｈｓａ－ｍｉＲ－４５０８で
あり、ｍｉＲ－４７４９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７４９－５ｐであり、ｍｉＲ－４５
０５がｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５であり、ｍｉＲ－５６９８がｈｓａ－ｍｉＲ－５６９８
であり、ｍｉＲ－１１９９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１１９９－５ｐであり、ｍｉＲ－４
７６３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７６３－３ｐであり、ｍｉＲ－６８３６－３ｐがｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐであり、ｍｉＲ－３１９５がｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５であ
り、ｍｉＲ－７１８がｈｓａ－ｍｉＲ－７１８であり、ｍｉＲ－３１７８がｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－３１７８であり、ｍｉＲ－６３８がｈｓａ－ｍｉＲ－６３８であり、ｍｉＲ－４４９
７がｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７であり、ｍｉＲ－６０８５がｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５で
あり、ｍｉＲ－６７５２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７５２－５ｐであり、及び、ｍｉＲ
－
１３５ａ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１３５ａ－３ｐである、（１）に記載のキット。
【００２３】
（３）前記核酸が、下記の（ａ）～（ｅ）に示すポリヌクレオチド：
（ａ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列もしくは当
該塩基配列においてｕがｔである塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異体、その
誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｂ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列を含むポリ
ヌクレオチド、
（ｃ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列もしくは当
該塩基配列においてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオチド
、その変異体、その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｄ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列もしくは当
該塩基配列においてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチド、
及び
（ｅ）前記（ａ）～（ｄ）のいずれかのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハ
イブリダイズするポリヌクレオチド、
からなる群から選択されるポリヌクレオチドである、（１）又は（２）に記載のキット。
【００２４】
（４）前記キットが、別の大腸がんマーカーである、ｍｉＲ－１２３１、ｍｉＲ－１２３
３－５ｐ、ｍｉＲ－１５０－３ｐ、ｍｉＲ－１２２５－３ｐ、ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐ
、ｍｉＲ－４２３－５ｐ、ｍｉＲ－１２６８ａ、ｍｉＲ－１２８－２－５ｐ及びｍｉＲ－
２４－３ｐからなる群から選択される少なくとも１つ以上のポリヌクレオチドと特異的に
結合可能な核酸をさらに含む、（１）～（３）のいずれかに記載のキット。
【００２５】
（５）ｍｉＲ－１２３１がｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１であり、ｍｉＲ－１２３３－５ｐが
ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３３－５ｐであり、ｍｉＲ－１５０－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１５
０－３ｐであり、ｍｉＲ－１２２５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－３ｐであり、ｍ
ｉＲ－９２ａ－２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐであり、ｍｉＲ－４２３－
５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４２３－５ｐであり、ｍｉＲ－１２６８ａがｈｓａ－ｍｉＲ－１
２６８ａであり、ｍｉＲ－１２８－２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－２－５ｐであり
、及び、ｍｉＲ－２４－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２４－３ｐである、（４）に記載のキッ
ト。
【００２６】
（６）前記核酸が、下記の（ｆ）～（ｊ）に示すポリヌクレオチド：
（ｆ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異体、その誘導体、又は１
５以上の連続した塩基を含むその断片、
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（ｇ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列を含むポリヌクレオチド、
（ｈ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異体、
その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｉ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチド、及び
（ｊ）前記（ｆ）～（ｉ）のいずれかのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハ
イブリダイズするポリヌクレオチド、
からなる群から選択されるポリヌクレオチドである、（４）又は（５）に記載のキット。
【００２７】
（７）前記キットが、別の大腸がんマーカーである、ｍｉＲ－４６９７－５ｐ、ｍｉＲ－
３１９７、ｍｉＲ－６７５－５ｐ、ｍｉＲ－４４８６、ｍｉＲ－７１０７－５ｐ、ｍｉＲ
－２３ａ－３ｐ、ｍｉＲ－４６６７－５ｐ、ｍｉＲ－４５１ａ、ｍｉＲ－３９４０－５ｐ
、ｍｉＲ－８０５９、ｍｉＲ－６８１３－５ｐ、ｍｉＲ－４４９２、ｍｉＲ－４４７６及
びｍｉＲ－６０９０からなる群から選択される少なくとも１つ以上のポリヌクレオチドと
特異的に結合可能な核酸をさらに含む、（１）～（６）のいずれかに記載のキット。
【００２８】
（８）ｍｉＲ－４６９７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６９７－５ｐであり、ｍｉＲ－３１
９７がｈｓａ－ｍｉＲ－３１９７であり、ｍｉＲ－６７５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７
５－５ｐであり、ｍｉＲ－４４８６がｈｓａ－ｍｉＲ－４４８６であり、ｍｉＲ－７１０
７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１０７－５ｐであり、ｍｉＲ－２３ａ－３ｐがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－２３ａ－３ｐであり、ｍｉＲ－４６６７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６６７－５ｐ
であり、ｍｉＲ－４５１ａがｈｓａ－ｍｉＲ－４５１ａであり、ｍｉＲ－３９４０－５ｐ
がｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐであり、ｍｉＲ－８０５９がｈｓａ－ｍｉＲ－８０５
９であり、ｍｉＲ－６８１３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８１３－５ｐであり、ｍｉＲ－
４４９２がｈｓａ－ｍｉＲ－４４９２であり、ｍｉＲ－４４７６がｈｓａ－ｍｉＲ－４４
７６であり、及び、ｍｉＲ－６０９０がｈｓａ－ｍｉＲ－６０９０である、（７）に記載
のキット。
【００２９】
（９）前記核酸が、下記の（ｋ）～（ｏ）に示すポリヌクレオチド：
（ｋ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異体、その誘導体、又は１
５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｌ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列を含むポリヌクレオチド、
（ｍ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異体、
その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｎ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチド、及び
（ｏ）前記（ｋ）～（ｎ）のいずれかのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハ
イブリダイズするポリヌクレオチド、
からなる群から選択されるポリヌクレオチドである、（７）又は（８）に記載のキット。
【００３０】
（１０）前記キットが、（１）又は（２）に記載のすべての大腸がんマーカーからなる群
から選択される少なくとも２つ以上のポリヌクレオチドのそれぞれと特異的に結合可能な
少なくとも２つ以上の核酸を含む、（１）から（９）のいずれかに記載のキット。
【００３１】
（１１）大腸がんマーカーである、ｍｉＲ－６７２６－５ｐ、ｍｉＲ－４２５７、ｍｉＲ
－６７８７－５ｐ、ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－３１３１、ｍｉＲ－７１０８－
５ｐ、ｍｉＲ－１３４３－３ｐ、ｍｉＲ－１２４７－３ｐ、ｍｉＲ－４６５１、ｍｉＲ－
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６７５７－５ｐ、ｍｉＲ－３６７９－５ｐ、ｍｉＲ－７６４１、ｍｉＲ－６７４６－５ｐ
、ｍｉＲ－８０７２、ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｍｉＲ－１９０８－５ｐ、ｍｉＲ－６８
５７－５ｐ、ｍｉＲ－４７４６－３ｐ、ｍｉＲ－７４４－５ｐ、ｍｉＲ－４７９２、ｍｉ
Ｒ－５６４、ｍｉＲ－６７９１－５ｐ、ｍｉＲ－６８２５－５ｐ、ｍｉＲ－６８２６－５
ｐ、ｍｉＲ－４６６５－３ｐ、ｍｉＲ－４４６７、ｍｉＲ－３１８８、ｍｉＲ－６１２５
、ｍｉＲ－６７５６－５ｐ、ｍｉＲ－１２２８－３ｐ、ｍｉＲ－８０６３、ｍｉＲ－８０
６９、ｍｉＲ－６８７５－５ｐ、ｍｉＲ－３１８５、ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐ、ｍｉＲ
－６８８７－５ｐ、ｍｉＲ－１２８－１－５ｐ、ｍｉＲ－６７２４－５ｐ、ｍｉＲ－１９
１４－３ｐ、ｍｉＲ－１２２５－５ｐ、ｍｉＲ－４４１９ｂ、ｍｉＲ－７１１０－５ｐ、
ｍｉＲ－１８７－５ｐ、ｍｉＲ－３１８４－５ｐ、ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｍｉＲ－５５
７２、ｍｉＲ－６７２９－５ｐ、ｍｉＲ－６１５－５ｐ、ｍｉＲ－６７４９－５ｐ、ｍｉ
Ｒ－６５１５－３ｐ、ｍｉＲ－３９３７、ｍｉＲ－６８４０－３ｐ、ｍｉＲ－６８９３－
５ｐ、ｍｉＲ－４７２８－５ｐ、ｍｉＲ－６７１７－５ｐ、ｍｉＲ－７１１３－３ｐ、ｍ
ｉＲ－４６６５－５ｐ、ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－７１０９－５ｐ、ｍｉＲ－６
８４２－５ｐ、ｍｉＲ－４４４２、ｍｉＲ－４４３３－３ｐ、ｍｉＲ－４７０７－５ｐ、
ｍｉＲ－６１２６、ｍｉＲ－４４４９、ｍｉＲ－４７０６、ｍｉＲ－１９１３、ｍｉＲ－
６０２、ｍｉＲ－９３９－５ｐ、ｍｉＲ－４６９５－５ｐ、ｍｉＲ－７１１、ｍｉＲ－６
８１６－５ｐ、ｍｉＲ－４６３２－５ｐ、ｍｉＲ－６７２１－５ｐ、ｍｉＲ－７８４７－
３ｐ、ｍｉＲ－６１３２、ｍｉＲ－８８７－３ｐ、ｍｉＲ－３６７９－３ｐ、ｍｉＲ－６
７８４－５ｐ、ｍｉＲ－１２４９、ｍｉＲ－９３７－５ｐ、ｍｉＲ－５１９５－３ｐ、ｍ
ｉＲ－６７３２－５ｐ、ｍｉＲ－４４１７、ｍｉＲ－４２８１、ｍｉＲ－４７３４、ｍｉ
Ｒ－６７６６－３ｐ、ｍｉＲ－６６３ａ、ｍｉＲ－４５１３、ｍｉＲ－６７８１－５ｐ、
ｍｉＲ－１２２７－５ｐ、ｍｉＲ－６８４５－５ｐ、ｍｉＲ－６７９８－５ｐ、ｍｉＲ－
３６２０－５ｐ、ｍｉＲ－１９１５－５ｐ、ｍｉＲ－４２９４、ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐ
、ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐ、ｍｉＲ－９４０、ｍｉＲ－４４５０、ｍｉＲ－４７２３－５
ｐ、ｍｉＲ－１４６９、ｍｉＲ－６８６１－５ｐ、ｍｉＲ－７９７５、ｍｉＲ－６８７９
－５ｐ、ｍｉＲ－６８０２－５ｐ、ｍｉＲ－１２６８ｂ、ｍｉＲ－６６３ｂ、ｍｉＲ－１
２５ａ－３ｐ、ｍｉＲ－２８６１、ｍｉＲ－６０８８、ｍｉＲ－４７５８－５ｐ、ｍｉＲ
－２９６－３ｐ、ｍｉＲ－６７３８－５ｐ、ｍｉＲ－６７１－５ｐ、ｍｉＲ－４４５４、
ｍｉＲ－４５１６、ｍｉＲ－７８４５－５ｐ、ｍｉＲ－４７４１、ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ
、ｍｉＲ－６７９５－５ｐ、ｍｉＲ－６８０５－３ｐ、ｍｉＲ－４７２５－３ｐ、ｍｉＲ
－６７８２－５ｐ、ｍｉＲ－４６８８、ｍｉＲ－６８５０－５ｐ、ｍｉＲ－６７７７－５
ｐ、ｍｉＲ－６７８５－５ｐ、ｍｉＲ－７１０６－５ｐ、ｍｉＲ－３６６３－３ｐ、ｍｉ
Ｒ－６１３１、ｍｉＲ－１９１５－３ｐ、ｍｉＲ－４５３２、ｍｉＲ－６８２０－５ｐ、
ｍｉＲ－４６８９、ｍｉＲ－４６３８－５ｐ、ｍｉＲ－３６５６、ｍｉＲ－３６２１、ｍ
ｉＲ－６７６９ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－１４９－３ｐ、ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－３１
３５ｂ、ｍｉＲ－６８４８－５ｐ、ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ、ｍｉＲ－４３２７、ｍｉ
Ｒ－６７６５－３ｐ、ｍｉＲ－６７１６－５ｐ、ｍｉＲ－６８７７－５ｐ、ｍｉＲ－６７
２７－５ｐ、ｍｉＲ－４５３４、ｍｉＲ－６１４、ｍｉＲ－１２０２、ｍｉＲ－５７５、
ｍｉＲ－６８７０－５ｐ、ｍｉＲ－６７２２－３ｐ、ｍｉＲ－７９７７、ｍｉＲ－４６４
９－５ｐ、ｍｉＲ－４６７５、ｍｉＲ－６０７５、ｍｉＲ－６７７９－５ｐ、ｍｉＲ－４
２７１、ｍｉＲ－３１９６、ｍｉＲ－６８０３－５ｐ、ｍｉＲ－６７８９－５ｐ、ｍｉＲ
－４６４８、ｍｉＲ－４５０８、ｍｉＲ－４７４９－５ｐ、ｍｉＲ－４５０５、ｍｉＲ－
５６９８、ｍｉＲ－１１９９－５ｐ、ｍｉＲ－４７６３－３ｐ、ｍｉＲ－６８３６－３ｐ
、ｍｉＲ－３１９５、ｍｉＲ－７１８、ｍｉＲ－３１７８、ｍｉＲ－６３８、ｍｉＲ－４
４９７、ｍｉＲ－６０８５、ｍｉＲ－６７５２－５ｐ及びｍｉＲ－１３５ａ－３ｐからな
る群から選択される少なくとも１つ以上のポリヌクレオチドと特異的に結合可能な核酸を
含む、大腸がんの検出用デバイス。
【００３２】
（１２）ｍｉＲ－６７２６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－５ｐであり、ｍｉＲ－４
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２５７がｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７であり、ｍｉＲ－６７８７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－
６７８７－５ｐであり、ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ
であり、ｍｉＲ－３１３１がｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１であり、ｍｉＲ－７１０８－５ｐ
がｈｓａ－ｍｉＲ－７１０８－５ｐであり、ｍｉＲ－１３４３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－
１３４３－３ｐであり、ｍｉＲ－１２４７－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２４７－３ｐであ
り、ｍｉＲ－４６５１がｈｓａ－ｍｉＲ－４６５１であり、ｍｉＲ－６７５７－５ｐがｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６７５７－５ｐであり、ｍｉＲ－３６７９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６
７９－５ｐであり、ｍｉＲ－７６４１がｈｓａ－ｍｉＲ－７６４１であり、ｍｉＲ－６７
４６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７４６－５ｐであり、ｍｉＲ－８０７２がｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－８０７２であり、ｍｉＲ－６７４１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１－５ｐであり
、ｍｉＲ－１９０８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１９０８－５ｐであり、ｍｉＲ－６８５７
－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８５７－５ｐであり、ｍｉＲ－４７４６－３ｐがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４７４６－３ｐであり、ｍｉＲ－７４４－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７４４－５ｐで
あり、ｍｉＲ－４７９２がｈｓａ－ｍｉＲ－４７９２であり、ｍｉＲ－５６４がｈｓａ－
ｍｉＲ－５６４であり、ｍｉＲ－６７９１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７９１－５ｐであ
り、ｍｉＲ－６８２５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８２５－５ｐであり、ｍｉＲ－６８２
６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６－５ｐであり、ｍｉＲ－４６６５－３ｐがｈｓａ－
ｍｉＲ－４６６５－３ｐであり、ｍｉＲ－４４６７がｈｓａ－ｍｉＲ－４４６７であり、
ｍｉＲ－３１８８がｈｓａ－ｍｉＲ－３１８８であり、ｍｉＲ－６１２５がｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６１２５であり、ｍｉＲ－６７５６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７５６－５ｐであり
、ｍｉＲ－１２２８－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２８－３ｐであり、ｍｉＲ－８０６３
がｈｓａ－ｍｉＲ－８０６３であり、ｍｉＲ－８０６９がｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９であ
り、ｍｉＲ－６８７５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７５－５ｐであり、ｍｉＲ－３１８
５がｈｓａ－ｍｉＲ－３１８５であり、ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４
４３３ｂ－３ｐであり、ｍｉＲ－６８８７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８８７－５ｐであ
り、ｍｉＲ－１２８－１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－１－５ｐであり、ｍｉＲ－６
７２４－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐであり、ｍｉＲ－１９１４－３ｐがｈｓ
ａ－ｍｉＲ－１９１４－３ｐであり、ｍｉＲ－１２２５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２
５－５ｐであり、ｍｉＲ－４４１９ｂがｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂであり、ｍｉＲ－７
１１０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１１０－５ｐであり、ｍｉＲ－１８７－５ｐがｈｓａ
－ｍｉＲ－１８７－５ｐであり、ｍｉＲ－３１８４－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３１８４－
５ｐであり、ｍｉＲ－２０４－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐであり、ｍｉＲ－５
５７２がｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２であり、ｍｉＲ－６７２９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－
６７２９－５ｐであり、ｍｉＲ－６１５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６１５－５ｐであり、
ｍｉＲ－６７４９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７４９－５ｐであり、ｍｉＲ－６５１５－
３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６５１５－３ｐであり、ｍｉＲ－３９３７がｈｓａ－ｍｉＲ－３
９３７であり、ｍｉＲ－６８４０－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８４０－３ｐであり、ｍｉ
Ｒ－６８９３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８９３－５ｐであり、ｍｉＲ－４７２８－５ｐ
がｈｓａ－ｍｉＲ－４７２８－５ｐであり、ｍｉＲ－６７１７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－
６７１７－５ｐであり、ｍｉＲ－７１１３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１１３－３ｐであ
り、ｍｉＲ－４６６５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐであり、ｍｉＲ－６４２
ｂ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐであり、ｍｉＲ－７１０９－５ｐがｈｓａ－
ｍｉＲ－７１０９－５ｐであり、ｍｉＲ－６８４２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８４２－
５ｐであり、ｍｉＲ－４４４２がｈｓａ－ｍｉＲ－４４４２であり、ｍｉＲ－４４３３－
３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３－３ｐであり、ｍｉＲ－４７０７－５ｐがｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４７０７－５ｐであり、ｍｉＲ－６１２６がｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６であり、ｍｉ
Ｒ－４４４９がｈｓａ－ｍｉＲ－４４４９であり、ｍｉＲ－４７０６がｈｓａ－ｍｉＲ－
４７０６であり、ｍｉＲ－１９１３がｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３であり、ｍｉＲ－６０２
がｈｓａ－ｍｉＲ－６０２であり、ｍｉＲ－９３９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－９３９－５
ｐであり、ｍｉＲ－４６９５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６９５－５ｐであり、ｍｉＲ－
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７１１がｈｓａ－ｍｉＲ－７１１であり、ｍｉＲ－６８１６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６
８１６－５ｐであり、ｍｉＲ－４６３２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６３２－５ｐであり
、ｍｉＲ－６７２１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１－５ｐであり、ｍｉＲ－７８４７
－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐであり、ｍｉＲ－６１３２がｈｓａ－ｍｉＲ－
６１３２であり、ｍｉＲ－８８７－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－８８７－３ｐであり、ｍｉＲ
－３６７９－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－３ｐであり、ｍｉＲ－６７８４－５ｐが
ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８４－５ｐであり、ｍｉＲ－１２４９がｈｓａ－ｍｉＲ－１２４９
であり、ｍｉＲ－９３７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－９３７－５ｐであり、ｍｉＲ－５１９
５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－５１９５－３ｐであり、ｍｉＲ－６７３２－５ｐがｈｓａ－
ｍｉＲ－６７３２－５ｐであり、ｍｉＲ－４４１７がｈｓａ－ｍｉＲ－４４１７であり、
ｍｉＲ－４２８１がｈｓａ－ｍｉＲ－４２８１であり、ｍｉＲ－４７３４がｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４７３４であり、ｍｉＲ－６７６６－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７６６－３ｐであり
、ｍｉＲ－６６３ａがｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ａであり、ｍｉＲ－４５１３がｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４５１３であり、ｍｉＲ－６７８１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８１－５ｐであ
り、ｍｉＲ－１２２７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２７－５ｐであり、ｍｉＲ－６８４
５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８４５－５ｐであり、ｍｉＲ－６７９８－５ｐがｈｓａ－
ｍｉＲ－６７９８－５ｐであり、ｍｉＲ－３６２０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６２０－
５ｐであり、ｍｉＲ－１９１５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－５ｐであり、ｍｉＲ
－４２９４がｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４であり、ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐがｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６４２ａ－３ｐであり、ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐ
であり、ｍｉＲ－９４０がｈｓａ－ｍｉＲ－９４０であり、ｍｉＲ－４４５０がｈｓａ－
ｍｉＲ－４４５０であり、ｍｉＲ－４７２３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７２３－５ｐで
あり、ｍｉＲ－１４６９がｈｓａ－ｍｉＲ－１４６９であり、ｍｉＲ－６８６１－５ｐが
ｈｓａ－ｍｉＲ－６８６１－５ｐであり、ｍｉＲ－７９７５がｈｓａ－ｍｉＲ－７９７５
であり、ｍｉＲ－６８７９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７９－５ｐであり、ｍｉＲ－６
８０２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８０２－５ｐであり、ｍｉＲ－１２６８ｂがｈｓａ－
ｍｉＲ－１２６８ｂであり、ｍｉＲ－６６３ｂがｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂであり、ｍｉ
Ｒ－１２５ａ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐであり、ｍｉＲ－２８６１がｈｓ
ａ－ｍｉＲ－２８６１であり、ｍｉＲ－６０８８がｈｓａ－ｍｉＲ－６０８８であり、ｍ
ｉＲ－４７５８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７５８－５ｐであり、ｍｉＲ－２９６－３ｐ
がｈｓａ－ｍｉＲ－２９６－３ｐであり、ｍｉＲ－６７３８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６
７３８－５ｐであり、ｍｉＲ－６７１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７１－５ｐであり、ｍ
ｉＲ－４４５４がｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４であり、ｍｉＲ－４５１６がｈｓａ－ｍｉＲ
－４５１６であり、ｍｉＲ－７８４５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７８４５－５ｐであり、
ｍｉＲ－４７４１がｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１であり、ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐがｈｓａ－
ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐであり、ｍｉＲ－６７９５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７９５－５
ｐであり、ｍｉＲ－６８０５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８０５－３ｐであり、ｍｉＲ－
４７２５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７２５－３ｐであり、ｍｉＲ－６７８２－５ｐがｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６７８２－５ｐであり、ｍｉＲ－４６８８がｈｓａ－ｍｉＲ－４６８８で
あり、ｍｉＲ－６８５０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８５０－５ｐであり、ｍｉＲ－６７
７７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７７７－５ｐであり、ｍｉＲ－６７８５－５ｐがｈｓａ
－ｍｉＲ－６７８５－５ｐであり、ｍｉＲ－７１０６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１０６
－５ｐであり、ｍｉＲ－３６６３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６６３－３ｐであり、ｍｉ
Ｒ－６１３１がｈｓａ－ｍｉＲ－６１３１であり、ｍｉＲ－１９１５－３ｐがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－１９１５－３ｐであり、ｍｉＲ－４５３２がｈｓａ－ｍｉＲ－４５３２であり、ｍ
ｉＲ－６８２０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８２０－５ｐであり、ｍｉＲ－４６８９がｈ
ｓａ－ｍｉＲ－４６８９であり、ｍｉＲ－４６３８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６３８－
５ｐであり、ｍｉＲ－３６５６がｈｓａ－ｍｉＲ－３６５６であり、ｍｉＲ－３６２１が
ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２１であり、ｍｉＲ－６７６９ｂ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７６
９ｂ－５ｐであり、ｍｉＲ－１４９－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１４９－３ｐであり、ｍｉ
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Ｒ－２３ｂ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐであり、ｍｉＲ－３１３５ｂがｈｓａ
－ｍｉＲ－３１３５ｂであり、ｍｉＲ－６８４８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８４８－５
ｐであり、ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐであり、ｍｉ
Ｒ－４３２７がｈｓａ－ｍｉＲ－４３２７であり、ｍｉＲ－６７６５－３ｐがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７６５－３ｐであり、ｍｉＲ－６７１６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７１６－５
ｐであり、ｍｉＲ－６８７７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７７－５ｐであり、ｍｉＲ－
６７２７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２７－５ｐであり、ｍｉＲ－４５３４がｈｓａ－
ｍｉＲ－４５３４であり、ｍｉＲ－６１４がｈｓａ－ｍｉＲ－６１４であり、ｍｉＲ－１
２０２がｈｓａ－ｍｉＲ－１２０２であり、ｍｉＲ－５７５がｈｓａ－ｍｉＲ－５７５で
あり、ｍｉＲ－６８７０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７０－５ｐであり、ｍｉＲ－６７
２２－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２２－３ｐであり、ｍｉＲ－７９７７がｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－７９７７であり、ｍｉＲ－４６４９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６４９－５ｐであり
、ｍｉＲ－４６７５がｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５であり、ｍｉＲ－６０７５がｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６０７５であり、ｍｉＲ－６７７９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７７９－５ｐであ
り、ｍｉＲ－４２７１がｈｓａ－ｍｉＲ－４２７１であり、ｍｉＲ－３１９６がｈｓａ－
ｍｉＲ－３１９６であり、ｍｉＲ－６８０３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８０３－５ｐで
あり、ｍｉＲ－６７８９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８９－５ｐであり、ｍｉＲ－４６
４８がｈｓａ－ｍｉＲ－４６４８であり、ｍｉＲ－４５０８がｈｓａ－ｍｉＲ－４５０８
であり、ｍｉＲ－４７４９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７４９－５ｐであり、ｍｉＲ－４
５０５がｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５であり、ｍｉＲ－５６９８がｈｓａ－ｍｉＲ－５６９
８であり、ｍｉＲ－１１９９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１１９９－５ｐであり、ｍｉＲ－
４７６３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７６３－３ｐであり、ｍｉＲ－６８３６－３ｐがｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐであり、ｍｉＲ－３１９５がｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５で
あり、ｍｉＲ－７１８がｈｓａ－ｍｉＲ－７１８であり、ｍｉＲ－３１７８がｈｓａ－ｍ
ｉＲ－３１７８であり、ｍｉＲ－６３８がｈｓａ－ｍｉＲ－６３８であり、ｍｉＲ－４４
９７がｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７であり、ｍｉＲ－６０８５がｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５
であり、ｍｉＲ－６７５２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７５２－５ｐであり、及び、ｍｉ
Ｒ
－１３５ａ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１３５ａ－３ｐである、（１１）に記載のデバイス
。
【００３３】
（１３）前記核酸が、下記の（ａ）～（ｅ）に示すポリヌクレオチド：
（ａ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列もしくは当
該塩基配列においてｕがｔである塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異体、その
誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｂ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列を含むポリ
ヌクレオチド、
（ｃ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列もしくは当
該塩基配列においてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオチド
、その変異体、その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｄ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列もしくは当
該塩基配列においてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチド、
及び
（ｅ）前記（ａ）～（ｄ）のいずれかのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハ
イブリダイズするポリヌクレオチド、
からなる群から選択されるポリヌクレオチドである、（１１）又は（１２）に記載のデバ
イス。
【００３４】
（１４）前記デバイスが、別の大腸がんマーカーである、ｍｉＲ－１２３１、ｍｉＲ－１
２３３－５ｐ、ｍｉＲ－１５０－３ｐ、ｍｉＲ－１２２５－３ｐ、ｍｉＲ－９２ａ－２－
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５ｐ、ｍｉＲ－４２３－５ｐ、ｍｉＲ－１２６８ａ、ｍｉＲ－１２８－２－５ｐ及びｍｉ
Ｒ－２４－３ｐからなる群から選択される少なくとも１つ以上のポリヌクレオチドと特異
的に結合可能な核酸をさらに含む、（１１）～（１３）のいずれかに記載のデバイス。
【００３５】
（１５）ｍｉＲ－１２３１がｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１であり、ｍｉＲ－１２３３－５ｐ
がｈｓａ－ｍｉＲ－１２３３－５ｐであり、ｍｉＲ－１５０－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１
５０－３ｐであり、ｍｉＲ－１２２５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－３ｐであり、
ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐであり、ｍｉＲ－４２３
－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４２３－５ｐであり、ｍｉＲ－１２６８ａがｈｓａ－ｍｉＲ－
１２６８ａであり、ｍｉＲ－１２８－２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－２－５ｐであ
り、及び、ｍｉＲ－２４－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２４－３ｐである、（１４）に記載の
デバイス。
【００３６】
（１６）前記核酸が、下記の（ｆ）～（ｊ）に示すポリヌクレオチド：
（ｆ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異体、その誘導体、又は１
５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｇ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列を含むポリヌクレオチド、
（ｈ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異体、
その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｉ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチド、及び
（ｊ）前記（ｆ）～（ｉ）のいずれかのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハ
イブリダイズするポリヌクレオチド、
からなる群から選択されるポリヌクレオチドである、（１４）又は（１５）に記載のデバ
イス。
【００３７】
（１７）前記デバイスが、別の大腸がんマーカーである、ｍｉＲ－４６９７－５ｐ、ｍｉ
Ｒ－３１９７、ｍｉＲ－６７５－５ｐ、ｍｉＲ－４４８６、ｍｉＲ－７１０７－５ｐ、ｍ
ｉＲ－２３ａ－３ｐ、ｍｉＲ－４６６７－５ｐ、ｍｉＲ－４５１ａ、ｍｉＲ－３９４０－
５ｐ、ｍｉＲ－８０５９、ｍｉＲ－６８１３－５ｐ、ｍｉＲ－４４９２、ｍｉＲ－４４７
６及びｍｉＲ－６０９０からなる群から選択される少なくとも１つ以上のポリヌクレオチ
ドと特異的に結合可能な核酸をさらに含む、（１１）～（１６）のいずれかに記載のデバ
イス。
【００３８】
（１８）ｍｉＲ－４６９７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６９７－５ｐであり、ｍｉＲ－３
１９７がｈｓａ－ｍｉＲ－３１９７であり、ｍｉＲ－６７５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６
７５－５ｐであり、ｍｉＲ－４４８６がｈｓａ－ｍｉＲ－４４８６であり、ｍｉＲ－７１
０７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１０７－５ｐであり、ｍｉＲ－２３ａ－３ｐがｈｓａ－
ｍｉＲ－２３ａ－３ｐであり、ｍｉＲ－４６６７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６６７－５
ｐであり、ｍｉＲ－４５１ａがｈｓａ－ｍｉＲ－４５１ａであり、ｍｉＲ－３９４０－５
ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐであり、ｍｉＲ－８０５９がｈｓａ－ｍｉＲ－８０
５９であり、ｍｉＲ－６８１３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８１３－５ｐであり、ｍｉＲ
－４４９２がｈｓａ－ｍｉＲ－４４９２であり、ｍｉＲ－４４７６がｈｓａ－ｍｉＲ－４
４７６であり、及び、ｍｉＲ－６０９０がｈｓａ－ｍｉＲ－６０９０である、（１７）に
記載のデバイス。
【００３９】
（１９）前記核酸が、下記の（ｋ）～（ｏ）に示すポリヌクレオチド：
（ｋ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
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いてｕがｔである塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異体、その誘導体、又は１
５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｌ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列を含むポリヌクレオチド、
（ｍ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異体、
その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｎ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチド、及び
（ｏ）前記（ｋ）～（ｎ）のいずれかのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハ
イブリダイズするポリヌクレオチド、
からなる群から選択されるポリヌクレオチドである、（１７）又は（１８）に記載のデバ
イス。
【００４０】
（２０）前記デバイスが、ハイブリダイゼーション技術による測定のためのデバイスであ
る、（１１）～（１９）のいずれかに記載のデバイス。
【００４１】
（２１）前記ハイブリダイゼーション技術が、核酸アレイ技術である、（２０）に記載の
デバイス。
【００４２】
（２２）前記デバイスが、（１１）又は（１２）に記載のすべての大腸がんマーカーから
選択される少なくとも２つ以上のポリヌクレオチドのそれぞれと特異的に結合可能な少な
くとも２つ以上の核酸を含む、（１１）～（２１）のいずれかに記載のデバイス。
【００４３】
（２３）（１）～（１０）のいずれかに記載のキット又は（１１）～（２２）のいずれか
に記載のデバイスを用いて、被験体の検体における標的核酸の発現量を測定し、該測定さ
れた発現量と、同様に測定された健常体の対照発現量とを用いて被験体が大腸がんに罹患
していること、又は大腸がんに罹患していないことをｉｎ　ｖｉｔｒｏで評価することを
含む、大腸がんの検出方法。
【００４４】
（２４）前記被験体が、ヒトである、（２３）に記載の方法。
【００４５】
（２５）前記検体が、血液、血清又は血漿である、（２３）又は（２４）に記載の方法。
【００４６】
＜用語の定義＞
　本明細書中で使用する用語は、以下の定義を有する。
　ヌクレオチド、ポリヌクレオチド、ＤＮＡ、ＲＮＡなどの略号による表示は、「塩基配
列又はアミノ酸配列を含む明細書等の作成のためのガイドライン」（日本国特許庁編）及
び当技術分野における慣用に従うものとする。
【００４７】
　本明細書において「ポリヌクレオチド」とは、ＲＮＡ、ＤＮＡ、及びＲＮＡ／ＤＮＡ（
キメラ）のいずれも包含する核酸に対して用いられる。なお、上記ＤＮＡには、ｃＤＮＡ
、ゲノムＤＮＡ、及び合成ＤＮＡのいずれもが含まれる。また上記ＲＮＡには、ｔｏｔａ
ｌ　ＲＮＡ、ｍＲＮＡ、ｒＲＮＡ、ｍｉＲＮＡ、ｓｉＲＮＡ、ｓｎｏＲＮＡ、ｓｎＲＮＡ
、非コーディング（ｎｏｎ－ｃｏｄｉｎｇ）ＲＮＡ及び合成ＲＮＡのいずれもが含まれる
。本明細書において「合成ＤＮＡ」及び「合成ＲＮＡ」は、所定の塩基配列（天然型配列
又は非天然型配列のいずれでもよい。）に基づいて、例えば自動核酸合成機を用いて、人
工的に作製されたＤＮＡ及びＲＮＡをいう。本明細書において「非天然型配列」は、広義
の意味に用いることを意図しており、天然型配列と異なる、例えば１以上のヌクレオチド
の置換、欠失、挿入及び／又は付加を含む配列（すなわち、変異配列）、１以上の修飾ヌ
クレオチドを含む配列（すなわち、修飾配列）、などを包含する。また、本明細書では、
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ポリヌクレオチドは核酸と互換的に使用される。
【００４８】
　本明細書において「断片」とは、ポリヌクレオチドの連続した一部分の塩基配列を有す
るポリヌクレオチドであり、１５塩基以上、好ましくは１７塩基以上、より好ましくは１
９塩基以上の長さを有することが望ましい。
【００４９】
　本明細書において「遺伝子」とは、ＲＮＡ、及び２本鎖ＤＮＡのみならず、それを構成
する正鎖（又はセンス鎖）又は相補鎖（又はアンチセンス鎖）などの各１本鎖ＤＮＡを包
含することを意図して用いられる。またその長さによって特に制限されるものではない。
【００５０】
　従って、本明細書において「遺伝子」は、特に言及しない限り、ヒトゲノムＤＮＡを含
む２本鎖ＤＮＡ、１本鎖ＤＮＡ（正鎖）、当該正鎖と相補的な配列を有する１本鎖ＤＮＡ
（相補鎖。ｃＤＮＡを含む。）、マイクロＲＮＡ（ｍｉＲＮＡ）、及びこれらの断片、並
びに転写産物のいずれも含む。また当該「遺伝子」は特定の塩基配列（又は配列番号）で
表される「遺伝子」だけではなく、これらによってコードされるＲＮＡと生物学的機能が
同等であるＲＮＡ、例えば同族体（すなわち、ホモログもしくはオーソログ）、遺伝子多
型などの変異体、及び誘導体をコードする「核酸」を包含する。かかる同族体、変異体又
は誘導体をコードする「核酸」としては、具体的には、後に記載したストリンジェントな
条件下で、配列番号１～６３５のいずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列に
おいてｕがｔである塩基配列、の相補配列とハイブリダイズする塩基配列を有する「核酸
」を挙げることができる。なお、「遺伝子」は、機能領域の別を問うものではなく、例え
ば発現制御領域、コード領域、エキソン又はイントロンを含むことができる。また、「遺
伝子」は細胞に含まれていてもよく、細胞外に放出されて単独で存在していてもよく、ま
たエキソソームと呼ばれる小胞に内包された状態にあってもよい。
【００５１】
　本明細書において「エキソソーム」（別称「エクソソーム」）とは、細胞から分泌され
る脂質二重膜に包まれた小胞である。エキソソームは多胞エンドソームに由来し、細胞外
環境に放出される際にＲＮＡ、ＤＮＡ等の「遺伝子」やタンパク質などの生体物質を内部
に含むことがある。エキソソームは血液、血清、血漿、リンパ液等の体液に含まれること
が知られている。
【００５２】
　本明細書において「転写産物」とは、遺伝子のＤＮＡ配列を鋳型にして合成されたＲＮ
Ａのことをいう。ＲＮＡポリメラーゼが遺伝子の上流にあるプロモーターと呼ばれる部位
に結合し、ＤＮＡの塩基配列に相補的になるように３’末端にリボヌクレオチドを結合さ
せていく形でＲＮＡが合成される。このＲＮＡには遺伝子そのもののみならず、発現制御
領域、コード領域、エキソン又はイントロンをはじめとする転写開始点からポリＡ配列の
末端にいたるまでの全配列が含まれる。
【００５３】
　また、本明細書において「マイクロＲＮＡ（ｍｉＲＮＡ）」は、特に言及しない限り、
ヘアピン様構造のＲＮＡ前駆体として転写され、ＲＮａｓｅ　ＩＩＩ切断活性を有するｄ
ｓＲＮＡ切断酵素により切断され、ＲＩＳＣと称するタンパク質複合体に取り込まれ、ｍ
ＲＮＡの翻訳抑制に関与する１５～２５塩基の非コーディングＲＮＡを意図して用いられ
る。また本明細書で使用する「ｍｉＲＮＡ」は特定の塩基配列（又は配列番号）で表され
る「ｍｉＲＮＡ」だけではなく、当該「ｍｉＲＮＡ」の前駆体（ｐｒｅ－ｍｉＲＮＡ、ｐ
ｒｉ－ｍｉＲＮＡ）、及びこれらと生物学的機能が同等であるｍｉＲＮＡ、例えば同族体
（すなわち、ホモログもしくはオーソログ）、遺伝子多型などの変異体、及び誘導体も包
含する。かかる前駆体、同族体、変異体又は誘導体としては、具体的には、ｍｉＲＢａｓ
ｅ　ｒｅｌｅａｓｅ　２０（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｉｒｂａｓｅ．ｏｒｇ／）により
同定することができ、後に記載したストリンジェントな条件下で、配列番号１～６３５の
いずれかで表されるいずれかの特定塩基配列の相補配列とハイブリダイズする塩基配列を
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有する「ｍｉＲＮＡ」を挙げることができる。さらにまた、本明細書で使用する「ｍｉＲ
ＮＡ」は、ｍｉＲ遺伝子の遺伝子産物であってもよく、そのような遺伝子産物は、成熟ｍ
ｉＲＮＡ（例えば、上記のようなｍＲＮＡの翻訳抑制に関与する１５～２５塩基、又は１
９～２５塩基、の非コーディングＲＮＡ）又はｍｉＲＮＡ前駆体（例えば、前記のような
ｐｒｅ－ｍｉＲＮＡ又はｐｒｉ－ｍｉＲＮＡ）を包含する。
【００５４】
　本明細書において「プローブ」とは、遺伝子の発現によって生じたＲＮＡ又はそれに由
来するポリヌクレオチドを特異的に検出するために使用されるポリヌクレオチド及び／又
はそれに相補的なポリヌクレオチドを包含する。
【００５５】
　本明細書において「プライマー」とは、遺伝子の発現によって生じたＲＮＡ又はそれに
由来するポリヌクレオチドを特異的に認識し、増幅するポリヌクレオチド及び／又はそれ
に相補的なポリヌクレオチドを包含する。
【００５６】
　ここで相補的なポリヌクレオチド（相補鎖、逆鎖）とは、配列番号１～６３５のいずれ
かによって定義される塩基配列、もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、
からなるポリヌクレオチドの全長配列、又はその部分配列、（ここでは便宜上、これを正
鎖と呼ぶ）に対してＡ：Ｔ（Ｕ）、Ｇ：Ｃといった塩基対関係に基づいて、塩基的に相補
的な関係にあるポリヌクレオチドを意味する。ただし、かかる相補鎖は、対象とする正鎖
の塩基配列と完全に相補配列を形成する場合に限らず、対象とする正鎖とストリンジェン
トな条件でハイブリダイズできる程度の相補関係を有するものであってもよい。
【００５７】
　本明細書において「ストリンジェントな条件」とは、核酸プローブが他の配列に対する
よりも大きな程度（例えばバックグラウンド測定値の平均＋バックグラウンド測定値の標
準誤差×２以上の測定値）で、その標的配列に対してハイブリダイズする条件をいう。ス
トリンジェントな条件は配列依存性であり、ハイブリダイゼーションが行われる環境によ
って異なる。ハイブリダイゼーション及び／又は洗浄条件のストリンジェンシーを制御す
ることにより、核酸プローブに対して１００％相補的である標的配列が同定され得る。「
ストリンジェントな条件」の具体例は、後述する。
【００５８】
　本明細書において「Ｔｍ値」とは、ポリヌクレオチドの二本鎖部分が一本鎖へと変性し
、二本鎖と一本鎖が１：１の比で存在する温度を意味する。
【００５９】
　本明細書において「変異体」とは、核酸の場合、多型性、突然変異などに起因した天然
の変異体、あるいは配列番号１～１９４及び６０６～６１４のいずれかの塩基配列、もし
くは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、又はその部分配列において１又は２以
上の塩基の欠失、置換、付加又は挿入を含む変異体、あるいは当該塩基配列の各々又はそ
の部分配列と約９０％以上、約９５％以上、約９７％以上、約９８％以上、約９９％以上
の％同一性を示す変異体、あるいは当該塩基配列又はその部分配列を含むポリヌクレオチ
ド又はオリゴヌクレオチドと上記定義のストリンジェントな条件でハイブリダイズする核
酸を意味する。
【００６０】
　本明細書において「数個」とは、約１０、９、８、７、６、５、４、３又は２個の整数
を意味する。
【００６１】
　本明細書において、変異体は、部位特異的突然変異誘発法、ＰＣＲ法を利用した突然変
異導入法などの周知の技術を用いて作製可能である。
【００６２】
　本明細書において「％同一性」は、上記のＢＬＡＳＴやＦＡＳＴＡによるタンパク質又
は遺伝子の検索システムを用いて、ギャップを導入して、又はギャップを導入しないで、
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決定することができる（Ｚｈｅｎｇ　Ｚｈａｎｇら、２０００年、Ｊ．Ｃｏｍｐｕｔ．Ｂ
ｉｏｌ．、７巻、ｐ２０３－２１４；Ａｌｔｓｃｈｕｌ，Ｓ．Ｆ．ら、１９９０年、Ｊｏ
ｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ、第２１５巻、ｐ４０３－４１
０；Ｐｅａｒｓｏｎ，Ｗ．Ｒ．ら、１９８８年、Ｐｒｏｃ．Ｎａｔｌ．Ａｃａｄ．Ｓｃｉ
．Ｕ．Ｓ．Ａ．、第８５巻、ｐ２４４４－２４４８）。
【００６３】
　本明細書において「誘導体」とは、修飾核酸、非限定的に例えば、蛍光団などによるラ
ベル化誘導体、修飾ヌクレオチド（例えばハロゲン、メチルなどのアルキル、メトキシな
どのアルコキシ、チオ、カルボキシメチルなどの基を含むヌクレオチド及び塩基の再構成
、二重結合の飽和、脱アミノ化、酸素分子の硫黄分子への置換などを受けたヌクレオチド
など）を含む誘導体、ＰＮＡ（ｐｅｐｔｉｄｅ　ｎｕｃｌｅｉｃ　ａｃｉｄ；　Ｎｉｅｌ
ｓｅｎ，Ｐ．Ｅ．ら、１９９１年、Ｓｃｉｅｎｃｅ、２５４巻、ｐ１４９７－５００）、
ＬＮＡ（ｌｏｃｋｅｄ　ｎｕｃｌｅｉｃ　ａｃｉｄ；Ｏｂｉｋａ，Ｓ．ら，１９９８年、
Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ　Ｌｅｔｔ．、３９巻、ｐ５４０１－５４０４）などを含むこと
を意味する。
【００６４】
　本明細書において上記の大腸がんマーカーであるｍｉＲＮＡから選択されるポリヌクレ
オチドと特異的に結合可能な「核酸」は、合成又は調製された核酸であり、具体的には「
核酸プローブ」又は「プライマー」を含み、被験体中の大腸がんの存在の有無を検出する
ために、又は大腸がんの罹患の有無、罹患の程度、大腸がんの改善の有無や改善の程度、
大腸がんの治療に対する感受性を診断するために、あるいは大腸がんの予防、改善又は治
療に有用な候補物質をスクリーニングするために、直接又は間接的に利用される。これら
には大腸がんの罹患に関連して生体内、特に血液、尿等の体液等の検体において配列番号
１～６３５のいずれかで表される転写産物又はそのｃＤＮＡ合成核酸を特異的に認識し結
合することのできるヌクレオチド、オリゴヌクレオチド及びポリヌクレオチドを包含する
。これらのヌクレオチド、オリゴヌクレオチド及びポリヌクレオチドは、上記性質に基づ
いて生体内、組織や細胞内などで発現した上記遺伝子を検出するためのプローブとして、
また生体内で発現した上記遺伝子を増幅するためのプライマーとして有効に利用すること
ができる。
【００６５】
　本明細書において「特異的に結合可能な」とは、本発明で使用する核酸プローブ又はプ
ライマーが、特定の標的核酸と結合し、他の核酸と実質的に結合できないことを意味する
。
【００６６】
　本明細書で使用する「検出」という用語は、検査、測定、検出又は、判定支援という用
語で置換しうる。また、本明細書において「評価」という用語は、検査結果又は測定結果
に基づいて診断又は評価を支援することを含む意味で使用される。
【００６７】
　本明細書で使用される「被験体」は、ヒト、チンパンジーを含む霊長類、イヌ、ネコな
どのペット動物、ウシ、ウマ、ヒツジ、ヤギなどの家畜動物、マウス、ラットなどの齧歯
類などの哺乳動物を意味する。また、「健常体」もまた、このような哺乳動物であって、
検出しようとするがんに罹患していない動物を意味する。
【００６８】
　本明細書で使用される「Ｐ」又は「Ｐ値」とは、統計学的検定において、帰無仮説の下
で実際にデータから計算された統計量よりも極端な統計量が観測される確率を示す。した
がって「Ｐ」又は「Ｐ値」が小さいほど、比較対象間に有意差があるとみなせる。
【００６９】
　本明細書において、「感度」は、（真陽性の数）／（真陽性の数＋偽陰性の数）の値を
意味する。感度が高ければ大腸がんを早期に発見することが可能となり、完全ながん部の
切除や再発率の低下につながる。



(26) JP 6778107 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

【００７０】
　本明細書において、「特異度」は、（真陰性の数）／（真陰性の数＋偽陽性の数）を意
味する。特異度が高ければ健常体を大腸がん患者と誤判別することによる無駄な追加検査
の実施を防ぎ、患者の負担の軽減や医療費の削減につながる。
【００７１】
　本明細書において、「精度」は（真陽性の数＋真陰性の数）／（全症例数）の値を意味
する。精度は全検体に対しての判別結果が正しかった割合を示しており、検出性能を評価
する第一の指標となる。
【００７２】
　本明細書において判定、検出又は診断の対象となる「検体」とは、大腸がんの発生、大
腸がんの進行、及び大腸がんに対する治療効果の発揮にともない本発明の遺伝子が発現変
化する組織及び生体材料を指す。具体的には大腸組織及びその周辺の脈管、リンパ節及び
臓器、また転移が疑われる臓器、皮膚、及び血液、尿、唾液、汗、組織浸出液などの体液
、血液から調製された血清、血漿、その他、便、毛髪などを指す。更にこれらから抽出さ
れた生体試料、具体的にはＲＮＡやｍｉＲＮＡなどの遺伝子を指す。
【００７３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７２６－５ｐ」という用語は、配列番号１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－５
ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７３５３）や
その他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－
５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、ｐ
１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７２６－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６
７２６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５７１、配列番号
１９５）が知られている。
【００７４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
２５７」という用語は、配列番号２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７遺伝子（ｍｉＲＢ
ａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１６８７８）やその他生物種ホモロ
グもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７遺伝子は、Ｇｏｆｆ　
ＬＡら、２００９年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、４巻、ｅ７１９２に記載される方法によって得
ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７」は、その前駆体としてヘアピン様
構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４２５７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ
．ＭＩ００１５８５６、配列番号１９６）が知られている。
【００７５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７８７－５ｐ」という用語は、配列番号３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７８７－５
ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４７４）や
その他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８７－
５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、ｐ
１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７８７－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６
７８７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６３２、配列番号
１９７）が知られている。
【００７６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ」という用語は、配列番号４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７８０
ｂ－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５７
２）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７
８０ｂ－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２
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２巻、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－
ｍｉｒ－６７８０ｂ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６８
１、配列番号１９８）が知られている。
【００７７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１」という用語は、配列番号５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１遺伝子（ｍｉＲＢ
ａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１４９９６）やその他生物種ホモロ
グもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１遺伝子は、Ｓｔａｒｋ
　ＭＳら、２０１０年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、５巻、ｅ９６８５に記載される方法によって
得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１」は、その前駆体としてヘアピン
様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３１３１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎ
ｏ．ＭＩ００１４１５１、配列番号１９９）が知られている。
【００７８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０８－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－７１０８－５ｐ」という用語は、配列番号６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７１０８－５
ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２８１１３）や
その他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０８－
５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、ｐ
１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－７１０８－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－７
１０８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２９５９、配列番号
２００）が知られている。
【００７９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１３４３－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１３４３－３ｐ」という用語は、配列番号７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１３４３－３
ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９７７６）や
その他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１３４３－
３ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、ｐ
７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１３
４３－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１３４３」
（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３２０、配列番号２０１）
が知られている。
【００８０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２４７－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１２４７－３ｐ」という用語は、配列番号８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２４７－３
ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２２７２１）や
その他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１２４７－
３ｐ遺伝子は、Ｍｏｒｉｎ　ＲＤら、２００８年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、１８巻、ｐ６
１０－６２１に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１
２４７－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１２４７
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００６３８２、配列番号２０２
）が知られている。
【００８１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６５１遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
６５１」という用語は、配列番号９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４６５１遺伝子（ｍｉＲＢ
ａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９７１５）やその他生物種ホモロ
グもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４６５１遺伝子は、Ｐｅｒｓｓ
ｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、ｐ７８－８６に記載される方
法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６５１」は、その前駆体とし
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てヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４６５１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓ
ｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７２７９、配列番号２０３）が知られている。
【００８２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７５７－５ｐ」という用語は、配列番号１０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７５７－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４１４）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５７
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７５７－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６７５７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６０２、配列番
号２０４）が知られている。
【００８３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－３６７９－５ｐ」という用語は、配列番号１１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８１０４）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９
－５ｐ遺伝子は、Ｃｒｅｉｇｈｔｏｎ　ＣＪら、２０１０年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、５巻、
ｅ９６３７に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３６
７９－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３６７９」
（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６０８０、配列番号２０５）
が知られている。
【００８４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７６４１遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－７
６４１」という用語は、配列番号１２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７６４１遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２９７８２）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－７６４１遺伝子は、Ｙｏｏ　
ＪＫら、２０１３年、Ａｒｃｈ　Ｐｈａｒｍ　Ｒｅｓ、３６巻、ｐ３５３－３５８に記載
される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－７６４１」は、その前
駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－７６４１－１」、「ｈｓａ－ｍｉｒ
－７６４１－２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２４９７５、
ＭＩ００２４９７６、配列番号２０６、２０７）が知られている。
【００８５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４６－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７４６－５ｐ」という用語は、配列番号１３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７４６－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７３９２）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４６
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７４６－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６７４６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５９１、配列番
号２０８）が知られている。
【００８６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－８０７２遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－８
０７２」という用語は、配列番号１４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－８０７２遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００３０９９９）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－８０７２遺伝子は、Ｗａｎｇ
　ＨＪら、２０１３年、Ｓｈｏｃｋ、３９巻、ｐ４８０－４８７に記載される方法によっ
て得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－８０７２」は、その前駆体としてヘアピ
ン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－８０７２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　
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Ｎｏ．ＭＩ００２５９０８、配列番号２０９）が知られている。
【００８７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７４１－５ｐ」という用語は、配列番号１５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７３８３）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７４１－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６７４１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５８６、配列番
号２１０）が知られている。
【００８８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１９０８－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１９０８－５ｐ」という用語は、配列番号１６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１９０８－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００７８８１）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１９０８
－５ｐ遺伝子は、Ｂａｒ　Ｍら、２００８年、Ｓｔｅｍ　Ｃｅｌｌｓ、２６巻、ｐ２４９
６－２５０５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１
９０８－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１９０８
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００８３２９、配列番号２１１
）が知られている。
【００８９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８５７－５ｐ」という用語は、配列番号１７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８５７－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７６１４）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５７
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８５７－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６８５７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２７０３、配列番
号２１２）が知られている。
【００９０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４６－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４７４６－３ｐ」という用語は、配列番号１８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４７４６－
３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９８８１）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４６
－３ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、
ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
７４６－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４７４６
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３８５、配列番号２１３
）が知られている。
【００９１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７４４－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－７４４－５ｐ」という用語は、配列番号１９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７４４－５ｐ遺
伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４９４５）やその
他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－７４４－５ｐ遺
伝子は、Ｂｅｒｅｚｉｋｏｖ　Ｅら、２００６年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、１６巻、ｐ１
２８９－１２９８に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ
－７４４－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－７４４
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００５５５９、配列番号２１４
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）が知られている。
【００９２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７９２遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
７９２」という用語は、配列番号２０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４７９２遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９９６４）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４７９２遺伝子は、Ｐｅｒｓ
ｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、ｐ７８－８６に記載される
方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７９２」は、その前駆体と
してヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４７９２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓ
ｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７４３９、配列番号２１５）が知られている。
【００９３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－５６４遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－５６
４」という用語は、配列番号２１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－５６４遺伝子（ｍｉＲＢａｓ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００３２２８）やその他生物種ホモログも
しくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－５６４遺伝子は、Ｃｕｍｍｉｎｓ　
ＪＭら、２００６年、Ｐｒｏｃ　Ｎａｔｌ　Ａｃａｄ　Ｓｃｉ　Ｕ　Ｓ　Ａ、１０３巻、
ｐ３６８７－３６９２に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－５６４」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－５６４」
（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００３５７０、配列番号２１６）
が知られている。
【００９４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９１－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７９１－５ｐ」という用語は、配列番号２２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７９１－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４８２）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９１
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７９１－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６７９１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６３６、配列番
号２１７）が知られている。
【００９５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２５－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８２５－５ｐ」という用語は、配列番号２３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８２５－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５５０）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２５
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８２５－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６８２５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６７０、配列番
号２１８）が知られている。
【００９６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８２６－５ｐ」という用語は、配列番号２４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５５２）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８２６－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６８２６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６７１、配列番
号２１９）が知られている。
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【００９７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６６５－３ｐ」という用語は、配列番号２５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－
３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９７４０）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５
－３ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、
ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
６６５－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４６６５
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７２９５、配列番号２２０
）が知られている。
【００９８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４６７遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
４６７」という用語は、配列番号２６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４４６７遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８９９４）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４４６７遺伝子は、Ｊｉｍａ
　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法に
よって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４６７」は、その前駆体としてヘ
アピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４４６７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏ
ｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６８１８、配列番号２２１）が知られている。
【００９９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８８遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１８８」という用語は、配列番号２７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３１８８遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１５０７０）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８８遺伝子は、Ｓｔａｒ
ｋ　ＭＳら、２０１０年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、５巻、ｅ９６８５に記載される方法によっ
て得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８８」は、その前駆体としてヘアピ
ン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３１８８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　
Ｎｏ．ＭＩ００１４２３２、配列番号２２２）が知られている。
【０１００】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２５遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－６
１２５」という用語は、配列番号２８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６１２５遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２４５９８）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２５遺伝子は、Ｓｍｉｔ
ｈ　ＪＬら、２０１２年、Ｊ　Ｖｉｒｏｌ、８６巻、ｐ５２７８－５２８７に記載される
方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２５」は、その前駆体と
してヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６１２５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓ
ｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２１２５９、配列番号２２３）が知られている。
【０１０１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５６－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７５６－５ｐ」という用語は、配列番号２９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７５６－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４１２）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５６
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７５６－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６７５６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６０１、配列番
号２２４）が知られている。
【０１０２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２８－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１２２８－３ｐ」という用語は、配列番号３０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２２８－
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３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００５５８３）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２８
－３ｐ遺伝子は、Ｂｅｒｅｚｉｋｏｖ　Ｅら、２００７年、Ｍｏｌ　Ｃｅｌｌ、２８巻、
ｐ３２８－３３６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ
－１２２８－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１２
２８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００６３１８、配列番号２
２５）が知られている。
【０１０３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６３遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－８
０６３」という用語は、配列番号３１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－８０６３遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００３０９９０）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６３遺伝子は、Ｗａｎｇ
　ＨＪら、２０１３年、Ｓｈｏｃｋ、３９巻、ｐ４８０－４８７に記載される方法によっ
て得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６３」は、その前駆体としてヘアピ
ン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－８０６３」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　
Ｎｏ．ＭＩ００２５８９９、配列番号２２６）が知られている。
【０１０４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－８
０６９」という用語は、配列番号３２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００３０９９６）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９遺伝子は、Ｗａｎｇ
　ＨＪら、２０１３年、Ｓｈｏｃｋ、３９巻、ｐ４８０－４８７に記載される方法によっ
て得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９」は、その前駆体としてヘアピ
ン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－８０６９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　
Ｎｏ．ＭＩ００２５９０５、配列番号２２７）が知られている。
【０１０５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７５－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８７５－５ｐ」という用語は、配列番号３３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８７５－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７６５０）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７５
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８７５－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６８７５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２７２２、配列番
号２２８）が知られている。
【０１０６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８５遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１８５」という用語は、配列番号３４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３１８５遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１５０６５）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８５遺伝子は、Ｓｔａｒ
ｋ　ＭＳら、２０１０年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、５巻、ｅ９６８５に記載される方法によっ
て得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８５」は、その前駆体としてヘアピ
ン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３１８５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　
Ｎｏ．ＭＩ００１４２２７、配列番号２２９）が知られている。
【０１０７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４４３３ｂ－３ｐ」という用語は、配列番号３５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４４３
３ｂ－３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００３０４
１４）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４
４３３ｂ－３ｐ遺伝子は、Ｐｌｅ　Ｈら、２０１２年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、７巻、ｅ５０
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７４６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３
ｂ－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４４３３ｂ」
（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２５５１１、配列番号２３０）
が知られている。
【０１０８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８８７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８８７－５ｐ」という用語は、配列番号３６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８８７－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７６７４）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８８７
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８８７－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６８８７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２７３４、配列番
号２３１）が知られている。
【０１０９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－１－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－１２８－１－５ｐ」という用語は、配列番号３７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２８
－１－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２６４
７７）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１
２８－１－５ｐ遺伝子は、Ｌａｇｏｓ－Ｑｕｉｎｔａｎａ　Ｍら、２００２年、Ｃｕｒｒ
　Ｂｉｏｌ、１２巻、ｐ７３５－７３９に記載される方法によって得ることができる。ま
た、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－１－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる
「ｈｓａ－ｍｉｒ－１２８－１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０
０００４４７、配列番号２３２）が知られている。
【０１１０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７２４－５ｐ」という用語は、配列番号３８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２５８５６）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４
－５ｐ遺伝子は、Ｌｉ　Ｙら、２０１２年、Ｇｅｎｅ、４９７巻、ｐ３３０－３３５に記
載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐ」は
、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６７２４」（ｍｉＲＢａｓ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５５９、配列番号２３３）が知られている
。
【０１１１】
 本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１４－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１９１４－３ｐ」という用語は、配列番号３９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１９１４－
３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００７８９０）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１４
－３ｐ遺伝子は、Ｂａｒ　Ｍら、２００８年、Ｓｔｅｍ　Ｃｅｌｌｓ、２６巻、ｐ２４９
６－２５０５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１
９１４－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１９１４
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００８３３５、配列番号２３４
）が知られている。
【０１１２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１２２５－５ｐ」という用語は、配列番号４０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００５５７２）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５
－５ｐ遺伝子は、Ｂｅｒｅｚｉｋｏｖ　Ｅら、２００７年、Ｍｏｌ　Ｃｅｌｌ、２８巻、
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ｐ３２８－３３６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ
－１２２５－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１２
２５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００６３１１、配列番号２
３５）が知られている。
【０１１３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－
４４１９ｂ」という用語は、配列番号４１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂ遺伝子（
ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９０３４）やその他生物
種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂ遺伝子は、
Ｊｉｍａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載され
る方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂ」は、その前駆
体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４４１９ｂ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃ
ｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６８６１、配列番号２３６）が知られている。
【０１１４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１０－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－７１１０－５ｐ」という用語は、配列番号４２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７１１０－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２８１１７）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１０
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－７１１０－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
７１１０」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２９６１、配列番
号２３７）が知られている。
【０１１５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１８７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－１８７－５ｐ」という用語は、配列番号４３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１８７－５ｐ遺
伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４５６１）やその
他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１８７－５ｐ遺
伝子は、Ｌｉｍ　ＬＰら、２００３年、Ｓｃｉｅｎｃｅ、２９９巻、ｐ１５４０に記載さ
れる方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１８７－５ｐ」は、その
前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１８７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃ
ｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００００２７４、配列番号２３８）が知られている。
【０１１６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８４－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－３１８４－５ｐ」という用語は、配列番号４４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３１８４－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１５０６４）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８４
－５ｐ遺伝子は、Ｓｔａｒｋ　ＭＳら、２０１０年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、５巻、ｅ９６８
５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８４－５
ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３１８４」（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１４２２６、配列番号２３９）が知られ
ている。
【０１１７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－２０４－３ｐ」という用語は、配列番号４５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ遺
伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２２６９３）やその
他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ遺
伝子は、Ｌｉｍ　ＬＰら、２００３年、Ｓｃｉｅｎｃｅ、２９９巻、ｐ１５４０に記載さ
れる方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ」は、その
前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－２０４」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃ
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ｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００００２８４、配列番号２４０）が知られている。
【０１１８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－５
５７２」という用語は、配列番号４６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２２２６０）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２遺伝子は、Ｔａｎｄ
ｏｎ　Ｍら、２０１２年、Ｏｒａｌ　Ｄｉｓ、１８巻、ｐ１２７－１３１に記載される方
法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２」は、その前駆体とし
てヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－５５７２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓ
ｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１９１１７、配列番号２４１）が知られている。
【０１１９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２９－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７２９－５ｐ」という用語は、配列番号４７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７２９－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７３５９）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２９
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７２９－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６７２９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５７４、配列番
号２４２）が知られている。
【０１２０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６１５－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－６１５－５ｐ」という用語は、配列番号４８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６１５－５ｐ遺
伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４８０４）やその
他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６１５－５ｐ遺
伝子は、Ｃｕｍｍｉｎｓ　ＪＭら、２００６年、Ｐｒｏｃ　Ｎａｔｌ　Ａｃａｄ　Ｓｃｉ
　Ｕ　Ｓ　Ａ、１０３巻、ｐ３６８７－３６９２に記載される方法によって得ることがで
きる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６１５－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造を
とる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６１５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０
００３６２８、配列番号２４３）が知られている。
【０１２１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４９－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７４９－５ｐ」という用語は、配列番号４９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７４９－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７３９８）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４９
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７４９－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６７４９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５９４、配列番
号２４４）が知られている。
【０１２２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６５１５－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６５１５－３ｐ」という用語は、配列番号５０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６５１５－
３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２５４８７）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６５１５
－３ｐ遺伝子は、Ｊｏｙｃｅ　ＣＥら、２０１１年、Ｈｕｍ　Ｍｏｌ　Ｇｅｎｅｔ、２０
巻、ｐ４０２５－４０４０に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ
－ｍｉＲ－６５１５－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉ
ｒ－６５１５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２２２７、配
列番号２４５）が知られている。
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【０１２３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３９３７遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－３
９３７」という用語は、配列番号５１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３９３７遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８３５２）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３９３７遺伝子は、Ｌｉａｏ
　ＪＹら、２０１０年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、５巻、ｅ１０５６３に記載される方法によっ
て得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３９３７」は、その前駆体としてヘアピ
ン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３９３７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　
Ｎｏ．ＭＩ００１６５９３、配列番号２４６）が知られている。
【０１２４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４０－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８４０－３ｐ」という用語は、配列番号５２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８４０－
３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５８３）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４０
－３ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８４０－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６８４０」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６８６、配列番
号２４７）が知られている。
【０１２５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８９３－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８９３－５ｐ」という用語は、配列番号５３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８９３－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７６８６）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８９３
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８９３－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６８９３」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２７４０、配列番
号２４８）が知られている。
【０１２６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２８－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４７２８－５ｐ」という用語は、配列番号５４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４７２８－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９８４９）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２８
－５ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、
ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
７２８－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４７２８
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３６５、配列番号２４９
）が知られている。
【０１２７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７１７－５ｐ」という用語は、配列番号５５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７１７－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２５８４６）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１７
－５ｐ遺伝子は、Ｌｉ　Ｙら、２０１２年、Ｇｅｎｅ、４９７巻、ｐ３３０－３３５に記
載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１７－５ｐ」は
、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６７１７」（ｍｉＲＢａｓ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５５１、配列番号２５０）が知られている
。
【０１２８】
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　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１３－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－７１１３－３ｐ」という用語は、配列番号５６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７１１３－
３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２８１２４）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１３
－３ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－７１１３－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
７１１３」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２９６４、配列番
号２５１）が知られている。
【０１２９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６６５－５ｐ」という用語は、配列番号５７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９７３９）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５
－５ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、
ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
６６５－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４６６５
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７２９５、配列番号２２０
）が知られている。
【０１３０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６４２ｂ－３ｐ」という用語は、配列番号５８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ｂ－
３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８４４４）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ｂ
－３ｐ遺伝子は、Ｗｉｔｔｅｎ　Ｄら、２０１０年、ＢＭＣ　Ｂｉｏｌ、８巻、ｐ５８に
記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐ」
は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６４２ｂ」（ｍｉＲＢａ
ｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６６８５、配列番号２５２）が知られてい
る。
【０１３１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０９－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－７１０９－５ｐ」という用語は、配列番号５９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７１０９－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２８１１５）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０９
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－７１０９－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
７１０９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２９６０、配列番
号２５３）が知られている。
【０１３２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４２－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８４２－５ｐ」という用語は、配列番号６０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８４２－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５８６）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４２
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８４２－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６８４２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６８８、配列番
号２５４）が知られている。
【０１３３】
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　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４２遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
４４２」という用語は、配列番号６１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４４４２遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８９６０）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４２遺伝子は、Ｊｉｍａ
　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法に
よって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４２」は、その前駆体としてヘ
アピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４４４２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏ
ｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６７８５、配列番号２５５）が知られている。
【０１３４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４４３３－３ｐ」という用語は、配列番号６２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３－
３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８９４９）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３
－３ｐ遺伝子は、Ｊｉｍａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ
１２７に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３
－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４４３３」（ｍ
ｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６７７３、配列番号２５６）が知
られている。
【０１３５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４７０７－５ｐ」という用語は、配列番号６３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４７０７－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９８０７）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０７
－５ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、
ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
７０７－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４７０７
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３４０、配列番号２５７
）が知られている。
【０１３６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－６
１２６」という用語は、配列番号６４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２４５９９）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６遺伝子は、Ｓｍｉｔ
ｈ　ＪＬら、２０１２年、Ｊ　Ｖｉｒｏｌ、８６巻、ｐ５２７８－５２８７に記載される
方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６」は、その前駆体と
してヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６１２６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓ
ｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２１２６０、配列番号２５８）が知られている。
【０１３７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４９遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
４４９」という用語は、配列番号６５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４４４９遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８９６８）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４９遺伝子は、Ｊｉｍａ
　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法に
よって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４９」は、その前駆体としてヘ
アピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４４４９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏ
ｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６７９２、配列番号２５９）が知られている。
【０１３８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０６遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
７０６」という用語は、配列番号６６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４７０６遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９８０６）やその他生物種ホモ
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ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０６遺伝子は、Ｐｅｒｓ
ｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、ｐ７８－８６に記載される
方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０６」は、その前駆体と
してヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４７０６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓ
ｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３３９、配列番号２６０）が知られている。
【０１３９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－１
９１３」という用語は、配列番号６７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００７８８８）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３遺伝子は、Ｂａｒ　
Ｍら、２００８年、Ｓｔｅｍ　Ｃｅｌｌｓ、２６巻、ｐ２４９６－２５０５に記載される
方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３」は、その前駆体と
してヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１９１３」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓ
ｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００８３３４、配列番号２６１）が知られている。
【０１４０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６０２遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－６０
２」という用語は、配列番号６８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６０２遺伝子（ｍｉＲＢａｓ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００３２７０）やその他生物種ホモログも
しくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６０２遺伝子は、Ｃｕｍｍｉｎｓ　
ＪＭら、２００６年、Ｐｒｏｃ　Ｎａｔｌ　Ａｃａｄ　Ｓｃｉ　Ｕ　Ｓ　Ａ、１０３巻、
ｐ３６８７－３６９２に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６０２」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６０２」
（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００３６１５、配列番号２６２）
が知られている。
【０１４１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－９３９－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－９３９－５ｐ」という用語は、配列番号６９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－９３９－５ｐ遺
伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４９８２）やその
他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－９３９－５ｐ遺
伝子は、Ｌｕｉ　ＷＯら、２００７年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、６７巻、ｐ６０３１－６
０４３に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－９３９－
５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－９３９」（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００５７６１、配列番号２６３）が知られ
ている。
【０１４２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９５－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６９５－５ｐ」という用語は、配列番号７０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４６９５－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９７８８）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９５
－５ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、
ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
６９５－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４６９５
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３２８、配列番号２６４
）が知られている。
【０１４３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－７１
１」という用語は、配列番号７１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７１１遺伝子（ｍｉＲＢａｓ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１２７３４）やその他生物種ホモログも
しくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１遺伝子は、Ａｒｔｚｉ　Ｓら
、２００８年、ＢＭＣ　Ｂｉｏｉｎｆｏｒｍａｔｉｃｓ、９巻、ｐ３９に記載される方法
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によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１」は、その前駆体としてヘ
アピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－７１１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ
　Ｎｏ．ＭＩ００１２４８８、配列番号２６５）が知られている。
【０１４４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１６－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８１６－５ｐ」という用語は、配列番号７２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８１６－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５３２）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１６
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８１６－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６８１６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６６１、配列番
号２６６）が知られている。
【０１４５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３２－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６３２－５ｐ」という用語は、配列番号７３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４６３２－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２２９７７）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３２
－５ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、
ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
６３２－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４６３２
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７２５９、配列番号２６７
）が知られている。
【０１４６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７２１－５ｐ」という用語は、配列番号７４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２５８５２）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１
－５ｐ遺伝子は、Ｌｉ　Ｙら、２０１２年、Ｇｅｎｅ、４９７巻、ｐ３３０－３３５に記
載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１－５ｐ」は
、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６７２１」（ｍｉＲＢａｓ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５５６、配列番号２６８）が知られている
。
【０１４７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－７８４７－３ｐ」という用語は、配列番号７５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－
３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００３０４２２）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７
－３ｐ遺伝子は、Ｐｌｅ　Ｈら、２０１２年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、７巻、ｅ５０７４６に
記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ」
は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－７８４７」（ｍｉＲＢａ
ｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２５５１７、配列番号２６９）が知られてい
る。
【０１４８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３２遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－６
１３２」という用語は、配列番号７６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６１３２遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２４６１６）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３２遺伝子は、Ｄａｎｎ
ｅｍａｎｎ　Ｍら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｂｉｏｌ　Ｅｖｏｌ、４巻、ｐ５５２－
５６４に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３２
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」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６１３２」（ｍｉＲＢ
ａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２１２７７、配列番号２７０）が知られて
いる。
【０１４９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－８８７－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－８８７－３ｐ」という用語は、配列番号７７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－８８７－３ｐ遺
伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４９５１）やその
他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－８８７－３ｐ遺
伝子は、Ｂｅｒｅｚｉｋｏｖ　Ｅら、２００６年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、１６巻、ｐ１
２８９－１２９８に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ
－８８７－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－８８７
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００５５６２、配列番号２７１
）が知られている。
【０１５０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－３６７９－３ｐ」という用語は、配列番号７８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－
３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８１０５）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９
－３ｐ遺伝子は、Ｃｒｅｉｇｈｔｏｎ　ＣＪら、２０１０年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、５巻、
ｅ９６３７に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３６
７９－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３６７９」
（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６０８０、配列番号２０５）
が知られている。
【０１５１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８４－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７８４－５ｐ」という用語は、配列番号７９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７８４－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４６８）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８４
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７８４－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６７８４」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６２９、配列番
号２７２）が知られている。
【０１５２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２４９遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－１
２４９」という用語は、配列番号８０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２４９遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００５９０１）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１２４９遺伝子は、Ｍｏｒｉ
ｎ　ＲＤら、２００８年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、１８巻、ｐ６１０－６２１に記載され
る方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２４９」は、その前駆体
としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１２４９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００６３８４、配列番号２７３）が知られている。
【０１５３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－９３７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－９３７－５ｐ」という用語は、配列番号８１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－９３７－５ｐ遺
伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２２９３８）やその
他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－９３７－５ｐ遺
伝子は、Ｌｕｉ　ＷＯら、２００７年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、６７巻、ｐ６０３１－６
０４３に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－９３７－
５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－９３７」（ｍｉＲ
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Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００５７５９、配列番号２７４）が知られ
ている。
【０１５４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－５１９５－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－５１９５－３ｐ」という用語は、配列番号８２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－５１９５－
３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２１１２７）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－５１９５
－３ｐ遺伝子は、Ｓｃｈｏｔｔｅ　Ｄら、２０１１年、Ｌｅｕｋｅｍｉａ、２５巻、ｐ１
３８９－１３９９に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ
－５１９５－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－５１
９５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１８１７４、配列番号２
７５）が知られている。
【０１５５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７３２－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７３２－５ｐ」という用語は、配列番号８３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７３２－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７３６５）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７３２
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７３２－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６７３２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５７７、配列番
号２７６）が知られている。
【０１５６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１７遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
４１７」という用語は、配列番号８４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４４１７遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８９２９）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１７遺伝子は、Ｊｉｍａ
　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法に
よって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１７」は、その前駆体としてヘ
アピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４４１７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏ
ｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６７５３、配列番号２７７）が知られている。
【０１５７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４２８１遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
２８１」という用語は、配列番号８５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４２８１遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１６９０７）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４２８１遺伝子は、Ｇｏｆｆ
　ＬＡら、２００９年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、４巻、ｅ７１９２に記載される方法によって
得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４２８１」は、その前駆体としてヘアピン
様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４２８１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎ
ｏ．ＭＩ００１５８８５、配列番号２７８）が知られている。
【０１５８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７３４遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
７３４」という用語は、配列番号８６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４７３４遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９８５９）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４７３４遺伝子は、Ｐｅｒｓ
ｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、ｐ７８－８６に記載される
方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７３４」は、その前駆体と
してヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４７３４」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓ
ｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３７１、配列番号２７９）が知られている。
【０１５９】
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　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６６－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７６６－３ｐ」という用語は、配列番号８７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７６６－
３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４３３）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６６
－３ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７６６－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６７６６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６１１、配列番
号２８０）が知られている。
【０１６０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ａ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－６
６３ａ」という用語は、配列番号８８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ａ遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００３３２６）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ａ遺伝子は、Ｃｕｍｍ
ｉｎｓ　ＪＭら、２００６年、Ｐｒｏｃ　Ｎａｔｌ　Ａｃａｄ　Ｓｃｉ　Ｕ　Ｓ　Ａ、１
０３巻、ｐ３６８７－３６９２に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６６３ａ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６６３ａ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００３６７２、配列
番号２８１）が知られている。
【０１６１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１３遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
５１３」という用語は、配列番号８９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４５１３遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９０５０）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１３遺伝子は、Ｊｉｍａ
　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法に
よって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１３」は、その前駆体としてヘ
アピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４５１３」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏ
ｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６８７９、配列番号２８２）が知られている。
【０１６２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８１－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７８１－５ｐ」という用語は、配列番号９０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７８１－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４６２）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８１
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７８１－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６７８１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６２６、配列番
号２８３）が知られている。
【０１６３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１２２７－５ｐ」という用語は、配列番号９１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２２７－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２２９４１）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２７
－５ｐ遺伝子は、Ｂｅｒｅｚｉｋｏｖ　Ｅら、２００７年、Ｍｏｌ　Ｃｅｌｌ、２８巻、
ｐ３２８－３３６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ
－１２２７－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１２
２７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００６３１６、配列番号２
８４）が知られている。
【０１６４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４５－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
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Ｒ－６８４５－５ｐ」という用語は、配列番号９２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８４５－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５９０）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４５
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８４５－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６８４５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６９１、配列番
号２８５）が知られている。
【０１６５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９８－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７９８－５ｐ」という用語は、配列番号９３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７９８－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４９６）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９８
－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻、
ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７９８－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
６７９８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６４３、配列番
号２８６）が知られている。
【０１６６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２０－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－３６２０－５ｐ」という用語は、配列番号９４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３６２０－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２２９６７）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２０
－５ｐ遺伝子は、Ｗｉｔｔｅｎ　Ｄら、２０１０年、ＢＭＣ　Ｂｉｏｌ、８巻、ｐ５８に
記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２０－５ｐ」
は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３６２０」（ｍｉＲＢａ
ｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６０１１、配列番号２８７）が知られてい
る。
【０１６７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１９１５－５ｐ」という用語は、配列番号９５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００７８９１）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５
－５ｐ遺伝子は、Ｂａｒ　Ｍら、２００８年、Ｓｔｅｍ　Ｃｅｌｌｓ、２６巻、ｐ２４９
６－２５０５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１
９１５－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１９１５
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００８３３６、配列番号２８８
）が知られている。
【０１６８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
２９４」という用語は、配列番号９６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４遺伝子（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１６８４９）やその他生物種ホモ
ログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４遺伝子は、Ｇｏｆｆ
　ＬＡら、２００９年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、４巻、ｅ７１９２に記載される方法によって
得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４」は、その前駆体としてヘアピン
様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４２９４」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎ
ｏ．ＭＩ００１５８２７、配列番号２８９）が知られている。
【０１６９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６４２ａ－３ｐ」という用語は、配列番号９７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ａ－
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３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２０９２４）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ａ
－３ｐ遺伝子は、Ｃｕｍｍｉｎｓ　ＪＭら、２００６年、Ｐｒｏｃ　Ｎａｔｌ　Ａｃａｄ
　Ｓｃｉ　Ｕ　Ｓ　Ａ、１０３巻、ｐ３６８７－３６９２に記載される方法によって得る
ことができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピ
ン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６４２ａ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　
Ｎｏ．ＭＩ０００３６５７、配列番号２９０）が知られている。
【０１７０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－３７１ａ－５ｐ」という用語は、配列番号９８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３７１ａ－
５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４６８７）
やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３７１ａ
－５ｐ遺伝子は、Ｓｕｈ　ＭＲら、２００４年、Ｄｅｖ　Ｂｉｏｌ、２７０巻、ｐ４８８
－４９８に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３７１
ａ－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３７１ａ」（
ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００００７７９、配列番号２９１）が
知られている。
【０１７１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－９４０遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－９４
０」という用語は、配列番号９９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－９４０遺伝子（ｍｉＲＢａｓ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４９８３）やその他生物種ホモログも
しくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－９４０遺伝子は、Ｌｕｉ　ＷＯら、
２００７年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、６７巻、ｐ６０３１－６０４３に記載される方法に
よって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－９４０」は、その前駆体としてヘア
ピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－９４０」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　
Ｎｏ．ＭＩ０００５７６２、配列番号２９２）が知られている。
【０１７２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５０遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
４５０」という用語は、配列番号１００に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４４５０遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８９７１）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５０遺伝子は、Ｊｉｍ
ａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法
によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５０」は、その前駆体として
ヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４４５０」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉ
ｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６７９５、配列番号２９３）が知られている。
【０１７３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２３－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４７２３－５ｐ」という用語は、配列番号１０１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４７２３
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９８３８
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２
３－５ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻
、ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－
４７２３－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４７２
３」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３５９、配列番号２９
４）が知られている。
【０１７４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１４６９遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－１
４６９」という用語は、配列番号１０２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１４６９遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００７３４７）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１４６９遺伝子は、Ｋａｗ
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ａｊｉ　Ｈら、２００８年、ＢＭＣ　Ｇｅｎｏｍｉｃｓ、９巻、ｐ１５７に記載される方
法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１４６９」は、その前駆体とし
てヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１４６９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓ
ｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００７０７４、配列番号２９５）が知られている。
【０１７５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８６１－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８６１－５ｐ」という用語は、配列番号１０３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８６１
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７６２３
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８６
１－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８６１－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６８６１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２７０８、配列
番号２９６）が知られている。
【０１７６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７５遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－７
９７５」という用語は、配列番号１０４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７９７５遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００３１１７８）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７５遺伝子は、Ｖｅｌ
ｔｈｕｔ－Ｍｅｉｋａｓ　Ａら、２０１３年、Ｍｏｌ　Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌ、オンライ
ン版、に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７５
」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－７９７５」（ｍｉＲＢ
ａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２５７５１、配列番号２９７）が知られて
いる。
【０１７７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７９－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８７９－５ｐ」という用語は、配列番号１０５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８７９
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７６５８
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７
９－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８７９－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６８７９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２７２６、配列
番号２９８）が知られている。
【０１７８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０２－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８０２－５ｐ」という用語は、配列番号１０６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８０２
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５０４
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０
２－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８０２－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６８０２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６４７、配列
番号２９９）が知られている。
【０１７９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ｂ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－
１２６８ｂ」という用語は、配列番号１０７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ｂ遺伝子
（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８９２５）やその他生
物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ｂ遺伝子は
、Ｊｉｍａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載さ
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れる方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ｂ」は、その前
駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１２６８ｂ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａ
ｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６７４８、配列番号３００）が知られている。
【０１８０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－６
６３ｂ」という用語は、配列番号１０８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂ遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００５８６７）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂ遺伝子は、Ｔａｋ
ａｄａ　Ｓら、２００８年、Ｌｅｕｋｅｍｉａ、２２巻、ｐ１２７４－１２７８に記載さ
れる方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂ」は、その前駆
体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６６３ｂ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃ
ｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００６３３６、配列番号３０１）が知られている。
【０１８１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１２５ａ－３ｐ」という用語は、配列番号１０９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２５ａ
－３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４６０２
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１２５
ａ－３ｐ遺伝子は、Ｌａｇｏｓ－Ｑｕｉｎｔａｎａ　Ｍら、２００２年、Ｃｕｒｒ　Ｂｉ
ｏｌ、１２巻、ｐ７３５－７３９に記載される方法によって得ることができる。また、「
ｈｓａ－ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ
－ｍｉｒ－１２５ａ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００００４６
９、配列番号３０２）が知られている。
【０１８２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－２８６１遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－２
８６１」という用語は、配列番号１１０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－２８６１遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１３８０２）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－２８６１遺伝子は、Ｌｉ　
Ｈら、２００９年、Ｊ　Ｃｌｉｎ　Ｉｎｖｅｓｔ、１１９巻、ｐ３６６６－３６７７に記
載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－２８６１」は、その
前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－２８６１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａ
ｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１３００６、配列番号３０３）が知られている。
【０１８３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８８遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－６
０８８」という用語は、配列番号１１１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６０８８遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２３７１３）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８８遺伝子は、Ｙｏｏ
　ＪＫら、２０１２年、Ｓｔｅｍ　Ｃｅｌｌｓ　Ｄｅｖ、２１巻、ｐ２０４９－２０５７
に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８８」は、
その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６０８８」（ｍｉＲＢａｓｅ
　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２０３６５、配列番号３０４）が知られている。
【０１８４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７５８－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４７５８－５ｐ」という用語は、配列番号１１２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４７５８
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９９０３
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４７５
８－５ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻
、ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－
４７５８－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４７５
８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３９９、配列番号３０
５）が知られている。
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【０１８５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－２９６－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－２９６－３ｐ」という用語は、配列番号１１３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－２９６－３ｐ
遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４６７９）やそ
の他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－２９６－３ｐ
遺伝子は、Ｈｏｕｂａｖｉｙ　ＨＢら、２００３年、Ｄｅｖ　Ｃｅｌｌ、５巻、ｐ３５１
－３５８に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－２９６
－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－２９６」（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００００７４７、配列番号３０６）が知ら
れている。
【０１８６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７３８－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７３８－５ｐ」という用語は、配列番号１１４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７３８
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７３７７
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７３
８－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６７３８－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６７３８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５８３、配列
番号３０７）が知られている。
【０１８７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－６７１－５ｐ」という用語は、配列番号１１５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７１－５ｐ
遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００３８８０）やそ
の他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１－５ｐ
遺伝子は、Ｂｅｒｅｚｉｋｏｖ　Ｅら、２００６年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、１６巻、ｐ
１２８９－１２９８に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７１－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６７
１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００３７６０、配列番号３０
８）が知られている。
【０１８８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
４５４」という用語は、配列番号１１６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８９７６）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４遺伝子は、Ｊｉｍ
ａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法
によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４」は、その前駆体として
ヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４４５４」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉ
ｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６８００、配列番号３０９）が知られている。
【０１８９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１６遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
５１６」という用語は、配列番号１１７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４５１６遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９０５３）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１６遺伝子は、Ｊｉｍ
ａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法
によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１６」は、その前駆体として
ヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４５１６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉ
ｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６８８２、配列番号３１０）が知られている。
【０１９０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４５－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
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Ｒ－７８４５－５ｐ」という用語は、配列番号１１８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７８４５
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００３０４２０
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４
５－５ｐ遺伝子は、Ｐｌｅ　Ｈら、２０１２年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、７巻、ｅ５０７４６
に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４５－５ｐ
」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－７８４５」（ｍｉＲＢ
ａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２５５１５、配列番号３１１）が知られて
いる。
【０１９１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
７４１」という用語は、配列番号１１９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９８７１）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１遺伝子は、Ｐｅｒ
ｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、ｐ７８－８６に記載され
る方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１」は、その前駆体
としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４７４１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３７９、配列番号３１２）が知られている。
【０１９２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－９２ｂ－５ｐ」という用語は、配列番号１２０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ
遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４７９２）やそ
の他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ
遺伝子は、Ｃｕｍｍｉｎｓ　ＪＭら、２００６年、Ｐｒｏｃ　Ｎａｔｌ　Ａｃａｄ　Ｓｃ
ｉ　Ｕ　Ｓ　Ａ、１０３巻、ｐ３６８７－３６９２に記載される方法によって得ることが
できる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造
をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－９２ｂ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ
０００３５６０、配列番号３１３）が知られている。
【０１９３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９５－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７９５－５ｐ」という用語は、配列番号１２１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７９５
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４９０
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９
５－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６７９５－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６７９５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６４０、配列
番号３１４）が知られている。
【０１９４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０５－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８０５－３ｐ」という用語は、配列番号１２２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８０５
－３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５１１
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０
５－３ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８０５－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６８０５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６５０、配列
番号３１５）が知られている。
【０１９５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２５－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４７２５－３ｐ」という用語は、配列番号１２３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４７２５
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－３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９８４４
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２
５－３ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻
、ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－
４７２５－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４７２
５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３６２、配列番号３１
６）が知られている。
【０１９６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８２－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７８２－５ｐ」という用語は、配列番号１２４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７８２
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４６４
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８
２－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６７８２－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６７８２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６２７、配列
番号３１７）が知られている。
【０１９７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８８遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
６８８」という用語は、配列番号１２５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４６８８遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９７７７）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８８遺伝子は、Ｐｅｒ
ｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、ｐ７８－８６に記載され
る方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８８」は、その前駆体
としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４６８８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３２１、配列番号３１８）が知られている。
【０１９８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５０－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８５０－５ｐ」という用語は、配列番号１２６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８５０
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７６００
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５
０－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８５０－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６８５０」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６９６、配列
番号３１９）が知られている。
【０１９９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７７７－５ｐ」という用語は、配列番号１２７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７７７
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４５４
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７
７－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６７７７－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６７７７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６２２、配列
番号３２０）が知られている。
【０２００】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８５－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７８５－５ｐ」という用語は、配列番号１２８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７８５
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４７０
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）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８
５－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６７８５－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６７８５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６３０、配列
番号３２１）が知られている。
【０２０１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０６－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－７１０６－５ｐ」という用語は、配列番号１２９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７１０６
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２８１０９
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０
６－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－７１０６－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－７１０６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２９５７、配列
番号３２２）が知られている。
【０２０２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３６６３－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－３６６３－３ｐ」という用語は、配列番号１３０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３６６３
－３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８０８５
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３６６
３－３ｐ遺伝子は、Ｌｉａｏ　ＪＹら、２０１０年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、５巻、ｅ１０５
６３に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３６６３－
３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３６６３」（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６０６４、配列番号３２３）が知ら
れている。
【０２０３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３１遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－６
１３１」という用語は、配列番号１３１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６１３１遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２４６１５）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３１遺伝子は、Ｄａｎ
ｎｅｍａｎｎ　Ｍら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｂｉｏｌ　Ｅｖｏｌ、４巻、ｐ５５２
－５６４に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３
１」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６１３１」（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２１２７６、配列番号３２４）が知られ
ている。
【０２０４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１９１５－３ｐ」という用語は、配列番号１３２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５
－３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００７８９２
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１
５－３ｐ遺伝子は、Ｂａｒ　Ｍら、２００８年、Ｓｔｅｍ　Ｃｅｌｌｓ、２６巻、ｐ２４
９６－２５０５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－
１９１５－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１９１
５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００８３３６、配列番号２８
８）が知られている。
【０２０５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３２遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
５３２」という用語は、配列番号１３３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４５３２遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９０７１）やその他生物種ホ



(52) JP 6778107 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３２遺伝子は、Ｊｉｍ
ａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法
によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３２」は、その前駆体として
ヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４５３２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉ
ｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６８９９、配列番号３２５）が知られている。
【０２０６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２０－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８２０－５ｐ」という用語は、配列番号１３４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８２０
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５４０
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２
０－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８２０－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６８２０」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６６５、配列
番号３２６）が知られている。
【０２０７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８９遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
６８９」という用語は、配列番号１３５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４６８９遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９７７８）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８９遺伝子は、Ｐｅｒ
ｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、ｐ７８－８６に記載され
る方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８９」は、その前駆体
としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４６８９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３２２、配列番号３２７）が知られている。
【０２０８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３８－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６３８－５ｐ」という用語は、配列番号１３６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４６３８
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９６９５
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３
８－５ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻
、ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－
４６３８－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４６３
８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７２６５、配列番号３２
８）が知られている。
【０２０９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３６５６遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－３
６５６」という用語は、配列番号１３７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３６５６遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８０７６）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３６５６遺伝子は、Ｍｅｉ
ｒｉ　Ｅら、２０１０年、Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ　Ｒｅｓ、３８巻、ｐ６２３４－
６２４６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３６５
６」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３６５６」（ｍｉＲ
Ｂａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６０５６、配列番号３２９）が知られ
ている。
【０２１０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２１遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－３
６２１」という用語は、配列番号１３８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３６２１遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８００２）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２１遺伝子は、Ｗｉｔ
ｔｅｎ　Ｄら、２０１０年、ＢＭＣ　Ｂｉｏｌ、８巻、ｐ５８に記載される方法によって



(53) JP 6778107 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２１」は、その前駆体としてヘアピン
様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３６２１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎ
ｏ．ＭＩ００１６０１２、配列番号３３０）が知られている。
【０２１１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ｂ－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７６９ｂ－５ｐ」という用語は、配列番号１３９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７
６９ｂ－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７
６２０）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－
６７６９ｂ－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ
、２２巻、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「
ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ｂ－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓ
ａ－ｍｉｒ－６７６９ｂ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２
７０６、配列番号３３１）が知られている。
【０２１２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１４９－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－１４９－３ｐ」という用語は、配列番号１４０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１４９－３ｐ
遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４６０９）やそ
の他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１４９－３ｐ
遺伝子は、Ｌａｇｏｓ－Ｑｕｉｎｔａｎａ　Ｍら、２００２年、Ｃｕｒｒ　Ｂｉｏｌ、１
２巻、ｐ７３５－７３９に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－１４９－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
１４９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００００４７８、配列番号
３３２）が知られている。
【０２１３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－２３ｂ－３ｐ」という用語は、配列番号１４１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ
遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００００４１８）やそ
の他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ
遺伝子は、Ｌａｇｏｓ－Ｑｕｉｎｔａｎａ　Ｍら、２００２年、Ｃｕｒｒ　Ｂｉｏｌ、１
２巻、ｐ７３５－７３９に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
２３ｂ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００００４３９、配列番号
３３３）が知られている。
【０２１４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３５ｂ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－
３１３５ｂ」という用語は、配列番号１４２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３１３５ｂ遺伝子
（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１８９８５）やその他生
物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３５ｂ遺伝子は
、Ｊｉｍａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載さ
れる方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３５ｂ」は、その前
駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３１３５ｂ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａ
ｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６８０９、配列番号３３４）が知られている。
【０２１５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４８－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８４８－５ｐ」という用語は、配列番号１４３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８４８
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５９６
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４
８－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８４８－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
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－６８４８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６９４、配列
番号３３５）が知られている。
【０２１６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７６９ａ－５ｐ」という用語は、配列番号１４４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７
６９ａ－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７
４３８）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－
６７６９ａ－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ
、２２巻、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「
ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓ
ａ－ｍｉｒ－６７６９ａ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２
６１４、配列番号３３６）が知られている。
【０２１７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４３２７遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
３２７」という用語は、配列番号１４５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４３２７遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１６８８９）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４３２７遺伝子は、Ｇｏｆ
ｆ　ＬＡら、２００９年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、４巻、ｅ７１９２に記載される方法によっ
て得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４３２７」は、その前駆体としてヘアピ
ン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４３２７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　
Ｎｏ．ＭＩ００１５８６７、配列番号３３７）が知られている。
【０２１８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６５－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７６５－３ｐ」という用語は、配列番号１４６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７６５
－３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４３１
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６
５－３ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６７６５－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６７６５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６１０、配列
番号３３８）が知られている。
【０２１９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１６－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７１６－５ｐ」という用語は、配列番号１４７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７１６
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２５８４４
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１
６－５ｐ遺伝子は、Ｌｉ　Ｙら、２０１２年、Ｇｅｎｅ、４９７巻、ｐ３３０－３３５に
記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１６－５ｐ」
は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６７１６」（ｍｉＲＢａ
ｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５５０、配列番号３３９）が知られてい
る。
【０２２０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８７７－５ｐ」という用語は、配列番号１４８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８７７
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７６５４
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７
７－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８７７－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６８７７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２７２４、配列
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番号３４０）が知られている。
【０２２１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７２７－５ｐ」という用語は、配列番号１４９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７２７
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７３５５
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２
７－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６７２７－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６７２７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５７２、配列
番号３４１）が知られている。
【０２２２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３４遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
５３４」という用語は、配列番号１５０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４５３４遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９０７３）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３４遺伝子は、Ｊｉｍ
ａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法
によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３４」は、その前駆体として
ヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４５３４」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉ
ｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６９０１、配列番号３４２）が知られている。
【０２２３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６１４遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－６１
４」という用語は、配列番号１５１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６１４遺伝子（ｍｉＲＢａ
ｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００３２８２）やその他生物種ホモログ
もしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６１４遺伝子は、Ｃｕｍｍｉｎｓ
　ＪＭら、２００６年、Ｐｒｏｃ　Ｎａｔｌ　Ａｃａｄ　Ｓｃｉ　Ｕ　Ｓ　Ａ、１０３巻
、ｐ３６８７－３６９２に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６１４」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６１４
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００３６２７、配列番号３４３
）が知られている。
【０２２４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２０２遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－１
２０２」という用語は、配列番号１５２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２０２遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００５８６５）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１２０２遺伝子は、Ｍａｒ
ｔｏｎ　Ｓら、２００８年、Ｌｅｕｋｅｍｉａ、２２巻、ｐ３３０－３３８に記載される
方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２０２」は、その前駆体と
してヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１２０２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓ
ｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００６３３４、配列番号３４４）が知られている。
【０２２５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－５７５遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－５７
５」という用語は、配列番号１５３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－５７５遺伝子（ｍｉＲＢａ
ｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００３２４０）やその他生物種ホモログ
もしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－５７５遺伝子は、Ｃｕｍｍｉｎｓ
　ＪＭら、２００６年、Ｐｒｏｃ　Ｎａｔｌ　Ａｃａｄ　Ｓｃｉ　Ｕ　Ｓ　Ａ、１０３巻
、ｐ３６８７－３６９２に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－５７５」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－５７５
」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００３５８２、配列番号３４５
）が知られている。
【０２２６】
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　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７０－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８７０－５ｐ」という用語は、配列番号１５４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８７０
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７６４０
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７
０－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８７０－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６８７０」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２７１７、配列
番号３４６）が知られている。
【０２２７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２２－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７２２－３ｐ」という用語は、配列番号１５５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７２２
－３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２５８５４
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２
２－３ｐ遺伝子は、Ｌｉ　Ｙら、２０１２年、Ｇｅｎｅ、４９７巻、ｐ３３０－３３５に
記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２２－３ｐ」
は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６７２２」（ｍｉＲＢａ
ｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５５７、配列番号３４７）が知られてい
る。
【０２２８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７７遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－７
９７７」という用語は、配列番号１５６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７９７７遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００３１１８０）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７７遺伝子は、Ｖｅｌ
ｔｈｕｔ－Ｍｅｉｋａｓ　Ａら、２０１３年、Ｍｏｌ　Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌ、オンライ
ン版、に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７７
」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－７９７７」（ｍｉＲＢ
ａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２５７５３、配列番号３４８）が知られて
いる。
【０２２９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４９－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６４９－５ｐ」という用語は、配列番号１５７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４６４９
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９７１１
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４
９－５ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻
、ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－
４６４９－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４６４
９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７２７６、配列番号３４
９）が知られている。
【０２３０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
６７５」という用語は、配列番号１５８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９７５７）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５遺伝子は、Ｐｅｒ
ｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、ｐ７８－８６に記載され
る方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５」は、その前駆体
としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４６７５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３０６、配列番号３５０）が知られている。
【０２３１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６０７５遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－６
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０７５」という用語は、配列番号１５９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６０７５遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２３７００）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６０７５遺伝子は、Ｖｏｅ
ｌｌｅｎｋｌｅ　Ｃら、２０１２年、ＲＮＡ、１８巻、ｐ４７２－４８４に記載される方
法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６０７５」は、その前駆体とし
てヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６０７５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓ
ｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２０３５２、配列番号３５１）が知られている。
【０２３２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７９－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７７９－５ｐ」という用語は、配列番号１６０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７７９
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４５８
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７
９－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６７７９－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６７７９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６２４、配列
番号３５２）が知られている。
【０２３３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４２７１遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
２７１」という用語は、配列番号１６１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４２７１遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１６９０１）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４２７１遺伝子は、Ｇｏｆ
ｆ　ＬＡら、２００９年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、４巻、ｅ７１９２に記載される方法によっ
て得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４２７１」は、その前駆体としてヘアピ
ン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４２７１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　
Ｎｏ．ＭＩ００１５８７９、配列番号３５３）が知られている。
【０２３４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１９６」という用語は、配列番号１６２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１５０８０）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６遺伝子は、Ｓｔａ
ｒｋ　ＭＳら、２０１０年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、５巻、ｅ９６８５に記載される方法によ
って得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６」は、その前駆体としてヘア
ピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３１９６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ
　Ｎｏ．ＭＩ００１４２４１、配列番号３５４）が知られている。
【０２３５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０３－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８０３－５ｐ」という用語は、配列番号１６３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８０３
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５０６
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０
３－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８０３－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６８０３」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６４８、配列
番号３５５）が知られている。
【０２３６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８９－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７８９－５ｐ」という用語は、配列番号１６４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７８９
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４７８
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８
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９－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６７８９－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６７８９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６３４、配列
番号３５６）が知られている。
【０２３７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４８遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
６４８」という用語は、配列番号１６５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４６４８遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９７１０）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４８遺伝子は、Ｐｅｒ
ｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻、ｐ７８－８６に記載され
る方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４８」は、その前駆体
としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４６４８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７２７５、配列番号３５７）が知られている。
【０２３８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０８遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
５０８」という用語は、配列番号１６６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４５０８遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９０４５）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０８遺伝子は、Ｊｉｍ
ａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法
によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０８」は、その前駆体として
ヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４５０８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉ
ｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６８７２、配列番号３５８）が知られている。
【０２３９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４９－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４７４９－５ｐ」という用語は、配列番号１６７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４７４９
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９８８５
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４
９－５ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻
、ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－
４７４９－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４７４
９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３８８、配列番号３５
９）が知られている。
【０２４０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
５０５」という用語は、配列番号１６８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９０４１）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５遺伝子は、Ｊｉｍ
ａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法
によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５」は、その前駆体として
ヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４５０５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉ
ｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６８６８、配列番号３６０）が知られている。
【０２４１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－５６９８遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－５
６９８」という用語は、配列番号１６９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－５６９８遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２２４９１）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－５６９８遺伝子は、Ｗａｔ
ａｈｉｋｉ　Ａら、２０１１年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、６巻、ｅ２４９５０に記載される方
法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－５６９８」は、その前駆体とし
てヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－５６９８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓ
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ｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１９３０５、配列番号３６１）が知られている。
【０２４２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１１９９－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１１９９－５ｐ」という用語は、配列番号１７０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１１９９
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００３１１１９
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１１９
９－５ｐ遺伝子は、Ｓａｌｖｉ　Ａら、２０１３年、Ｉｎｔ　Ｊ　Ｏｎｃｏｌ、４２巻、
ｐ３９１－４０２に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ
－１１９９－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１１
９９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２０３４０、配列番号３
６２）が知られている。
【０２４３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４７６３－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４７６３－３ｐ」という用語は、配列番号１７１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４７６３
－３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９９１３
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４７６
３－３ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻
、ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－
４７６３－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４７６
３」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７４０４、配列番号３６
３）が知られている。
【０２４４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－１
２３１」という用語は、配列番号１７２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００５５８６）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１遺伝子は、Ｂｅｒ
ｅｚｉｋｏｖ　Ｅら、２００７年、Ｍｏｌ　Ｃｅｌｌ、２８巻、ｐ３２８－３３６に記載
される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１」は、その前
駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１２３１」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃ
ｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００６３２１、配列番号３６４）が知られている。
【０２４５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３３－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１２３３－５ｐ」という用語は、配列番号１７３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２３３
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２２９４３
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３
３－５ｐ遺伝子は、Ｂｅｒｅｚｉｋｏｖ　Ｅら、２００７年、Ｍｏｌ　Ｃｅｌｌ、２８巻
、ｐ３２８－３３６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１２３３－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１
２３３－１、ｈｓａ－ｍｉｒ－１２３３－２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　
Ｎｏ．ＭＩ０００６３２３、ＭＩ００１５９７３、配列番号３６５、３６６）が知られて
いる。
【０２４６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１５０－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－１５０－３ｐ」という用語は、配列番号１７４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１５０－３ｐ
遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４６１０）やそ
の他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１５０－３ｐ
遺伝子は、Ｌａｇｏｓ－Ｑｕｉｎｔａｎａ　Ｍら、２００２年、Ｃｕｒｒ　Ｂｉｏｌ、１
２巻、ｐ７３５－７３９に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－１５０－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－
１５０」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００００４７９、配列番号
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３６７）が知られている。
【０２４７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１２２５－３ｐ」という用語は、配列番号１７５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５
－３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００５５７３
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２
５－３ｐ遺伝子は、Ｂｅｒｅｚｉｋｏｖ　Ｅら、２００７年、Ｍｏｌ　Ｃｅｌｌ、２８巻
、ｐ３２８－３３６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１２２５－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１
２２５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００６３１１、配列番号
２３５）が知られている。
【０２４８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－９２ａ－２－５ｐ」という用語は、配列番号１７６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－９２
ａ－２－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４
５０８）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－
９２ａ－２－５ｐ遺伝子は、Ｍｏｕｒｅｌａｔｏｓ　Ｚら、２００２年、Ｇｅｎｅｓ　Ｄ
ｅｖ、１６巻、ｐ７２０－７２８に記載される方法によって得ることができる。また、「
ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓ
ａ－ｍｉｒ－９２ａ－２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００００
０９４、配列番号３６８）が知られている。
【０２４９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４２３－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－４２３－５ｐ」という用語は、配列番号１７７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４２３－５ｐ
遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４７４８）やそ
の他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４２３－５ｐ
遺伝子は、Ｋａｓａｓｈｉｍａ　Ｋら、２００４年、Ｂｉｏｃｈｅｍ　Ｂｉｏｐｈｙｓ　
Ｒｅｓ　Ｃｏｍｍｕｎ、３２２巻、ｐ４０３－４１０に記載される方法によって得ること
ができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４２３－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構
造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４２３」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．Ｍ
Ｉ０００１４４５、配列番号３６９）が知られている。
【０２５０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ａ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－
１２６８ａ」という用語は、配列番号１７８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ａ遺伝子
（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００５９２２）やその他生
物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ａ遺伝子は
、Ｍｏｒｉｎ　ＲＤら、２００８年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、１８巻、ｐ６１０－６２１
に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ａ」は
、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－１２６８ａ」（ｍｉＲＢａ
ｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００６４０５、配列番号３７０）が知られてい
る。
【０２５１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－２－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－１２８－２－５ｐ」という用語は、配列番号１７９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１２
８－２－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００３１
０９５）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－
１２８－２－５ｐ遺伝子は、Ｌａｇｏｓ－Ｑｕｉｎｔａｎａ　Ｍら、２００２年、Ｃｕｒ
ｒ　Ｂｉｏｌ、１２巻、ｐ７３５－７３９に記載される方法によって得ることができる。
また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－２－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をと
る「ｈｓａ－ｍｉｒ－１２８－２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ
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００００７２７、配列番号３７１）が知られている。
【０２５２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－２４－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－
２４－３ｐ」という用語は、配列番号１８０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－２４－３ｐ遺伝子
（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００００８０）やその他生
物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－２４－３ｐ遺伝子は
、Ｌａｇｏｓ－Ｑｕｉｎｔａｎａ　Ｍら、２００１年、Ｓｃｉｅｎｃｅ、２９４巻、ｐ８
５３－８５８に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－２
４－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－２４－１、ｈ
ｓａ－ｍｉｒ－２４－２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００００
０８０、ＭＩ０００００８１、配列番号３７２、３７３）が知られている。
【０２５３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６９７－５ｐ」という用語は、配列番号１８１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４６９７
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９７９１
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９
７－５ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻
、ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－
４６９７－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４６９
７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７３３０、配列番号３７
４）が知られている。
【０２５４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９７遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１９７」という用語は、配列番号１８２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３１９７遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１５０８２）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９７遺伝子は、Ｓｔａ
ｒｋ　ＭＳら、２０１０年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、５巻、ｅ９６８５に記載される方法によ
って得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９７」は、その前駆体としてヘア
ピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３１９７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ
　Ｎｏ．ＭＩ００１４２４５、配列番号３７５）が知られている。
【０２５５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－６７５－５ｐ」という用語は、配列番号１８３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７５－５ｐ
遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４２８４）やそ
の他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５－５ｐ
遺伝子は、Ｃａｉ　Ｘら、２００７年、ＲＮＡ、１３巻、ｐ３１３－３１６に記載される
方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５－５ｐ」は、その前駆
体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６７５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００５４１６、配列番号３７６）が知られている。
【０２５６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４８６遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
４８６」という用語は、配列番号１８４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４４８６遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９０２０）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４４８６遺伝子は、Ｊｉｍ
ａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法
によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４８６」は、その前駆体として
ヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４４８６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉ
ｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６８４７、配列番号３７７）が知られている。
【０２５７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
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Ｒ－７１０７－５ｐ」という用語は、配列番号１８５に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７１０７
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２８１１１
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０
７－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－７１０７－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－７１０７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２９５８、配列
番号３７８）が知られている。
【０２５８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ａ－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ
－２３ａ－３ｐ」という用語は、配列番号１８６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－２３ａ－３ｐ
遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００００７８）やそ
の他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ａ－３ｐ
遺伝子は、Ｌａｇｏｓ－Ｑｕｉｎｔａｎａ　Ｍら、２００１年、Ｓｃｉｅｎｃｅ、２９４
巻、ｐ８５３－８５８に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－２３ａ－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－２
３ａ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００００７９、配列番号３
７９）が知られている。
【０２５９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６７－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６６７－５ｐ」という用語は、配列番号１８７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４６６７
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９７４３
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６
７－５ｐ遺伝子は、Ｐｅｒｓｓｏｎ　Ｈら、２０１１年、Ｃａｎｃｅｒ　Ｒｅｓ、７１巻
、ｐ７８－８６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－
４６６７－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４６６
７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１７２９７、配列番号３８
０）が知られている。
【０２６０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１ａ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
５１ａ」という用語は、配列番号１８８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４５１ａ遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００１６３１）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１ａ遺伝子は、Ａｌｔ
ｕｖｉａ　Ｙら、２００５年、Ｎｕｃｌｅｉｃ　Ａｃｉｄｓ　Ｒｅｓ、３３巻、ｐ２６９
７－２７０６に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
５１ａ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４５１ａ」（ｍ
ｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００１７２９、配列番号３８１）が知
られている。
【０２６１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－３９４０－５ｐ」という用語は、配列番号１８９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９２２９
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４
０－５ｐ遺伝子は、Ｌｉａｏ　ＪＹら、２０１０年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、５巻、ｅ１０５
６３に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－
５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３９４０」（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６５９７、配列番号３８２）が知ら
れている。
【０２６２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－８０５９遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－８
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０５９」という用語は、配列番号１９０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－８０５９遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００３０９８６）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－８０５９遺伝子は、Ｗａｎ
ｇ　ＨＪら、２０１３年、Ｓｈｏｃｋ、３９巻、ｐ４８０－４８７に記載される方法によ
って得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－８０５９」は、その前駆体としてヘア
ピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－８０５９」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ
　Ｎｏ．ＭＩ００２５８９５、配列番号３８３）が知られている。
【０２６３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１３－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８１３－５ｐ」という用語は、配列番号１９１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８１３
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５２６
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１
３－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２巻
、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８１３－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ
－６８１３」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６５８、配列
番号３８４）が知られている。
【０２６４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９２遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
４９２」という用語は、配列番号１９２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４４９２遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９０２７）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９２遺伝子は、Ｊｉｍ
ａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法
によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９２」は、その前駆体として
ヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４４９２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉ
ｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６８５４、配列番号３８５）が知られている。
【０２６５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４７６遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
４７６」という用語は、配列番号１９３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４４７６遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９００３）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－４４７６遺伝子は、Ｊｉｍ
ａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方法
によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４７６」は、その前駆体として
ヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４４７６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉ
ｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６８２８、配列番号３８６）が知られている。
【０２６６】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６０９０遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－６
０９０」という用語は、配列番号１９４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６０９０遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２３７１５）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどを包含する。ｈｓａ－ｍｉＲ－６０９０遺伝子は、Ｙｏｏ
　ＪＫら、２０１２年、Ｓｔｅｍ　Ｃｅｌｌｓ　Ｄｅｖ、２１巻、ｐ２０４９－２０５７
に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６０９０」は、
その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６０９０」（ｍｉＲＢａｓｅ
　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２０３６７、配列番号３８７）が知られている。
【０２６７】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８３６－３ｐ」という用語は、配列番号６０６に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６
－３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７５７５
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどが包含される。ｈｓａ－ｍｉＲ－６８
３６－３ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２
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巻、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ
－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉ
ｒ－６８３６」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２６８２、配
列番号６１５）が知られている。
【０２６８】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１９５」という用語は、配列番号６０７に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１５０７９）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどが包含される。ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５遺伝子は、Ｓｔ
ａｒｋ　ＭＳら、２０１０年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、５巻、ｅ９６８５に記載される方法に
よって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５」は、その前駆体としてヘ
アピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３１９５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏ
ｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１４２４０、配列番号６１６）が知られている。
【０２６９】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－７１
８」という用語は、配列番号６０８に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－７１８遺伝子（ｍｉＲＢａ
ｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１２７３５）やその他生物種ホモログ
もしくはオーソログなどが包含される。ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８遺伝子は、Ａｒｔｚｉ　
Ｓら、２００８年、ＢＭＣ　Ｂｉｏｉｎｆｏｒｍａｔｉｃｓ、９巻、ｐ３９に記載される
方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８」は、その前駆体とし
てヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－７１８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉ
ｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１２４８９、配列番号６１７）が知られている。
【０２７０】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１７８遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１７８」という用語は、配列番号６０９に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－３１７８遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１５０５５）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどが包含される。ｈｓａ－ｍｉＲ－３１７８遺伝子は、Ｓｔ
ａｒｋ　ＭＳら、２０１０年、ＰＬｏＳ　Ｏｎｅ、５巻、ｅ９６８５に記載される方法に
よって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－３１７８」は、その前駆体としてヘ
アピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－３１７８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏ
ｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１４２１２、配列番号６１８）が知られている。
【０２７１】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６３８遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－６３
８」という用語は、配列番号６１０に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６３８遺伝子（ｍｉＲＢａ
ｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００３３０８）やその他生物種ホモログ
もしくはオーソログなどが包含される。ｈｓａ－ｍｉＲ－６３８遺伝子は、Ｃｕｍｍｉｎ
ｓ　ＪＭら、２００６年、Ｐｒｏｃ　Ｎａｔｌ　Ａｃａｄ　Ｓｃｉ　Ｕ　Ｓ　Ａ、１０３
巻、ｐ３６８７－３６９２に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ
－ｍｉＲ－６３８」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６３
８」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ０００３６５３、配列番号６１
９）が知られている。
【０２７２】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－４
４９７」という用語は、配列番号６１１に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００１９０３２）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどが包含される。ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７遺伝子は、Ｊｉ
ｍａ　ＤＤら、２０１０年、Ｂｌｏｏｄ、１１６巻、ｅ１１８－ｅ１２７に記載される方
法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７」は、その前駆体とし
てヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－４４９７」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓ
ｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００１６８５９、配列番号６２０）が知られている。
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【０２７３】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉＲ－６
０８５」という用語は、配列番号６１２に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５遺伝子（ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２３７１０）やその他生物種ホ
モログもしくはオーソログなどが包含される。ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５遺伝子は、Ｖｏ
ｅｌｌｅｎｋｌｅ　Ｃら、２０１２年、ＲＮＡ、１８巻、ｐ４７２－４８４に記載される
方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５」は、その前駆体と
してヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉｒ－６０８５」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓ
ｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２０３６２、配列番号６２１）が知られている。
【０２７４】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５２－５ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７５２－５ｐ」という用語は、配列番号６１３に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－６７５２
－５ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ００２７４０４
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどが包含される。ｈｓａ－ｍｉＲ－６７
５２－５ｐ遺伝子は、Ｌａｄｅｗｉｇ　Ｅら、２０１２年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ、２２
巻、ｐ１６３４－１６４５に記載される方法によって得ることができる。また、「ｈｓａ
－ｍｉＲ－６７５２－５ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓａ－ｍｉ
ｒ－６７５２」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００２２５９７、配
列番号６２２）が知られている。
【０２７５】
　本明細書で使用される「ｈｓａ－ｍｉＲ－１３５ａ－３ｐ遺伝子」又は「ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１３５ａ－３ｐ」という用語は、配列番号６１４に記載のｈｓａ－ｍｉＲ－１３５ａ
－３ｐ遺伝子（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩＭＡＴ０００４５９５
）やその他生物種ホモログもしくはオーソログなどが包含される。ｈｓａ－ｍｉＲ－１３
５ａ－３ｐ遺伝子は、Ｌａｇｏｓ－Ｑｕｉｎｔａｎａ　Ｍら、２００２年、Ｃｕｒｒ　Ｂ
ｉｏｌ、１２巻、ｐ７３５－７３９に記載される方法によって得ることができる。また、
「ｈｓａ－ｍｉＲ－１３５ａ－３ｐ」は、その前駆体としてヘアピン様構造をとる「ｈｓ
ａ－ｍｉｒ－１３５ａ」（ｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　Ｎｏ．ＭＩ００００４
５２、配列番号６２３）が知られている。
【０２７６】
　また、成熟型のｍｉＲＮＡは、ヘアピン様構造をとるＲＮＡ前駆体から成熟型ｍｉＲＮ
Ａとして切出されるときに、配列の前後１～数塩基が短く、又は長く切出されることや、
塩基の置換が生じて変異体となることがあり、ｉｓｏｍｉＲと称される（Ｍｏｒｉｎ　Ｒ
Ｄ．ら、２００８年、Ｇｅｎｏｍｅ　Ｒｅｓ．、第１８巻、ｐ．６１０－６２１）。ｍｉ
ＲＢａｓｅ　Ｒｅｌｅａｓｅ２０では、配列番号１～１９４及び６０６～６１４のいずれ
かで表される塩基配列のほかに、数々のｉｓｏｍｉＲと呼ばれる配列番号３８８～６０５
及び６２４～６３５のいずれかで表される塩基配列の変異体及び断片も示されている。こ
れらの変異体もまた、配列番号１～１９４及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基
配列を有するｍｉＲＮＡとして得ることができる。すなわち、本発明の配列番号５、７、
８、９、１１、１６、１９、２０、２１、２６、２７、２８、３０、３４、３７、３８、
３９、４１、４３、４５、４６、４８、５０、５４、５５、５７、５８、６１、６２、６
３、６４、６５、６６、６７、６９、７０、７１、７３、７４、７６、７７、７８、８０
、８１、８２、８４、８５、８６、８８、８９、９４、９５、９７、９８、９９、１００
、１０１、１０４、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１５
、１１６、１１７、１１９、１２０、１２３、１２５、１３１、１３２、１３３、１３５
、１３６、１３７、１４０、１４１、１４２、１４７、１５１、１５２、１５７、１６１
、１６２、１６５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７１、１７３、１７４、１７６
、１７７、１７８、１７９、１８０、１８２、１８３、１８４、１８６、１８７、１８８
、１８９、１９２、１９３、６０７、６０８、６０９、６１０、６１１及び６１４で表さ
れる塩基配列もしくは該塩基配列においてｕがｔである塩基配列からなるポリヌクレオチ
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も長い変異体として、それぞれ配列番号３８８、３９０、３９２、３９４、３９６、３９
８、４００、４０２、４０４、４０６、４０８、４１０、４１２、４１４、４１６、４１
８、４２０、４２２、４２４、４２６、４２８、４３０、４３２、４３４、４３６、４３
８、４４０、４４２、４４４、４４６、４４８、４５０、４５２、４５４、４５６、４５
８、４６０、４６２、４６４、４６６、４６８、４７０、４７２、４７４、４７６、４７
８、４８０、４８２、４８４、４８６、４８８、４９０、４９２、４９４、４９６、４９
８、５００、５０２、５０４、５０６、５０８、５１０、５１２、５１４、５１６、５１
８、５２０、５２２、５２４、５２６、５２８、５３０、５３２、５３４、５３６、５３
８、５４０、５４２、５４４、５４６、５４８、５５０、５５２、５５４、５５６、５５
８、５６０、５６２、５６４、５６６、５６８、５７０、５７２、５７４、５７６、５７
８、５８０、５８２、５８４、５８６、５８８、５９０、５９２、５９４、５９６、５９
８、６００、６０２、６０４、６２４、６２６、６２８、６３０、６３２及び６３４で表
されるポリヌクレオチドが挙げられる。また、本発明の配列番号５、７、８、９、１１、
１６、１９、２０、２１、２６、２７、２８、３０、３４、３７、３８、３９、４１、４
３、４５、４６、４８、５０、５４、５５、５７、５８、６１、６２、６３、６４、６５
、６６、６７、６９、７０、７１、７３、７４、７６、７７、７８、８０、８１、８２、
８４、８５、８６、８８、８９、９４、９５、９７、９８、９９、１００、１０１、１０
４、１０７、１０８、１０９、１１０、１１１、１１２、１１３、１１５、１１６、１１
７、１１９、１２０、１２３、１２５、１３１、１３２、１３３、１３５、１３６、１３
７、１４０、１４１、１４２、１４７、１５１、１５２、１５７、１６１、１６２、１６
５、１６６、１６７、１６８、１６９、１７１、１７３、１７４、１７６、１７７、１７
８、１７９、１８０、１８２、１８３、１８４、１８６、１８７、１８８、１８９、１９
２、１９３、６０７、６０８、６０９、６１０、６１１及び６１４で表される塩基配列も
しくは該塩基配列においてｕがｔである塩基配列からなるポリヌクレオチド、の変異体の
うち、例えばｍｉＲＢａｓｅ　Ｒｅｌｅａｓｅ　２０に登録されている最も短い変異体と
して、それぞれ配列番号３８９、３９１、３９３、３９５、３９７、３９９、４０１、４
０３、４０５、４０７、４０９、４１１、４１３、４１５、４１７、４１９、４２１、４
２３、４２５、４２７、４２９、４３１、４３３、４３５、４３７、４３９、４４１、４
４３、４４５、４４７、４４９、４５１、４５３、４５５、４５７、４５９、４６１、４
６３、４６５、４６７、４６９、４７１、４７３、４７５、４７７、４７９、４８１、４
８３、４８５、４８７、４８９、４９１、４９３、４９５、４９７、４９９、５０１、５
０３、５０５、５０７、５０９、５１１、５１３、５１５、５１７、５１９、５２１、５
２３、５２５、５２７、５２９、５３１、５３３、５３５、５３７、５３９、５４１、５
４３、５４５、５４７、５４９、５５１、５５３、５５５、５５７、５５９、５６１、５
６３、５６５、５６７、５６９、５７１、５７３、５７５、５７７、５７９、５８１、５
８３、５８５、５８７、５８９、５９１、５９３、５９５、５９７、５９９、６０１、６
０３、６０５、６２５、６２７、６２９、６３１、６３３及び６３５で表される配列のポ
リヌクレオチドが挙げられる。また、これらの変異体及び断片以外にも、ｍｉＲＢａｓｅ
に登録された、配列番号１～１９４及び６０６～６１４の、数々のｉｓｏｍｉＲであるポ
リヌクレオチドが挙げられる。さらに、配列番号１～１９４及び６０６～６１４のいずれ
かで表される塩基配列を含むポリヌクレオチドの例としては、それぞれ前駆体である配列
番号１９５～３８７及び６１５～６２３のいずれかで表されるポリヌクレオチドが挙げら
れる。
【０２７７】
　配列番号１～６３５で表される遺伝子の名称とｍｉＲＢａｓｅ　Ａｃｃｅｓｓｉｏｎ　
Ｎｏ．（登録番号）を表１に記載した。
【０２７８】
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　本明細書は本願の優先権の基礎である日本国特許出願2014-122686号、2015-070182号の
明細書および／または図面に記載される内容を包含する。
【発明の効果】
【０２７９】
　本発明により、大腸がんを容易にかつ高い精度で検出することが可能になった。
【０２８０】
　例えば、低侵襲的に採取できる患者の血液、血清及び又は血漿中の数個のｍｉＲＮＡ発
現量の測定値を指標とし、容易に患者が大腸がんであるか否かを検出することができる。
【図面の簡単な説明】
【０２８１】
【図１】この図は、前駆体である配列番号２０５で表されるｈｓａ－ｍｉｒ－３６７９か
ら生成される配列番号１１で表されるｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－５ｐ、及び配列番号７
８で表されるｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－３ｐの塩基配列の関係を示す。
【図２】左図：学習検体群として選択した健常体（１００人）と大腸がん患者（３４人）
のｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－５ｐ（配列番号１）の発現量測定値を縦軸として、それぞ
れ表したものである。図中の水平線はフィッシャーの判別分析によって最適化された、両
群を判別する閾値（９．４３）を示す。右図：テスト検体群として選択した健常体（５０
人）と大腸がん患者（１６人）のｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－５ｐ（配列番号１）の発現
量測定値を縦軸として、それぞれ表したものである。図中の水平線は学習検体群で設定し
た、両群を判別する閾値（９．４３）を示す。
【図３】左図：学習検体群として選択した健常体（１００人、丸）と大腸がん患者（３４
人、三角）のｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－５ｐ（配列番号１）の発現量測定値を横軸とし
て、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７（配列番号２）の発現量測定値を縦軸として、それぞれ表
したものである。図中の線はフィッシャーの判別分析によって最適化された、両群を判別
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する判別関数（０＝１．２６ｘ＋ｙ－１８．０６）を示す。右図：テスト検体群として選
択した健常体（５０人、丸）と大腸がん患者（１６人、三角）のｈｓａ－ｍｉＲ－６７２
６－５ｐ（配列番号１）の発現量測定値を横軸として、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７（配列
番号２）の発現量測定値を縦軸として、それぞれ表したものである。図中の線は学習検体
群で設定した、両群を判別する閾値（０＝１．２６ｘ＋ｙ－１８．０６）を示す。
【図４】上図：学習検体群として選択した大腸がん患者３４人、健常体１０３人、膵臓が
ん患者６９人、胆道がん患者６６人、胃がん患者３０人、食道がん患者３３人、肝がん患
者３２人、及び膵胆道良性疾患患者１５人のｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１（配列番号５）、
ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ（配列番号４５）、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ（配
列番号５７）、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ（配列番号７５）、ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１９６（配列番号１６２）、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５（配列番号６０７）の発現量測定
値からフィッシャーの判別分析を用いて判別式を作成し（１．４９ｘｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１－０．２３ｘｈａｓ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ－１．１３ｘｈｓａ－ｍｉＲ－３１
９６＋１．１１ｘｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５＋２．２５ｘｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５
ｐ－１．００ｘｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ－１１．１６）、該判別式から得られた判
別得点を縦軸とし、検体群を横軸として表したものである。図中の点線は判別得点が０と
なる両群を判別する判別境界を示す。下図：テスト検体群として選択した大腸がん患者１
６人、健常体４７人、膵臓がん患者３０人、胆道がん患者３３人、胃がん患者２０人、食
道がん患者１７人、肝がん患者２０人、及び膵胆道良性疾患患者６人のｈｓａ－ｍｉＲ－
３１３１（配列番号５）、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ（配列番号４５）、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４６６５－５ｐ（配列番号５７）、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ（配列番号７
５）、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６（配列番号１６２）、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５（配列
番号６０７）の発現量測定値に対して、学習検体群で作成した該判別式から得られた判別
得点を縦軸とし、検体群を横軸として表したものである。図中の点線は判別得点が０とな
る両群を判別する判別境界を示す。
【発明を実施するための形態】
【０２８２】
　以下に本発明をさらに具体的に説明する
１．大腸がんの標的核酸
　本発明の上記定義の大腸がん検出用の核酸プローブ又はプライマーを使用して、大腸が
ん又は大腸がん細胞の存在及び／又は不存在を検出するための、大腸がんマーカーとして
の主要な標的核酸には、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７、
ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－３１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１３４３－３ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－１２４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６５１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５７－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７６４１、ｈｓａ－ｍｉＲ－
６７４６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０７２、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－１９０８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４
６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７４４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７９２、ｈｓａ－ｍｉＲ
－５６４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２５－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－６８２６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４６
７、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８８、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５６
－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２８－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６３、ｈｓａ－ｍｉＲ
－８０６９、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８５、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４４３３ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８８７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－
１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１４－３ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－１２２５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１０－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１８７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２９－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６１５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６５１
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５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９３７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４０－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８９３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１７－５
ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６４２ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４２－５
ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４２、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４
７０７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４９、ｈｓａ－ｍｉＲ
－４７０６、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０２、ｈｓａ－ｍｉＲ－９
３９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８１６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１－５
ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３２、ｈｓａ－ｍｉＲ－８
８７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８４－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－１２４９、ｈｓａ－ｍｉＲ－９３７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－５１９５－３
ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７３２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１７、ｈｓａ－ｍｉＲ－４
２８１、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７３４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－６６３ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１３、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８１－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－１２２７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９８－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－９４０、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５０、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２３－５ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－１４６９、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８６１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７９
７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０２－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－１２６８ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－２８６１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７５８－５ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－２９６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７３８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６
７１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１６、ｈｓａ－ｍｉＲ－
７８４５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１、ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－６７９５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２５
－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８８、ｈｓａ－ｍｉＲ
－６８５０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８５－５ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６６３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－６１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３２、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８２０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８９、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３８－５ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－３６５６、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ｂ－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１４９－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－３１３５ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－４３２７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１
６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２７－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－４５３４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１４、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２０２、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－５７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２２－３ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－７９７７、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５
、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２
７１、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－
６７８９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０８、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４７４９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５、ｈｓａ－ｍｉＲ－５６９８、ｈｓａ－
ｍｉＲ－１１９９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７６３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６
－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１７
８、ｈｓａ－ｍｉＲ－６３８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５、
ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５２－５ｐ及びｈｓａ－ｍｉＲ－１３５ａ－３ｐからなる群から選
択される少なくとも１つ以上のｍｉＲＮＡを用いることができる。さらにこれらのｍｉＲ
ＮＡと組み合わせることができる他の大腸がんマーカー、すなわち、ｈｓａ－ｍｉＲ－１
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２３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１５０－３ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－１２２５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２３－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－２－５ｐ及びｈｓａ－ｍ
ｉＲ－２４－３ｐからなる群から選択される少なくとも１つ以上のｍｉＲＮＡも標的核酸
として好ましく用いることができる。さらにこれらのｍｉＲＮＡと組み合わせることがで
きる他の大腸がんマーカー、すなわち、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－３１９７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４８６、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－７１０７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６７－５
ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－８
０５９、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９２、ｈｓａ－ｍｉＲ
－４４７６及びｈｓａ－ｍｉＲ－６０９０からなる群から選択される少なくとも１つ以上
のｍｉＲＮＡも標的核酸として好ましく用いることができる。
【０２８３】
　上記のｍｉＲＮＡには、例えば、配列番号１～１９４及び６０６～６１４のいずれかで
表される塩基配列を含むヒト遺伝子（すなわち、それぞれ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－
６７８０ｂ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０８－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－１３４３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６
５１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－７６４１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０７２、ｈｓａ
－ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９０８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５
７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７４４－５ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－４７９２、ｈｓａ－ｍｉＲ－５６４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９１－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－６８２５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６
５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４６７、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８８、ｈｓａ－ｍｉＲ－６
１２５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２８－３ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－８０６３、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７５－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－３１８５、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８８７
－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－１９１４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１
９ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１８７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－３１８４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６７２９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４
９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６５１５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９３７、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８４０－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８９３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２８－５
ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０９－５
ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４２、ｈｓａ－ｍｉＲ－４
４３３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６、ｈｓａ－
ｍｉＲ－４４４９、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０６、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６０２、ｈｓａ－ｍｉＲ－９３９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９５－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－７１１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３２－５
ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６１３２、ｈｓａ－ｍｉＲ－８８７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－３ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６７８４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２４９、ｈｓａ－ｍｉＲ－９３７－５
ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－５１９５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７３２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４４１７、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２８１、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７３４、ｈｓａ－ｍｉＲ
－６７６６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１３、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７８１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４５－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２０－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
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ｉＲ－１９１５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－９４０、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５０
、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１４６９、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８
６１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７９－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８０２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２８６１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８８、
ｈｓａ－ｍｉＲ－４７５８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２９６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６
７３８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４５１６、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１、ｈｓａ
－ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０５
－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８２－５ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－４６８８、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７７－５ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－３６６３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－３ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－４５３２、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８９、
ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６５６、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２
１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ｂ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１４９－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－２３ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３５ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４８－５ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４３２７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６
５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７７－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－６７２７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１４、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－１２０２、ｈｓａ－ｍｉＲ－５７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７０－５ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６７２２－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７７、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４９
－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７
７９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２７１、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６、ｈｓａ－ｍｉＲ－
６８０３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４８、ｈｓａ
－ｍｉＲ－４５０８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－５６９８、ｈｓａ－ｍｉＲ－１１９９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７６３
－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－１５０－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２
８－２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９７－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－３１９７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４８６、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－７１０７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６
７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－８０５９、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９２、ｈｓａ－
ｍｉＲ－４４７６、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０９０、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－３１９５、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１７８、ｈｓａ－
ｍｉＲ－６３８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７５２－５ｐ及びｈｓａ－ｍｉＲ－１３５ａ－３ｐ）、その同族体、その転写産物
、及びその変異体又は誘導体が含まれる。ここで、遺伝子、同族体、転写産物、変異体及
び誘導体は、上記定義のとおりである。
【０２８４】
　好ましい標的核酸は、配列番号１～６３５のいずれかで表される塩基配列を含むヒト遺
伝子、又はその転写産物であり、より好ましくは当該転写産物、すなわちｍｉＲＮＡ、そ
の前駆体ＲＮＡであるｐｒｉ－ｍｉＲＮＡ又はｐｒｅ－ｍｉＲＮＡである。
【０２８５】
　第１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－５ｐ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
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【０２８６】
　第２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７遺伝子、それらの同族体、それらの転
写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写産
物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０２８７】
　第３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０２８８】
　第４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０２８９】
　第５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１遺伝子、それらの同族体、それらの転
写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写産
物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０２９０】
　第６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０８－５ｐ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０２９１】
　第７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１３４３－３ｐ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０２９２】
　第８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２４７－３ｐ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０２９３】
　第９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６５１遺伝子、それらの同族体、それらの転
写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写産
物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０２９４】
　第１０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０２９５】
　第１１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０２９６】
　第１２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７６４１遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０２９７】
　第１３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４６－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０２９８】
　第１４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０７２遺伝子、それらの同族体、それらの
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転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０２９９】
　第１５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３００】
　第１６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９０８－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３０１】
　第１７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３０２】
　第１８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４６－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３０３】
　第１９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７４４－５ｐ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３０４】
　第２０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７９２遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３０５】
　第２１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－５６４遺伝子、それらの同族体、それらの転
写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写産
物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３０６】
　第２２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９１－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３０７】
　第２３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２５－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３０８】
　第２４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３０９】
　第２５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３１０】
　第２６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４６７遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
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【０３１１】
　第２７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８８遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３１２】
　第２８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２５遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３１３】
　第２９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５６－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３１４】
　第３０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２８－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３１５】
　第３１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６３遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３１６】
　第３２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３１７】
　第３３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７５－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３１８】
　第３４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８５遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３１９】
　第３５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０３２０】
　第３６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８８７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３２１】
　第３７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－１－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０３２２】
　第３８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
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【０３２３】
　第３９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１４－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３２４】
　第４０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３２５】
　第４１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂ遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３２６】
　第４２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１０－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３２７】
　第４３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１８７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３２８】
　第４４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８４－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３２９】
　第４５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３３０】
　第４６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３３１】
　第４７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２９－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３３２】
　第４８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１５－５ｐ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３３３】
　第４９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４９－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３３４】
　第５０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６５１５－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３３５】
　第５１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９３７遺伝子、それらの同族体、それらの
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転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３３６】
　第５２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４０－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３３７】
　第５３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８９３－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３３８】
　第５４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２８－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３３９】
　第５５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３４０】
　第５６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１３－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３４１】
　第５７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３４２】
　第５８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３４３】
　第５９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０９－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３４４】
　第６０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４２－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３４５】
　第６１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４２遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３４６】
　第６２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３４７】
　第６３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。



(91) JP 6778107 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

【０３４８】
　第６４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３４９】
　第６５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４９遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３５０】
　第６６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０６遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３５１】
　第６７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３５２】
　第６８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０２遺伝子、それらの同族体、それらの転
写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写産
物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３５３】
　第６９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－９３９－５ｐ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３５４】
　第７０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９５－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３５５】
　第７１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１遺伝子、それらの同族体、それらの転
写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写産
物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３５６】
　第７２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１６－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３５７】
　第７３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３２－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３５８】
　第７４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３５９】
　第７５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３６０】
　第７６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３２遺伝子、それらの同族体、それらの
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転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３６１】
　第７７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－８８７－３ｐ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３６２】
　第７８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３６３】
　第７９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８４－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３６４】
　第８０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２４９遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３６５】
　第８１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－９３７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３６６】
　第８２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－５１９５－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３６７】
　第８３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７３２－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３６８】
　第８４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１７遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３６９】
　第８５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２８１遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３７０】
　第８６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７３４遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３７１】
　第８７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６６－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３７２】
　第８８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ａ遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
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【０３７３】
　第８９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１３遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３７４】
　第９０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８１－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３７５】
　第９１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３７６】
　第９２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４５－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３７７】
　第９３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９８－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３７８】
　第９４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２０－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３７９】
　第９５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３８０】
　第９６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３８１】
　第９７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３８２】
　第９８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３８３】
　第９９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－９４０遺伝子、それらの同族体、それらの転
写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写産
物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３８４】
　第１００の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５０遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３８５】
　第１０１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２３－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
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それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０３８６】
　第１０２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１４６９遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３８７】
　第１０３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８６１－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０３８８】
　第１０４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７５遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３８９】
　第１０５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７９－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０３９０】
　第１０６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０２－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０３９１】
　第１０７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ｂ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３９２】
　第１０８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂ遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３９３】
　第１０９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０３９４】
　第１１０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－２８６１遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３９５】
　第１１１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８８遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３９６】
　第１１２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７５８－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
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その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０３９７】
　第１１３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－２９６－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０３９８】
　第１１４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７３８－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０３９９】
　第１１５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４００】
　第１１６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４０１】
　第１１７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１６遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４０２】
　第１１８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４５－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４０３】
　第１１９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４０４】
　第１２０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４０５】
　第１２１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９５－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４０６】
　第１２２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０５－３ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４０７】
　第１２３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２５－３ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
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。
【０４０８】
　第１２４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８２－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４０９】
　第１２５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８８遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４１０】
　第１２６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５０－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４１１】
　第１２７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４１２】
　第１２８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８５－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４１３】
　第１２９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０６－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４１４】
　第１３０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６６３－３ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４１５】
　第１３１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３１遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４１６】
　第１３２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－３ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４１７】
　第１３３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３２遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４１８】
　第１３４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２０－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
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それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４１９】
　第１３５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８９遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４２０】
　第１３６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３８－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４２１】
　第１３７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６５６遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４２２】
　第１３８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２１遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４２３】
　第１３９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ｂ－５ｐ遺伝子、それらの同族体
、それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又
はその転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていな
い。
【０４２４】
　第１４０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１４９－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４２５】
　第１４１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４２６】
　第１４２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３５ｂ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４２７】
　第１４３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４８－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４２８】
　第１４４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ遺伝子、それらの同族体
、それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又
はその転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていな
い。
【０４２９】
　第１４５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４３２７遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
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写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４３０】
　第１４６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６５－３ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４３１】
　第１４７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１６－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４３２】
　第１４８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４３３】
　第１４９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４３４】
　第１５０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３４遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４３５】
　第１５１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１４遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４３６】
　第１５２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２０２遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４３７】
　第１５３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－５７５遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４３８】
　第１５４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７０－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４３９】
　第１５５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２２－３ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４４０】
　第１５６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７７遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
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写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４４１】
　第１５７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４９－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４４２】
　第１５８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４４３】
　第１５９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０７５遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４４４】
　第１６０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７９－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４４５】
　第１６１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２７１遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４４６】
　第１６２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４４７】
　第１６３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０３－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４４８】
　第１６４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８９－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４４９】
　第１６５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４８遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４５０】
　第１６６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０８遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４５１】
　第１６７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４９－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
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【０４５２】
　第１６８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４５３】
　第１６９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－５６９８遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４５４】
　第１７０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１１９９－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４５５】
　第１７１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７６３－３ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４５６】
　第１７２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告が知られている（特許文
献３）。
【０４５７】
　第１７３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３３－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告が知られている（
特許文献２）。
【０４５８】
　第１７４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１５０－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告が知られている（特
許文献４）。
【０４５９】
　第１７５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－３ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告が知られている（
特許文献２）。
【０４６０】
　第１７６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐ遺伝子、それらの同族体
、それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又
はその転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告が知られている
（特許文献１及び特許文献４）。
【０４６１】
　第１７７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２３－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告が知られている（特
許文献３）。
【０４６２】
　第１７８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ａ遺伝子、それらの同族体、それ



(101) JP 6778107 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告が知られている（特許
文献３）。
【０４６３】
　第１７９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－２－５ｐ遺伝子、それらの同族体
、それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又
はその転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告が知られている
（特許文献１）。
【０４６４】
　第１８０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－２４－３ｐ遺伝子、それらの同族体、それ
らの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその
転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告が知られている（特許
文献１）。
【０４６５】
　第１８１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４６６】
　第１８２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９７遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４６７】
　第１８３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５－５ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４６８】
　第１８４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４８６遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４６９】
　第１８５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４７０】
　第１８６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ａ－３ｐ遺伝子、それらの同族体、そ
れらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告がある（特許文献２
）。
【０４７１】
　第１８７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６７－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４７２】
　第１８８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１ａ遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４７３】
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　第１８９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４７４】
　第１９０の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０５９遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４７５】
　第１９１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１３－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又は
その転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない
。
【０４７６】
　第１９２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９２遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４７７】
　第１９３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４７６遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４７８】
　第１９４の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０９０遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに本遺伝子又はその転
写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４７９】
　第１９５の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４８０】
　第１９６の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４８１】
　第１９７の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに遺伝子又はその転写産
物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４８２】
　第１９８の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１７８遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４８３】
　第１９９の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６３８遺伝子、それらの同族体、それらの
転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに遺伝子又はその転写産
物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４８４】
　第２００の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４８５】
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　第２０１の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５遺伝子、それらの同族体、それら
の転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに遺伝子又はその転写
産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４８６】
　第２０２の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５２－５ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４８７】
　第２０３の標的遺伝子は、ｈｓａ－ｍｉＲ－１３５ａ－３ｐ遺伝子、それらの同族体、
それらの転写産物、あるいはそれらの変異体又は誘導体である。これまでに遺伝子又はそ
の転写産物の発現の変化が大腸がんのマーカーになりうるという報告は知られていない。
【０４８８】
２．大腸がんの検出用の核酸プローブ又はプライマー
　本発明においては、上記の大腸がんマーカーとしての標的核酸に特異的に結合可能な核
酸を、大腸がんを検出又は診断するための核酸、例えば核酸プローブ又はプライマーとし
て用いることができる。
【０４８９】
　本発明において、大腸がんを検出するための、あるいは大腸がんを診断するために使用
可能な核酸プローブ又はプライマーは、上記の大腸がんマーカーとしての標的核酸、例え
ばヒト由来のｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７８７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１
、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１３４３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－１２４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６５１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５７－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－３６７９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７６４１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４６－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０７２、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－
１９０８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４６－３ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－７４４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７９２、ｈｓａ－ｍｉＲ－５６４、
ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－
６８２６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４６７、ｈｓａ
－ｍｉＲ－３１８８、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５６－５ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－１２２８－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６３、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９
、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８５、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４
３３ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８８７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－１－５ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－
１２２５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１０－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－１８７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４
－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－６１５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６５１５－３ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－３９３７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４０－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８９
３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１７－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－７１１３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２
ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４２－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－４４４２、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０７－５
ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４９、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０６
、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０２、ｈｓａ－ｍｉＲ－９３９－５ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１
６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３２、ｈｓａ－ｍｉＲ－８８７－３ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－１２４９、ｈｓａ－ｍｉＲ－９３７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－５１９５－３ｐ、ｈｓａ
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－ｍｉＲ－６７３２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１７、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２８１、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－４７３４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ａ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１３、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２
２７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９８－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－３６２０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２
９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－９４０、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５０、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２３－５ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－１４６９、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８６１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７５、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６８７９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２
６８ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－２８６１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７５８－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－２９６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７３８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１－５ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１６、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４５－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１、ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６
７９５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２５－３ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６７８２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８８、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５０
－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８５－５ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－７１０６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６６３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３１
、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３２、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８
２０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８９、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３８－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－３６５６、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ｂ－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－１４９－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３５
ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４３２７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１６－５ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－
４５３４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１４、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２０２、ｈｓａ－ｍｉＲ－５７
５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２２－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－７９７７、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５、ｈｓａ－
ｍｉＲ－６０７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２７１、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－３１９６、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８９－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４
９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５、ｈｓａ－ｍｉＲ－５６９８、ｈｓａ－ｍｉＲ－１
１９９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７６３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－３１９５、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１７８、ｈｓａ
－ｍｉＲ－６３８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７５２－５ｐ若しくはｈｓａ－ｍｉＲ－１３５ａ－３ｐ又はそれらの組み合わせ
、又はそれらの同族体、それらの転写産物、それらの変異体若しくは誘導体、並びに、そ
れらと場合により組み合わせることができる、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１２３３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１５０－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－３ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－１２６８ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－２－５ｐ若しくはｈｓａ－ｍｉＲ－２４－３ｐ
、又はそれらの組み合わせ、又はそれらの同族体、それらの転写産物、それらの変異体若
しくは誘導体、並びに、それらと場合により組み合わせることができる、ｈｓａ－ｍｉＲ
－４６９７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－４４８６、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ａ－３ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９
４０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０５９、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１３－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４４９２、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４７６若しくはｈｓａ－ｍｉＲ－６０９０、又はそ
れらの組み合わせ、又はそれらの同族体、それらの転写産物、それらの変異体若しくは誘
導体の、存在、発現量又は存在量を定性的及び／又は定量的に測定することを可能にする
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。
【０４９０】
　上記の標的核酸は、健常体と比べて、大腸がんに罹患した被験体において、該標的核酸
の種類に応じてそれらの発現量が増加するものもあれば、又は低下するものもある（以下
、「増加／低下」と称する。）。それゆえ、本発明の核酸は、大腸がんの罹患が疑われる
被験体（例えばヒト）由来の体液と健常体由来の体液について上記標的核酸の発現量を測
定し、それらを比較して、大腸がんを検出するために有効に使用することができる。
【０４９１】
　本発明で使用可能な核酸プローブ又はプライマーは、配列番号１～１７１及び６０６～
６１４の少なくとも１つで表される塩基配列からなるポリヌクレオチドと特異的に結合可
能な核酸プローブ、又は、配列番号１～１７１及び６０６～６１４の少なくとも１つで表
される塩基配列からなるポリヌクレオチドを増幅するためのプライマーである。
【０４９２】
　本発明で使用可能な核酸プローブ又はプライマーはさらに、配列番号１７２～１８０の
少なくとも１つで表される塩基配列からなるポリヌクレオチドと特異的に結合可能な核酸
プローブ、又は、配列番号１７２～１８０の少なくとも１つで表される塩基配列からなる
ポリヌクレオチドを増幅するためのプライマーを含むことができる。
【０４９３】
　本発明で使用可能な核酸プローブ又はプライマーはさらに、配列番号１８１～１９４の
少なくとも１つで表される塩基配列からなるポリヌクレオチドと特異的に結合可能な核酸
プローブ、又は、配列番号１８１～１９４の少なくとも１つで表される塩基配列からなる
ポリヌクレオチドを増幅するためのプライマーをさらに含むことができる。
【０４９４】
　具体的には、上記の核酸プローブ又はプライマーは、配列番号１～６３５のいずれかで
表される塩基配列、もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、を含むポリヌ
クレオチド群及びその相補的ポリヌクレオチド群、当該塩基配列に相補的な塩基配列から
なるＤＮＡとストリンジェントな条件（後述）でそれぞれハイブリダイズするポリヌクレ
オチド群及びその相補的ポリヌクレオチド群、並びにそれらのポリヌクレオチド群の塩基
配列において１５以上、好ましくは１７以上の連続した塩基を含むポリヌクレオチド群か
ら選ばれた１又は複数のポリヌクレオチドの組み合わせを含む。これらのポリヌクレオチ
ドは、標的核酸である上記大腸がんマーカーを検出するための核酸プローブ及びプライマ
ーとして使用できる。
【０４９５】
　さらに具体的には、本発明で使用可能な核酸プローブ又はプライマーの例は、以下のポ
リヌクレオチド（ａ）～（ｅ）からなる群から選択される１又は複数のポリヌクレオチド
である。
（ａ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列、もしくは
当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、からなるポリヌクレオチド、その変異体、
その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｂ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列を含むポリ
ヌクレオチド、
（ｃ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列、もしくは
当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオ
チド、その変異体、その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｄ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列、もしくは
当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチ
ド、並びに、
（ｅ）前記（ａ）～（ｄ）のいずれかのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハ
イブリダイズするポリヌクレオチド。
【０４９６】
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　本発明で使用可能な核酸プローブ又はプライマーはさらに、上記のポリヌクレオチド（
ａ）～（ｅ）から選択される少なくとも１つ以上のポリヌクレオチドの他に、下記の（ｆ
）～（ｊ）に示すポリヌクレオチドからなる群から選択されるポリヌクレオチドを含むこ
とができる。
（ｆ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異体、その誘導体、又は１
５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｇ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列を含むポリヌクレオチド、
（ｈ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列に
おいてｕがｔである塩基配列、に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異
体、その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｉ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列に
おいてｕがｔである塩基配列、に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチド、並びに、
（ｊ）前記（ｆ）～（ｉ）のいずれかのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハ
イブリダイズするポリヌクレオチド。
【０４９７】
　本発明で使用可能な核酸プローブ又はプライマーはさらに、上記のポリヌクレオチド（
ａ）～（ｊ）から選択される少なくとも１つ以上のポリヌクレオチドの他に、下記の（ｋ
）～（ｏ）に示すポリヌクレオチドからなる群から選択されるポリヌクレオチドを含むこ
とができる。
（ｋ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列もしくは当該塩基配列にお
いてｕがｔである塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異体、その誘導体、又は１
５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｌ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列を含むポリヌクレオチド、
（ｍ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列に
おいてｕがｔである塩基配列、に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異
体、その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｎ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列に
おいてｕがｔである塩基配列、に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチド、並びに、
（ｏ）前記（ｋ）～（ｎ）のいずれかのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハ
イブリダイズするポリヌクレオチド。
【０４９８】
　上記のポリヌクレオチドにおいて「１５以上の連続した塩基を含むその断片」は、各ポ
リヌクレオチドの塩基配列において、例えば、連続する１５から配列の全塩基数未満、１
７から配列の全塩基数未満、１９から配列の全塩基数未満、などの範囲の塩基数を含むこ
とができるが、これらに限定されないものとする。
【０４９９】
　本発明で使用される上記ポリヌクレオチド類又はその断片類はいずれもＤＮＡでもよい
しＲＮＡでもよい。
【０５００】
　本発明で使用可能な上記のポリヌクレオチドは、ＤＮＡ組換え技術、ＰＣＲ法、ＤＮＡ
／ＲＮＡ自動合成機による方法などの一般的な技術を用いて作製することができる。
【０５０１】
　ＤＮＡ組換え技術及びＰＣＲ法は、例えばＡｕｓｕｂｅｌら，Ｃｕｒｒｅｎｔ　Ｐｒｏ
ｔｏｃｏｌｓ　ｉｎ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｂｉｏｌｏｇｙ，Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｌｅｙ　
＆　Ｓｏｎｓ，ＵＳ（１９９３）；Ｓａｍｂｒｏｏｋら，Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｃｌｏｎ
ｉｎｇ　Ａ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｍａｎｕａｌ，Ｃｏｌｄ　Ｓｐｒｉｎｇ　Ｈａｒｂ
ｏｒ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｐｒｅｓｓ，ＵＳ（１９８９）などに記載される技術を使
用することができる。
【０５０２】
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　配列番号１～１９４及び６０６～６１４で表されるヒト由来のｈｓａ－ｍｉＲ－６７２
６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７８０ｂ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０８－５ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－１３４３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－
４６５１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－７６４１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０７２、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９０８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６
８５７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７４４－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－４７９２、ｈｓａ－ｍｉＲ－５６４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９１－５ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６８２５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４
６６５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４６７、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８８、ｈｓａ－ｍｉＲ
－６１２５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２８－３ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－８０６３、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７５－５ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８５、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８
８７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－１９１４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４
４１９ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１８７－５ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－３１８４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２、
ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６
７４９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６５１５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９３７、ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８４０－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８９３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２８
－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１３－３ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０９
－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４２、ｈｓａ－ｍｉＲ
－４４３３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－４４４９、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０６、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３、ｈｓａ
－ｍｉＲ－６０２、ｈｓａ－ｍｉＲ－９３９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９５－５ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３２
－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－６１３２、ｈｓａ－ｍｉＲ－８８７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－３ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２４９、ｈｓａ－ｍｉＲ－９３７
－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－５１９５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７３２－５ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－４４１７、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２８１、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７３４、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７６６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１３、ｈｓａ
－ｍｉＲ－６７８１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４
５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２０－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－１９１５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ａ－３
ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－９４０、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４
５０、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１４６９、ｈｓａ－ｍｉＲ－
６８６１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７９－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－６８０２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２８６１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８
８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７５８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２９６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－６７３８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４、ｈｓａ
－ｍｉＲ－４５１６、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８
０５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８２－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－４６８８、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７７－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０６－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－３６６３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－３ｐ、
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ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３２、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８
９、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６５６、ｈｓａ－ｍｉＲ－３
６２１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ｂ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１４９－３ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３５ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４８－５ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４３２７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６
７６５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７７－５ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６７２７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１４、
ｈｓａ－ｍｉＲ－１２０２、ｈｓａ－ｍｉＲ－５７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７０－５ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２２－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７７、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６
４９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－
６７７９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２７１、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６８０３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４８、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－４５０８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５
、ｈｓａ－ｍｉＲ－５６９８、ｈｓａ－ｍｉＲ－１１９９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７
６３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３３－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－１５０－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－
１２８－２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９７－５ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－３１９７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４８６、
ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４
６６７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－８０５９、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９２、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－４４７６、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０９０、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１７８、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６３８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５、ｈｓａ－
ｍｉＲ－６７５２－５ｐ及びｈｓａ－ｍｉＲ－１３５ａ－３ｐは公知であり、前述のよう
にその取得方法も知られている。このため、この遺伝子をクローニングすることによって
、本発明で使用可能な核酸プローブ又はプライマーとしてのポリヌクレオチドを作製する
ことができる。
【０５０３】
　そのような核酸プローブ又はプライマーは、ＤＮＡ自動合成装置を用いて化学的に合成
することができる。この合成には一般にホスホアミダイト法が使用され、この方法によっ
て約１００塩基までの一本鎖ＤＮＡを自動合成することができる。ＤＮＡ自動合成装置は
、例えばＰｏｌｙｇｅｎ社、ＡＢＩ社、Ａｐｐｌｉｅｄ　ＢｉｏＳｙｓｔｅｍｓ社などか
ら市販されている。
【０５０４】
　あるいは、本発明のポリヌクレオチドは、ｃＤＮＡクローニング法によって作製するこ
ともできる。ｃＤＮＡクローニング技術は、例えばｍｉｃｒｏＲＮＡ　Ｃｌｏｎｉｎｇ　
Ｋｉｔ　Ｗａｋｏなどを利用できる。
【０５０５】
　ここで、配列番号１～１９４及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列からな
るポリヌクレオチドを検出するための核酸プローブ及びプライマーの配列は、ｍｉＲＮＡ
又はその前駆体としては生体内に存在していない。例えば、配列番号１１及び配列番号７
８で表される塩基配列は、配列番号２０５で表される前駆体から生成されるが、この前駆
体は図１に示すようなヘアピン様構造を有しており、配列番号１１及び配列番号７８で表
される塩基配列は互いにミスマッチ配列を有している。同様に、配列番号１１又は配列番
号７８で表される塩基配列に対する、完全に相補的な塩基配列が生体内で自然に生成され
ることはない。このため、配列番号１～１９４及び６０６～６１４のいずれかで表される
塩基配列を検出するための核酸プローブ及びプライマーは生体内に存在しない人工的な塩
基配列を有することになる。
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【０５０６】
３．大腸がん検出用キット又はデバイス
　本発明はまた、大腸がんマーカーである標的核酸を測定するための、本発明において核
酸プローブ又はプライマーとして使用可能なポリヌクレオチド（これには、変異体、断片
、又は誘導体を含みうる。以下、検出用ポリヌクレオチドと称することがある。）の１つ
又は複数を含む大腸がん検出用キット又はデバイスを提供する。
【０５０７】
　本発明における大腸がんマーカーである標的核酸は、好ましくは以下の群１から選択さ
れる：
ｍｉＲ－６７２６－５ｐ、ｍｉＲ－４２５７、ｍｉＲ－６７８７－５ｐ、ｍｉＲ－６７８
０ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－３１３１、ｍｉＲ－７１０８－５ｐ、ｍｉＲ－１３４３－３ｐ、ｍ
ｉＲ－１２４７－３ｐ、ｍｉＲ－４６５１、ｍｉＲ－６７５７－５ｐ、ｍｉＲ－３６７９
－５ｐ、ｍｉＲ－７６４１、ｍｉＲ－６７４６－５ｐ、ｍｉＲ－８０７２、ｍｉＲ－６７
４１－５ｐ、ｍｉＲ－１９０８－５ｐ、ｍｉＲ－６８５７－５ｐ、ｍｉＲ－４７４６－３
ｐ、ｍｉＲ－７４４－５ｐ、ｍｉＲ－４７９２、ｍｉＲ－５６４、ｍｉＲ－６７９１－５
ｐ、ｍｉＲ－６８２５－５ｐ、ｍｉＲ－６８２６－５ｐ、ｍｉＲ－４６６５－３ｐ、ｍｉ
Ｒ－４４６７、ｍｉＲ－３１８８、ｍｉＲ－６１２５、ｍｉＲ－６７５６－５ｐ、ｍｉＲ
－１２２８－３ｐ、ｍｉＲ－８０６３、ｍｉＲ－８０６９、ｍｉＲ－６８７５－５ｐ、ｍ
ｉＲ－３１８５、ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－６８８７－５ｐ、ｍｉＲ－１２８
－１－５ｐ、ｍｉＲ－６７２４－５ｐ、ｍｉＲ－１９１４－３ｐ、ｍｉＲ－１２２５－５
ｐ、ｍｉＲ－４４１９ｂ、ｍｉＲ－７１１０－５ｐ、ｍｉＲ－１８７－５ｐ、ｍｉＲ－３
１８４－５ｐ、ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｍｉＲ－５５７２、ｍｉＲ－６７２９－５ｐ、ｍ
ｉＲ－６１５－５ｐ、ｍｉＲ－６７４９－５ｐ、ｍｉＲ－６５１５－３ｐ、ｍｉＲ－３９
３７、ｍｉＲ－６８４０－３ｐ、ｍｉＲ－６８９３－５ｐ、ｍｉＲ－４７２８－５ｐ、ｍ
ｉＲ－６７１７－５ｐ、ｍｉＲ－７１１３－３ｐ、ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｍｉＲ－６
４２ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－７１０９－５ｐ、ｍｉＲ－６８４２－５ｐ、ｍｉＲ－４４４２、
ｍｉＲ－４４３３－３ｐ、ｍｉＲ－４７０７－５ｐ、ｍｉＲ－６１２６、ｍｉＲ－４４４
９、ｍｉＲ－４７０６、ｍｉＲ－１９１３、ｍｉＲ－６０２、ｍｉＲ－９３９－５ｐ、ｍ
ｉＲ－４６９５－５ｐ、ｍｉＲ－７１１、ｍｉＲ－６８１６－５ｐ、ｍｉＲ－４６３２－
５ｐ、ｍｉＲ－６７２１－５ｐ、ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｍｉＲ－６１３２、ｍｉＲ－
８８７－３ｐ、ｍｉＲ－３６７９－３ｐ、ｍｉＲ－６７８４－５ｐ、ｍｉＲ－１２４９、
ｍｉＲ－９３７－５ｐ、ｍｉＲ－５１９５－３ｐ、ｍｉＲ－６７３２－５ｐ、ｍｉＲ－４
４１７、ｍｉＲ－４２８１、ｍｉＲ－４７３４、ｍｉＲ－６７６６－３ｐ、ｍｉＲ－６６
３ａ、ｍｉＲ－４５１３、ｍｉＲ－６７８１－５ｐ、ｍｉＲ－１２２７－５ｐ、ｍｉＲ－
６８４５－５ｐ、ｍｉＲ－６７９８－５ｐ、ｍｉＲ－３６２０－５ｐ、ｍｉＲ－１９１５
－５ｐ、ｍｉＲ－４２９４、ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐ、ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐ、ｍｉＲ
－９４０、ｍｉＲ－４４５０、ｍｉＲ－４７２３－５ｐ、ｍｉＲ－１４６９、ｍｉＲ－６
８６１－５ｐ、ｍｉＲ－７９７５、ｍｉＲ－６８７９－５ｐ、ｍｉＲ－６８０２－５ｐ、
ｍｉＲ－１２６８ｂ、ｍｉＲ－６６３ｂ、ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐ、ｍｉＲ－２８６１、
ｍｉＲ－６０８８、ｍｉＲ－４７５８－５ｐ、ｍｉＲ－２９６－３ｐ、ｍｉＲ－６７３８
－５ｐ、ｍｉＲ－６７１－５ｐ、ｍｉＲ－４４５４、ｍｉＲ－４５１６、ｍｉＲ－７８４
５－５ｐ、ｍｉＲ－４７４１、ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－６７９５－５ｐ、ｍｉＲ
－６８０５－３ｐ、ｍｉＲ－４７２５－３ｐ、ｍｉＲ－６７８２－５ｐ、ｍｉＲ－４６８
８、ｍｉＲ－６８５０－５ｐ、ｍｉＲ－６７７７－５ｐ、ｍｉＲ－６７８５－５ｐ、ｍｉ
Ｒ－７１０６－５ｐ、ｍｉＲ－３６６３－３ｐ、ｍｉＲ－６１３１、ｍｉＲ－１９１５－
３ｐ、ｍｉＲ－４５３２、ｍｉＲ－６８２０－５ｐ、ｍｉＲ－４６８９、ｍｉＲ－４６３
８－５ｐ、ｍｉＲ－３６５６、ｍｉＲ－３６２１、ｍｉＲ－６７６９ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－
１４９－３ｐ、ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－３１３５ｂ、ｍｉＲ－６８４８－５ｐ、
ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ、ｍｉＲ－４３２７、ｍｉＲ－６７６５－３ｐ、ｍｉＲ－６７
１６－５ｐ、ｍｉＲ－６８７７－５ｐ、ｍｉＲ－６７２７－５ｐ、ｍｉＲ－４５３４、ｍ
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ｉＲ－６１４、ｍｉＲ－１２０２、ｍｉＲ－５７５、ｍｉＲ－６８７０－５ｐ、ｍｉＲ－
６７２２－３ｐ、ｍｉＲ－７９７７、ｍｉＲ－４６４９－５ｐ、ｍｉＲ－４６７５、ｍｉ
Ｒ－６０７５、ｍｉＲ－６７７９－５ｐ、ｍｉＲ－４２７１、ｍｉＲ－３１９６、ｍｉＲ
－６８０３－５ｐ、ｍｉＲ－６７８９－５ｐ、ｍｉＲ－４６４８、ｍｉＲ－４５０８、ｍ
ｉＲ－４７４９－５ｐ、ｍｉＲ－４５０５、ｍｉＲ－５６９８、ｍｉＲ－１１９９－５ｐ
、ｍｉＲ－４７６３－３ｐ、ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｍｉＲ－３１９５、ｍｉＲ－７１
８、ｍｉＲ－３１７８、ｍｉＲ－６３８、ｍｉＲ－４４９７、ｍｉＲ－６０８５、ｍｉＲ
－６７５２－５ｐ及びｍｉＲ－１３５ａ－３ｐ。
【０５０８】
　場合により測定に使用しうる追加の標的核酸は、以下の群２から選択される：ｍｉＲ－
１２３１、ｍｉＲ－１２３３－５ｐ、ｍｉＲ－１５０－３ｐ、ｍｉＲ－１２２５－３ｐ、
ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐ、ｍｉＲ－４２３－５ｐ、ｍｉＲ－１２６８ａ、ｍｉＲ－１２
８－２－５ｐ及びｍｉＲ－２４－３ｐ。
【０５０９】
　場合によりさらに測定に使用しうる追加の標的核酸は、以下の群３から選択される：ｍ
ｉＲ－４６９７－５ｐ、ｍｉＲ－３１９７、ｍｉＲ－６７５－５ｐ、ｍｉＲ－４４８６、
ｍｉＲ－７１０７－５ｐ、ｍｉＲ－２３ａ－３ｐ、ｍｉＲ－４６６７－５ｐ、ｍｉＲ－４
５１ａ、ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｍｉＲ－８０５９、ｍｉＲ－６８１３－５ｐ、ｍｉＲ
－４４９２、ｍｉＲ－４４７６、及びｍｉＲ－６０９０。
【０５１０】
　本発明のキット又はデバイスは、上記の大腸がんマーカーである標的核酸と特異的に結
合可能な核酸、好ましくは、上記２に記載の核酸プローブ又はプライマー、具体的には上
記２に記載したポリヌクレオチド類から選択される１又は複数のポリヌクレオチド又はそ
の変異体等を含む。
【０５１１】
　具体的には、本発明のキット又はデバイスは、配列番号１～１７１及び６０６～６１４
のいずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、
を含む（もしくは、からなる）ポリヌクレオチド、その相補的配列を含む（もしくは、か
らなる）ポリヌクレオチド、それらのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハイ
ブリダイズするポリヌクレオチド、又はそれらのポリヌクレオチド配列の１５以上の連続
した塩基を含む変異体又は断片、を少なくとも１つ以上含むことができる。
【０５１２】
　本発明のキット又はデバイスはさらに、配列番号１７２～１８０のいずれかで表される
塩基配列、もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、を含む（もしくは、か
らなる）ポリヌクレオチド、その相補的配列を含む（もしくは、からなる）ポリヌクレオ
チド、それらのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハイブリダイズするポリヌ
クレオチド、又はそれらのポリヌクレオチド配列の１５以上の連続した塩基を含む変異体
又は断片、を１つ以上含むことができる。
【０５１３】
　本発明のキット又はデバイスはさらに、配列番号１８１～１９４のいずれかで表される
塩基配列、もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、を含む（もしくは、か
らなる）ポリヌクレオチド、その相補的配列を含む（もしくは、からなる）ポリヌクレオ
チド、それらのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハイブリダイズするポリヌ
クレオチド、又はそれらのポリヌクレオチド配列の１５以上の連続した塩基を含む変異体
又は断片、を１つ以上含むことができる。
【０５１４】
　本発明のキット又はデバイスに含むことができる断片は、例えば下記の（１）～（３）
からなる群より選択される１つ以上、好ましくは２つ以上のポリヌクレオチドである。
（１）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列においてｕ
がｔである塩基配列又はその相補的配列において、１５以上の連続した塩基を含むポリヌ



(111) JP 6778107 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

クレオチド。
（２）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列においてｕがｔである塩基
配列又はその相補的配列において、１５以上の連続した塩基を含むポリヌクレオチド。
（３）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列においてｕがｔである塩基
配列又はその相補的配列において、１５以上の連続した塩基を含むポリヌクレオチド。
【０５１５】
　好ましい実施形態では、前記ポリヌクレオチドが、配列番号１～１７１及び６０６～６
１４のいずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配
列、からなるポリヌクレオチド、その相補的配列からなるポリヌクレオチド、それらのポ
リヌクレオチドとストリンジェントな条件でハイブリダイズするポリヌクレオチド、又は
それらの１５以上、好ましくは１７以上、より好ましくは１９以上の連続した塩基を含む
変異体である。
【０５１６】
　また、好ましい実施形態では、前記ポリヌクレオチドが、配列番号１７２～１８０のい
ずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、から
なるポリヌクレオチド、その相補的配列からなるポリヌクレオチド、それらのポリヌクレ
オチドとストリンジェントな条件でハイブリダイズするポリヌクレオチド、又はそれらの
１５以上、好ましくは１７以上、より好ましくは１９以上の連続した塩基を含む変異体で
ある。
【０５１７】
　また、好ましい実施形態では、前記ポリヌクレオチドが、配列番号１８１～１９４のい
ずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、から
なるポリヌクレオチド、その相補的配列からなるポリヌクレオチド、それらのポリヌクレ
オチドとストリンジェントな条件でハイブリダイズするポリヌクレオチド、又はそれらの
１５以上、好ましくは１７以上、より好ましくは１９以上の連続した塩基を含む変異体で
ある。
【０５１８】
　好ましい実施形態では、前記断片は、１５以上、好ましくは１７以上、より好ましくは
１９以上の連続した塩基を含むポリヌクレオチドであることができる。
【０５１９】
　本発明において、ポリヌクレオチドの断片のサイズは、各ポリヌクレオチドの塩基配列
において、例えば、連続する１５から配列の全塩基数未満、１７から配列の全塩基数未満
、１９から配列の全塩基数未満などの範囲の塩基数である。
【０５２０】
　本発明のキット又はデバイスを構成する上記のポリヌクレオチドの組み合わせとしては
、具体的には表１に示される配列番号（表中のｍｉＲＮＡマーカーに対応する、配列番号
１～１９４及び６０６～６１４）に表される塩基配列からなる上記のポリヌクレオチドを
１個、２個、３個、４個、５個、６個、７個、８個、９個、１０個又はそれ以上の個数を
組み合わせた場合を挙げることができるが、それらはあくまでも例示であり、他の種々の
可能な組み合わせのすべてが本発明に包含されるものとする。
【０５２１】
　例えば、本発明において大腸がんと健常体を判別するためのキット又はデバイスを構成
する上記の組合せとしては、表１に示される配列番号に表される塩基配列からなる上記の
ポリヌクレオチドを２個以上組み合わせることが望ましく、通常では２個の組み合わせで
充分な性能を得ることができる。
【０５２２】
　具体的に大腸がんと健常体を判別するための塩基配列若しくはその相補的配列からなる
ポリヌクレオチドの２個の組み合わせとして、配列番号１～１９４及び６０６～６１４に
表される塩基配列からなる上記のポリヌクレオチドで構成される２個の組み合わせのうち
、新規に見出された配列番号１～１７１で表される塩基配列からなるポリヌクレオチドを
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少なくとも１つ以上含む組み合わせが好ましい。更に具体的には、配列番号１～１９４及
び６０６～６１４に表される塩基配列からなるポリヌクレオチドの組み合わせのうち、配
列番号５、１５、２４、３２、３８、４５、５５、６４、９６、９７、１６２に表される
塩基配列からなるポリヌクレオチドを少なくとも１つ含む組み合わせがより好ましい。
【０５２３】
　また、大腸がんを健常体だけではなく他のがんとも判別できるがん種特異性のあるポリ
ヌクレオチドの組み合わせとして、例えば配列番号５、１３、１５、２４、３２、３８、
４１、４５、５５、５７、６４、７２、７５、７７、９６、９７、１１５、１６２、１６
３、１７３、１８９、６０６、６０７、６０８、６０９、６１０、６１１、６１２、６１
３及び６１４のポリヌクレオチドからなる群（以降、本群を「がん種特異性ポリヌクレオ
チド群１」とする）から選択される少なくとも１つのポリヌクレオチドと、その他の配列
番号のポリヌクレオチドとの複数個の組み合わせが好ましい。
【０５２４】
　更に、大腸がんを健常体だけではなく他のがんとも判別できるがん種特異性のあるポリ
ヌクレオチドの組み合わせとして、がん種特異性ポリヌクレオチド群１から選択される複
数個のポリヌクレオチドの組み合わせがより好ましい。
【０５２５】
　更に、大腸がんを健常体だけではなく他のがんとも判別できるがん種特異性のあるポリ
ヌクレオチドの組み合わせとして、がん種特異性ポリヌクレオチド群１から選択される複
数個のポリヌクレオチドの組み合わせのうち、がん種特異性ポリヌクレオチド群１に含ま
れる、配列番号５、４５、５７、９６及び６０６のポリヌクレオチからなる群（以降、本
群を「がん種特異性ポリヌクレオチド群２」とする）から選択されるポリヌクレオチドを
少なくとも１つ以上含む組み合わせがより好ましい。
【０５２６】
　上記のがん種特異性のあるポリヌクレオチドの組み合わせの個数としては、１個、２個
、３個、４個、５個、６個、7個、８個、９個、１０個又はそれ以上の個数を組み合わせ
が可能であるが、より好ましくは６個以上の組み合わせであり、通常では５個又は６個の
組み合わせで充分な性能を得ることができる。
【０５２７】
　以下に、非限定的に、配列番号５で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなる
ポリヌクレオチドとがん種特異性ポリヌクレオチド群１から選択される４つ又は５つのポ
リヌクレオチドの配列番号で表される配列番号で表される塩基配列もしくはその相補的配
列からなるポリヌクレオチドとの組み合わせを例示する。
【０５２８】
（１）配列番号５、４５、５７、７５、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１、
ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７
８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の組み合わせ
（２）配列番号５、４５、９６、６０６、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１
、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３
６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の組み合わせ
（３）配列番号５、４５、５７、９７、１１５、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６４２ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の
組み合わせ
（４）配列番号５、４５、５７、９７、１６２、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６４２ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の組み
合わせ
（５）配列番号５、４５、５７、１６２、６０７、６１３（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－
３１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－
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ｍｉＲ－３１９６、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５２－５ｐ）の組
み合わせ
（６）配列番号５、４５、５７、９７、６０７、６１２（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６４２ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５）の組み
合わせ
（７）配列番号５、１３、４５、５７、６０６、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）
の組み合わせ
（８）配列番号５、４５、９６、１８９、６０６、６０８（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－
３１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ
－３９４０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８）の組み
合わせ
（９）配列番号５、４５、５７、９６、１８９、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ）
の組み合わせ
（１０）配列番号５、２４、４５、５７、９６、６０８（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８）の組み合
わせ
（１１）配列番号５、４５、５７、１６２、６０７、６１０（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ
－３１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－３１９６、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６３８）の組み合わ
せ
（１２）配列番号５、４５、５７、１８９、６０６、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ
－３１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９
５）の組み合わせ
【０５２９】
　更に、非限定的に、配列番号４５で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなる
ポリヌクレオチドとがん種特異性ポリヌクレオチド群１から選択される４つ又は５つのポ
リヌクレオチドの配列番号で表される配列番号で表される塩基配列もしくはその相補的配
列からなるポリヌクレオチドとの組み合わせを例示する。
【０５３０】
（１）配列番号５、４５、９６、６０６、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１
、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３
６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の組み合わせ
（２）配列番号５、４５、５７、７５、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１、
ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７
８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の組み合わせ
（３）配列番号５、４５、５７、７５、６０６、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）
の組み合わせ
（４）配列番号５、４５、５７、７７、６０７、６１３（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－８８７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５２－５ｐ）の
組み合わせ
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（５）配列番号５、４５、５７、９７、６０６、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６４２ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）
の組み合わせ
（６）配列番号５、４５、５７、７５、７７、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１
３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－８８７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の組
み合わせ
（７）配列番号５、３２、４５、５７、９６、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１
３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４
６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ）の組み合
わせ
（８）配列番号５、２４、４５、５７、９６、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１
３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ）の
組み合わせ
（９）配列番号５、４５、５７、９６、１６２、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ）の組み
合わせ
（１０）配列番号５、１５、４５、７５、９６、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ）
の組み合わせ
（１１）配列番号５、３２、４５、５７、１６２、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－
３１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の組み合わ
せ
（１２）配列番号３８、４５、９６、６０６、６０８、６１１（マーカー：ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７２４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７）の
組み合わせ
【０５３１】
　更に、非限定的に、配列番号５７で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなる
ポリヌクレオチドとがん種特異性ポリヌクレオチド群１から選択される４つ又は５つのポ
リヌクレオチドの配列番号で表される配列番号で表される塩基配列もしくはその相補的配
列からなるポリヌクレオチドとの組み合わせを例示する。
【０５３２】
（１）配列番号２４、４１、５７、４５、９６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４）の組み合わせ
（２）配列番号５、４５、５７、６０７、６１２（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１
、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－
３１９５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５）の組み合わせ
（３）配列番号５、４５、５７、６０６、６０７、６０８（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－
３１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８）の組み
合わせ
（４）配列番号５、１３、４５、５７、７５、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１
３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
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Ｒ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の
組み合わせ
（５）配列番号５、４５、５７、６４、７５、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１
３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６１２６、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の組み合
わせ
（６）配列番号５、４５、５５、５７、６０７、６１３（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１７－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５２－５ｐ）
の組み合わせ
（７）配列番号５、４５、５５、５７、７５、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１
３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の
組み合わせ
（８）配列番号５、３８、４５、５７、９６、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１
３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の組み合
わせ
（９）配列番号５、４５、５７、７５、１６２、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の組み
合わせ
（１０）配列番号５、４５、５７、７５、１６２、６０９（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－
３１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１７８）の組
み合わせ
（１１）配列番号５、４５、５７、６４、９６、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６１２６、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の組み合わせ
（１２）配列番号５７、６４、９６、６０６、６０８、６１１（マーカー：ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７）の組み
合わせ
【０５３３】
　更に、非限定的に、配列番号９６で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなる
ポリヌクレオチドとがん種特異性ポリヌクレオチド群１から選択される４つ又は５つのポ
リヌクレオチドの配列番号で表される配列番号で表される塩基配列もしくはその相補的配
列からなるポリヌクレオチドとの組み合わせを例示する。
【０５３４】
（１）配列番号３８、９６、６０６、６０８、６１１（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－６７
２４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－７１８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７）の組み合わせ
（２）配列番号５、４５、５７、９６、６０７（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１、
ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４
２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５）の組み合わせ
（３）配列番号３８、７２、９６、６０６、６０８、６１１（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ
－６７２４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７）の
組み合わせ
（４）配列番号３２、３８、９６、６０６、６０８、６１１（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ
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－８０６９、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７）の組み合
わせ
（５）配列番号３８、９６、１６３、６０６、６０８、６１１（マーカー：ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７２４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０３－５ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７）
の組み合わせ
（６）配列番号６４、７２、９６、１６２、６０９、６１１（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ
－６１２６、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－３１９６、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１７８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９７）の組み合わせ
（７）配列番号３８、６４、９６、１６３、６０６、６０８（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ
－６７２４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８０３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１８）の
組み合わせ
（８）配列番号５、４５、５７、７５、９６、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１
３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ）の
組み合わせ
（９）配列番号５、１５、４５、５７、９６、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１
３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ）の
組み合わせ
（１０）配列番号５、４１、４５、５７、９６、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ）の組
み合わせ
（１１）配列番号５、４１、４５、９６、１８９、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－
３１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ）の
組み合わせ
（１２）配列番号５、４５、７５、９６、１８９、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－
３１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ
）の組み合わせ
【０５３５】
　更に、非限定的に、配列番号６０６で表される塩基配列もしくはその相補的配列からな
るポリヌクレオチドとがん種特異性ポリヌクレオチド群１から選択される３つのポリヌク
レオチドの配列番号で表される配列番号で表される塩基配列もしくはその相補的配列から
なるポリヌクレオチドとの組み合わせを例示する。
【０５３６】
（１）配列番号５、２４、４５、９６、１８９、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ）
の組み合わせ
（２）配列番号５、１５、４５、９６、１８９、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ）
の組み合わせ
（３）配列番号５、４５、９６、１８９、６０６、６１３（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－
３１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ
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－３９４０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５２－５ｐ
）の組み合わせ
（４）配列番号５、４５、７２、９６、１８９、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８１６－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ）
の組み合わせ
（５）配列番号５、１５、３２、４５、９６、６０６（マーカー：ｈｓａ－ｍｉＲ－３１
３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９、ｈｓａ－ｍｉＲ－
２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８３６－３ｐ）の組み合
わせ
【０５３７】
　本発明のキット又はデバイスには、上で説明した本発明におけるポリヌクレオチド（こ
れには、変異体、断片又は誘導体を包含しうる。）に加えて、大腸がん検出を可能とする
既知のポリヌクレオチド又は将来見出されるであろうポリヌクレオチドも含めることがで
きる。
【０５３８】
　本発明のキットには、上で説明した本発明におけるポリヌクレオチドに加えて、ＣＥＡ
やＣＡ１９－９などの公知の大腸がん検査用マーカーを測定するための抗体も含めること
ができる。
【０５３９】
　本発明のキットに含まれる上記ポリヌクレオチドは、個別に又は任意に組み合わせて異
なる容器に包装されうる。
【０５４０】
　本発明のキットには、体液、細胞又は組織から核酸（例えばｔｏｔａｌ　ＲＮＡ）を抽
出するためのキット、標識用蛍光物質、核酸増幅用酵素及び培地、使用説明書、などを含
めることができる。
【０５４１】
　本発明のデバイスは、上で説明した本発明におけるポリヌクレオチドなどの核酸が、例
えば、固相に結合又は付着されたがんマーカー測定のためのデバイスである。固相の材質
の例は、プラスチック、紙、ガラス、シリコン、などであり、加工のしやすさから、好ま
しい固相の材質はプラスチックである。固相の形状は、任意であり、例えば方形、丸形、
短冊形、フィルム形などである。本発明のデバイスには、例えば、ハイブリダイゼーショ
ン技術による測定のためのデバイスが含まれ、具体的にはブロッティングデバイス、核酸
アレイ（例えばマイクロアレイ、ＤＮＡチップ、ＲＮＡチップなど）などが例示される。
【０５４２】
　核酸アレイ技術は、必要に応じてＬリジンコートやアミノ基、カルボキシル基などの官
能基導入などの表面処理が施された固相の表面に、スポッター又はアレイヤーと呼ばれる
高密度分注機を用いて核酸をスポットする方法、ノズルより微少な液滴を圧電素子などに
より噴射するインクジェットを用いて核酸を固相に吹き付ける方法、固相上で順次ヌクレ
オチド合成を行う方法などの方法を用いて、上記の核酸を１つずつ結合又は付着させるこ
とによりチップなどのアレイを作製し、このアレイを用いてハイブリダイゼーションを利
用して標的核酸を測定する技術である。
【０５４３】
　本発明のキット又はデバイスは、上記の群１の大腸がんマーカーであるｍｉＲＮＡの少
なくとも１つ以上、好ましくは少なくとも２つ以上、さらに好ましくは少なくとも３つ以
上、最も好ましくは少なくとも５つ以上から全部のポリヌクレオチドのそれぞれと特異的
に結合可能な核酸を含む。本発明のキット又はデバイスはさらに、場合により、上記の群
２の大腸がんマーカーであるｍｉＲＮＡの少なくとも１つ以上、好ましくは少なくとも２
つ以上、さらに好ましくは少なくとも３つ以上、最も好ましくは少なくとも５つ以上から
全部のポリヌクレオチドのそれぞれと特異的に結合可能な核酸を含むことができる。本発
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明のキット又はデバイスはさらに、場合により、上記の群３の大腸がんマーカーであるｍ
ｉＲＮＡの少なくとも１つ以上、好ましくは少なくとも２つ以上、さらに好ましくは少な
くとも３つ以上、最も好ましくは少なくとも５つ以上から全部のポリヌクレオチドのそれ
ぞれと特異的に結合可能な核酸を含むことができる。
【０５４４】
　本発明のキット又はデバイスは、下記４の大腸がんの検出のために使用することができ
る。
【０５４５】
４．大腸がんの検出方法
　本発明はさらに、上記３で説明した本発明のキット又はデバイス（本発明で使用可能な
上記の核酸を含む。）を用いて、検体中の、以下の群：ｍｉＲ－６７２６－５ｐ、ｍｉＲ
－４２５７、ｍｉＲ－６７８７－５ｐ、ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－３１３１、
ｍｉＲ－７１０８－５ｐ、ｍｉＲ－１３４３－３ｐ、ｍｉＲ－１２４７－３ｐ、ｍｉＲ－
４６５１、ｍｉＲ－６７５７－５ｐ、ｍｉＲ－３６７９－５ｐ、ｍｉＲ－７６４１、ｍｉ
Ｒ－６７４６－５ｐ、ｍｉＲ－８０７２、ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｍｉＲ－１９０８－
５ｐ、ｍｉＲ－６８５７－５ｐ、ｍｉＲ－４７４６－３ｐ、ｍｉＲ－７４４－５ｐ、ｍｉ
Ｒ－４７９２、ｍｉＲ－５６４、ｍｉＲ－６７９１－５ｐ、ｍｉＲ－６８２５－５ｐ、ｍ
ｉＲ－６８２６－５ｐ、ｍｉＲ－４６６５－３ｐ、ｍｉＲ－４４６７、ｍｉＲ－３１８８
、ｍｉＲ－６１２５、ｍｉＲ－６７５６－５ｐ、ｍｉＲ－１２２８－３ｐ、ｍｉＲ－８０
６３、ｍｉＲ－８０６９、ｍｉＲ－６８７５－５ｐ、ｍｉＲ－３１８５、ｍｉＲ－４４３
３ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－６８８７－５ｐ、ｍｉＲ－１２８－１－５ｐ、ｍｉＲ－６７２４－
５ｐ、ｍｉＲ－１９１４－３ｐ、ｍｉＲ－１２２５－５ｐ、ｍｉＲ－４４１９ｂ、ｍｉＲ
－７１１０－５ｐ、ｍｉＲ－１８７－５ｐ、ｍｉＲ－３１８４－５ｐ、ｍｉＲ－２０４－
３ｐ、ｍｉＲ－５５７２、ｍｉＲ－６７２９－５ｐ、ｍｉＲ－６１５－５ｐ、ｍｉＲ－６
７４９－５ｐ、ｍｉＲ－６５１５－３ｐ、ｍｉＲ－３９３７、ｍｉＲ－６８４０－３ｐ、
ｍｉＲ－６８９３－５ｐ、ｍｉＲ－４７２８－５ｐ、ｍｉＲ－６７１７－５ｐ、ｍｉＲ－
７１１３－３ｐ、ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－７１０９
－５ｐ、ｍｉＲ－６８４２－５ｐ、ｍｉＲ－４４４２、ｍｉＲ－４４３３－３ｐ、ｍｉＲ
－４７０７－５ｐ、ｍｉＲ－６１２６、ｍｉＲ－４４４９、ｍｉＲ－４７０６、ｍｉＲ－
１９１３、ｍｉＲ－６０２、ｍｉＲ－９３９－５ｐ、ｍｉＲ－４６９５－５ｐ、ｍｉＲ－
７１１、ｍｉＲ－６８１６－５ｐ、ｍｉＲ－４６３２－５ｐ、ｍｉＲ－６７２１－５ｐ、
ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｍｉＲ－６１３２、ｍｉＲ－８８７－３ｐ、ｍｉＲ－３６７９
－３ｐ、ｍｉＲ－６７８４－５ｐ、ｍｉＲ－１２４９、ｍｉＲ－９３７－５ｐ、ｍｉＲ－
５１９５－３ｐ、ｍｉＲ－６７３２－５ｐ、ｍｉＲ－４４１７、ｍｉＲ－４２８１、ｍｉ
Ｒ－４７３４、ｍｉＲ－６７６６－３ｐ、ｍｉＲ－６６３ａ、ｍｉＲ－４５１３、ｍｉＲ
－６７８１－５ｐ、ｍｉＲ－１２２７－５ｐ、ｍｉＲ－６８４５－５ｐ、ｍｉＲ－６７９
８－５ｐ、ｍｉＲ－３６２０－５ｐ、ｍｉＲ－１９１５－５ｐ、ｍｉＲ－４２９４、ｍｉ
Ｒ－６４２ａ－３ｐ、ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐ、ｍｉＲ－９４０、ｍｉＲ－４４５０、ｍ
ｉＲ－４７２３－５ｐ、ｍｉＲ－１４６９、ｍｉＲ－６８６１－５ｐ、ｍｉＲ－７９７５
、ｍｉＲ－６８７９－５ｐ、ｍｉＲ－６８０２－５ｐ、ｍｉＲ－１２６８ｂ、ｍｉＲ－６
６３ｂ、ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐ、ｍｉＲ－２８６１、ｍｉＲ－６０８８、ｍｉＲ－４７
５８－５ｐ、ｍｉＲ－２９６－３ｐ、ｍｉＲ－６７３８－５ｐ、ｍｉＲ－６７１－５ｐ、
ｍｉＲ－４４５４、ｍｉＲ－４５１６、ｍｉＲ－７８４５－５ｐ、ｍｉＲ－４７４１、ｍ
ｉＲ－９２ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－６７９５－５ｐ、ｍｉＲ－６８０５－３ｐ、ｍｉＲ－４７
２５－３ｐ、ｍｉＲ－６７８２－５ｐ、ｍｉＲ－４６８８、ｍｉＲ－６８５０－５ｐ、ｍ
ｉＲ－６７７７－５ｐ、ｍｉＲ－６７８５－５ｐ、ｍｉＲ－７１０６－５ｐ、ｍｉＲ－３
６６３－３ｐ、ｍｉＲ－６１３１、ｍｉＲ－１９１５－３ｐ、ｍｉＲ－４５３２、ｍｉＲ
－６８２０－５ｐ、ｍｉＲ－４６８９、ｍｉＲ－４６３８－５ｐ、ｍｉＲ－３６５６、ｍ
ｉＲ－３６２１、ｍｉＲ－６７６９ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－１４９－３ｐ、ｍｉＲ－２３ｂ－
３ｐ、ｍｉＲ－３１３５ｂ、ｍｉＲ－６８４８－５ｐ、ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ、ｍｉ
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Ｒ－４３２７、ｍｉＲ－６７６５－３ｐ、ｍｉＲ－６７１６－５ｐ、ｍｉＲ－６８７７－
５ｐ、ｍｉＲ－６７２７－５ｐ、ｍｉＲ－４５３４、ｍｉＲ－６１４、ｍｉＲ－１２０２
、ｍｉＲ－５７５、ｍｉＲ－６８７０－５ｐ、ｍｉＲ－６７２２－３ｐ、ｍｉＲ－７９７
７、ｍｉＲ－４６４９－５ｐ、ｍｉＲ－４６７５、ｍｉＲ－６０７５、ｍｉＲ－６７７９
－５ｐ、ｍｉＲ－４２７１、ｍｉＲ－３１９６、ｍｉＲ－６８０３－５ｐ、ｍｉＲ－６７
８９－５ｐ、ｍｉＲ－４６４８、ｍｉＲ－４５０８、ｍｉＲ－４７４９－５ｐ、ｍｉＲ－
４５０５、ｍｉＲ－５６９８、ｍｉＲ－１１９９－５ｐ、ｍｉＲ－４７６３－３ｐ、ｍｉ
Ｒ－６８３６－３ｐ、ｍｉＲ－３１９５、ｍｉＲ－７１８、ｍｉＲ－３１７８、ｍｉＲ－
６３８、ｍｉＲ－４４９７、ｍｉＲ－６０８５、ｍｉＲ－６７５２－５ｐ及びｍｉＲ－１
３５ａ－３ｐから選択される大腸がん由来の遺伝子の発現量、並びに場合により、以下の
群：ｍｉＲ－１２３１、ｍｉＲ－１２３３－５ｐ、ｍｉＲ－１５０－３ｐ、ｍｉＲ－１２
２５－３ｐ、ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐ、ｍｉＲ－４２３－５ｐ、ｍｉＲ－１２６８ａ、
ｍｉＲ－１２８－２－５ｐ及びｍｉＲ－２４－３ｐから選択される大腸がん由来の遺伝子
の発現量、並びに場合により、以下の群：ｍｉＲ－４６９７－５ｐ、ｍｉＲ－３１９７、
ｍｉＲ－６７５－５ｐ、ｍｉＲ－４４８６、ｍｉＲ－７１０７－５ｐ、ｍｉＲ－２３ａ－
３ｐ、ｍｉＲ－４６６７－５ｐ、ｍｉＲ－４５１ａ、ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｍｉＲ－
８０５９、ｍｉＲ－６８１３－５ｐ、ｍｉＲ－４４９２、ｍｉＲ－４４７６、及びｍｉＲ
－６０９０から選択される大腸がん由来の遺伝子の発現量、の１つ以上で表される大腸が
ん由来の遺伝子の発現量、をｉｎ　ｖｉｔｒｏで測定し、さらに、大腸がんの罹患が疑わ
れる被験体と、健常体（非大腸がん患者を含む）とから採取した血液、血清、血漿等の検
体について、検体中の上記遺伝子の発現量と、健常体の対照発現量とを用いて、例えば両
発現量を比較して、当該検体中の標的核酸の発現量に統計学的に有意に差がある場合、被
験体が、大腸がんに罹患していると評価することを含む、大腸がんの検出方法を提供する
。
【０５４６】
　本発明の上記方法は、低侵襲的に、感度及び特異度の高い、がんの早期診断を可能とし
、これにより、早期の治療及び予後の改善をもたらし、さらに、疾病憎悪のモニターや外
科的、放射線療法的、及び化学療法的な治療の有効性のモニターを可能にする。
【０５４７】
　本発明の血液、血清、血漿等の検体から大腸がん由来の遺伝子を抽出する方法では、３
Ｄ－Ｇｅｎｅ（登録商標）ＲＮＡ　ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ　ｒｅａｇｅｎｔ　ｆｒｏｍ　
ｌｉｑｕｉｄ　ｓａｍｐｌｅ　ｋｉｔ（東レ株式会社）中のＲＮＡ抽出用試薬を加えて調
製するのが特に好ましいが、一般的な酸性フェノール法（Ａｃｉｄ　Ｇｕａｎｉｄｉｎｉ
ｕｍ－Ｐｈｅｎｏｌ－Ｃｈｌｏｒｏｆｏｒｍ（ＡＧＰＣ）法）を用いてもよいし、Ｔｒｉ
ｚｏｌ（登録商標）（Ｌｉｆｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ社）用いてもよいし、Ｔｒｉ
ｚｏｌ（ｌｉｆｅ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ社）やＩｓｏｇｅｎ（ニッポンジーン社）
などの酸性フェノールを含むＲＮＡ抽出用試薬を加えて調製してもよい。さらに、ｍｉＲ
Ｎｅａｓｙ（登録商標）Ｍｉｎｉ　Ｋｉｔ（Ｑｉａｇｅｎ社）などのキットを利用できる
が、これらの方法に限定されない。
【０５４８】
　本発明はまた、本発明のキット又はデバイスの、被験体由来の検体中の大腸がん由来の
ｍｉＲＮＡ遺伝子の発現産物のｉｎ　ｖｉｔｒｏでの検出のための使用を提供する。
【０５４９】
　本発明の上記方法において、上記キット又はデバイスは、上で説明したような、本発明
で使用可能なポリヌクレオチドを単一であるいはあらゆる可能な組み合わせで含むものが
使用される。
【０５５０】
　本発明の大腸がんの検出又は（遺伝子）診断において、本発明のキット又はデバイスに
含まれるポリヌクレオチドは、プローブ又はプライマーとして用いることができる。プラ
イマーとして用いる場合には、Ｌｉｆｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ社のＴａｑＭａｎ（
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登録商標）ＭｉｃｒｏＲＮＡ　Ａｓｓａｙｓ、Ｑｉａｇｅｎ社のｍｉＳｃｒｉｐｔ　ＰＣ
Ｒ　Ｓｙｓｔｅｍなどを利用できるが、これらの方法に限定されない。
【０５５１】
　本発明のキット又はデバイスに含まれるポリヌクレオチドは、ノーザンブロット法、サ
ザンブロット法、ｉｎ　ｓｉｔｕ　ハイブリダイゼーション法、ノーザンハイブリダイゼ
ーション法、サザンハイブリダイゼーション法などのハイブリダイゼーション技術、定量
ＲＴ－ＰＣＲ法などの定量増幅技術などの、特定遺伝子を特異的に検出する公知の方法に
おいて、定法に従ってプライマー又はプローブとして利用することができる。測定対象検
体としては、使用する検出方法の種類に応じて、被験体の血液、血清、血漿、尿等の体液
を採取する。あるいは、そのような体液上記の方法によって調製したｔｏｔａｌ　ＲＮＡ
を用いてもよいし、さらに当該ＲＮＡをもとにして調製される、ｃＤＮＡを含む各種のポ
リヌクレオチドを用いてもよい。
【０５５２】
　本発明のキット又はデバイスは、大腸がんの診断又は罹患の有無の検出のために有用で
ある。具体的には、当該キット又はデバイスを使用した大腸がんの検出は、大腸がんの罹
患が疑われる被験体から、血液、血清、血漿、尿等の検体を用いて、当該キット又はデバ
イスに含まれる核酸プローブ又はプライマーで検出される遺伝子の発現量をｉｎ　ｖｉｔ
ｒｏで検出することによって行うことができる。大腸がんの罹患が疑われる被験体の血液
、血清、血漿、尿等の検体中の、配列番号１～１７１及び６０６～６１４の少なくとも１
つ以上で表される塩基配列若しくはその相補的配列、並びに場合により配列番号１７２～
１８０の１つ以上で表される塩基配列若しくはその相補的配列、並びに場合により配列番
号１８１～１９４の１つ以上で表される塩基配列若しくはその相補的配列、からなるポリ
ヌクレオチド（その変異体、断片又は誘導体を包含する。）によって測定される標的ｍｉ
ＲＮＡマーカーの発現量が、健常体の血液、血清、又は血漿、尿等の検体中のそれらの発
現量と比べて統計学的に有意に差がある場合、当該被験体は大腸がんに罹患していると評
価することができる。
【０５５３】
　本発明の方法は、便潜血、直腸診、大腸内視鏡検査に加え、注腸造影検査、ＣＴ検査、
ＭＲＩ検査、骨シンチグラフィ検査などの画像診断法と組み合わせることができる。本発
明の方法は、大腸がんを特異的に検出することが可能であり、大腸がん以外のがんから実
質的に識別することができる。
【０５５４】
　本発明のキット又はデバイスを利用した検体中に大腸がん由来の遺伝子の発現産物が含
まれないこと、又は大腸がん由来の遺伝子の発現産物が含まれること、の検出方法は、被
験体の血液、血清、血漿、尿等の体液を採取して、そこに含まれる標的遺伝子の発現量を
、本発明のポリヌクレオチド群から選ばれた単数又は複数のポリヌクレオチド（変異体、
断片又は誘導体を包含する。）を用いて測定することにより、大腸がんの有無を評価する
又は大腸がんを検出することを含む。また本発明の大腸がんの検出方法を用いて、例えば
大腸がん患者において、該疾患の改善のために治療薬を投与した場合における当該疾患の
改善の有無又は改善の程度を評価又は診断することもできる。
【０５５５】
　本発明の方法は、例えば以下の（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）のステップ：
（ａ）被験体由来の検体を、ｉｎ　ｖｉｔｒｏで、本発明のキット又はデバイス中のポリ
ヌクレオチドと接触させるステップ、
（ｂ）検体中の標的核酸の発現量を、上記ポリヌクレオチドを核酸プローブ又はプライマ
ーとして用いて測定するステップ、
（ｃ）（ｂ）の結果をもとに、当該被験体中の大腸がん（細胞）の存在又は不存在を評価
するステップ、
を含むことができる。
【０５５６】
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　具体的には、本発明は、ｍｉＲ－６７２６－５ｐ、ｍｉＲ－４２５７、ｍｉＲ－６７８
７－５ｐ、ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－３１３１、ｍｉＲ－７１０８－５ｐ、ｍ
ｉＲ－１３４３－３ｐ、ｍｉＲ－１２４７－３ｐ、ｍｉＲ－４６５１、ｍｉＲ－６７５７
－５ｐ、ｍｉＲ－３６７９－５ｐ、ｍｉＲ－７６４１、ｍｉＲ－６７４６－５ｐ、ｍｉＲ
－８０７２、ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｍｉＲ－１９０８－５ｐ、ｍｉＲ－６８５７－５
ｐ、ｍｉＲ－４７４６－３ｐ、ｍｉＲ－７４４－５ｐ、ｍｉＲ－４７９２、ｍｉＲ－５６
４、ｍｉＲ－６７９１－５ｐ、ｍｉＲ－６８２５－５ｐ、ｍｉＲ－６８２６－５ｐ、ｍｉ
Ｒ－４６６５－３ｐ、ｍｉＲ－４４６７、ｍｉＲ－３１８８、ｍｉＲ－６１２５、ｍｉＲ
－６７５６－５ｐ、ｍｉＲ－１２２８－３ｐ、ｍｉＲ－８０６３、ｍｉＲ－８０６９、ｍ
ｉＲ－６８７５－５ｐ、ｍｉＲ－３１８５、ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－６８８
７－５ｐ、ｍｉＲ－１２８－１－５ｐ、ｍｉＲ－６７２４－５ｐ、ｍｉＲ－１９１４－３
ｐ、ｍｉＲ－１２２５－５ｐ、ｍｉＲ－４４１９ｂ、ｍｉＲ－７１１０－５ｐ、ｍｉＲ－
１８７－５ｐ、ｍｉＲ－３１８４－５ｐ、ｍｉＲ－２０４－３ｐ、ｍｉＲ－５５７２、ｍ
ｉＲ－６７２９－５ｐ、ｍｉＲ－６１５－５ｐ、ｍｉＲ－６７４９－５ｐ、ｍｉＲ－６５
１５－３ｐ、ｍｉＲ－３９３７、ｍｉＲ－６８４０－３ｐ、ｍｉＲ－６８９３－５ｐ、ｍ
ｉＲ－４７２８－５ｐ、ｍｉＲ－６７１７－５ｐ、ｍｉＲ－７１１３－３ｐ、ｍｉＲ－４
６６５－５ｐ、ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－７１０９－５ｐ、ｍｉＲ－６８４２－
５ｐ、ｍｉＲ－４４４２、ｍｉＲ－４４３３－３ｐ、ｍｉＲ－４７０７－５ｐ、ｍｉＲ－
６１２６、ｍｉＲ－４４４９、ｍｉＲ－４７０６、ｍｉＲ－１９１３、ｍｉＲ－６０２、
ｍｉＲ－９３９－５ｐ、ｍｉＲ－４６９５－５ｐ、ｍｉＲ－７１１、ｍｉＲ－６８１６－
５ｐ、ｍｉＲ－４６３２－５ｐ、ｍｉＲ－６７２１－５ｐ、ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｍ
ｉＲ－６１３２、ｍｉＲ－８８７－３ｐ、ｍｉＲ－３６７９－３ｐ、ｍｉＲ－６７８４－
５ｐ、ｍｉＲ－１２４９、ｍｉＲ－９３７－５ｐ、ｍｉＲ－５１９５－３ｐ、ｍｉＲ－６
７３２－５ｐ、ｍｉＲ－４４１７、ｍｉＲ－４２８１、ｍｉＲ－４７３４、ｍｉＲ－６７
６６－３ｐ、ｍｉＲ－６６３ａ、ｍｉＲ－４５１３、ｍｉＲ－６７８１－５ｐ、ｍｉＲ－
１２２７－５ｐ、ｍｉＲ－６８４５－５ｐ、ｍｉＲ－６７９８－５ｐ、ｍｉＲ－３６２０
－５ｐ、ｍｉＲ－１９１５－５ｐ、ｍｉＲ－４２９４、ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐ、ｍｉＲ
－３７１ａ－５ｐ、ｍｉＲ－９４０、ｍｉＲ－４４５０、ｍｉＲ－４７２３－５ｐ、ｍｉ
Ｒ－１４６９、ｍｉＲ－６８６１－５ｐ、ｍｉＲ－７９７５、ｍｉＲ－６８７９－５ｐ、
ｍｉＲ－６８０２－５ｐ、ｍｉＲ－１２６８ｂ、ｍｉＲ－６６３ｂ、ｍｉＲ－１２５ａ－
３ｐ、ｍｉＲ－２８６１、ｍｉＲ－６０８８、ｍｉＲ－４７５８－５ｐ、ｍｉＲ－２９６
－３ｐ、ｍｉＲ－６７３８－５ｐ、ｍｉＲ－６７１－５ｐ、ｍｉＲ－４４５４、ｍｉＲ－
４５１６、ｍｉＲ－７８４５－５ｐ、ｍｉＲ－４７４１、ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ、ｍｉＲ
－６７９５－５ｐ、ｍｉＲ－６８０５－３ｐ、ｍｉＲ－４７２５－３ｐ、ｍｉＲ－６７８
２－５ｐ、ｍｉＲ－４６８８、ｍｉＲ－６８５０－５ｐ、ｍｉＲ－６７７７－５ｐ、ｍｉ
Ｒ－６７８５－５ｐ、ｍｉＲ－７１０６－５ｐ、ｍｉＲ－３６６３－３ｐ、ｍｉＲ－６１
３１、ｍｉＲ－１９１５－３ｐ、ｍｉＲ－４５３２、ｍｉＲ－６８２０－５ｐ、ｍｉＲ－
４６８９、ｍｉＲ－４６３８－５ｐ、ｍｉＲ－３６５６、ｍｉＲ－３６２１、ｍｉＲ－６
７６９ｂ－５ｐ、ｍｉＲ－１４９－３ｐ、ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ、ｍｉＲ－３１３５ｂ、
ｍｉＲ－６８４８－５ｐ、ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ、ｍｉＲ－４３２７、ｍｉＲ－６７
６５－３ｐ、ｍｉＲ－６７１６－５ｐ、ｍｉＲ－６８７７－５ｐ、ｍｉＲ－６７２７－５
ｐ、ｍｉＲ－４５３４、ｍｉＲ－６１４、ｍｉＲ－１２０２、ｍｉＲ－５７５、ｍｉＲ－
６８７０－５ｐ、ｍｉＲ－６７２２－３ｐ、ｍｉＲ－７９７７、ｍｉＲ－４６４９－５ｐ
、ｍｉＲ－４６７５、ｍｉＲ－６０７５、ｍｉＲ－６７７９－５ｐ、ｍｉＲ－４２７１、
ｍｉＲ－３１９６、ｍｉＲ－６８０３－５ｐ、ｍｉＲ－６７８９－５ｐ、ｍｉＲ－４６４
８、ｍｉＲ－４５０８、ｍｉＲ－４７４９－５ｐ、ｍｉＲ－４５０５、ｍｉＲ－５６９８
、ｍｉＲ－１１９９－５ｐ及びｍｉＲ－４７６３－３ｐ、ｍｉＲ－６８３６－３ｐ、ｍｉ
Ｒ－３１９５、ｍｉＲ－７１８、ｍｉＲ－３１７８、ｍｉＲ－６３８、ｍｉＲ－４４９７
、ｍｉＲ－６０８５、ｍｉＲ－６７５２－５ｐ及びｍｉＲ－１３５ａ－３ｐからなる群か
ら選択される少なくとも１つ以上、好ましくは少なくとも２つ以上のポリヌクレオチドと



(122) JP 6778107 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

特異的に結合可能な核酸を用いて、被験体の検体における標的核酸の発現量を測定し、該
測定された発現量と、同様に測定された健常体の対照発現量とを用いて被験体が大腸がん
に罹患していること、又は大腸がんに罹患していないことをｉｎ　ｖｉｔｒｏで評価する
ことを含む、大腸がんの検出方法を提供する。
【０５５７】
　本明細書において「評価」するとは、医師による判定ではなく、ｉｎ　ｖｉｔｒｏでの
検査による結果に基づいた評価支援である。
【０５５８】
　上記のとおり、本発明の好ましい実施形態の方法において、標的核酸は、具体的には、
ｍｉＲ－６７２６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－５ｐであり、ｍｉＲ－４２５７が
ｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７であり、ｍｉＲ－６７８７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８７
－５ｐであり、ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐであり、
ｍｉＲ－３１３１がｈｓａ－ｍｉＲ－３１３１であり、ｍｉＲ－７１０８－５ｐがｈｓａ
－ｍｉＲ－７１０８－５ｐであり、ｍｉＲ－１３４３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１３４３
－３ｐであり、ｍｉＲ－１２４７－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２４７－３ｐであり、ｍｉ
Ｒ－４６５１がｈｓａ－ｍｉＲ－４６５１であり、ｍｉＲ－６７５７－５ｐがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７５７－５ｐであり、ｍｉＲ－３６７９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－５
ｐであり、ｍｉＲ－７６４１がｈｓａ－ｍｉＲ－７６４１であり、ｍｉＲ－６７４６－５
ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７４６－５ｐであり、ｍｉＲ－８０７２がｈｓａ－ｍｉＲ－８０
７２であり、ｍｉＲ－６７４１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１－５ｐであり、ｍｉＲ
－１９０８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１９０８－５ｐであり、ｍｉＲ－６８５７－５ｐが
ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５７－５ｐであり、ｍｉＲ－４７４６－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４
７４６－３ｐであり、ｍｉＲ－７４４－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７４４－５ｐであり、ｍ
ｉＲ－４７９２がｈｓａ－ｍｉＲ－４７９２であり、ｍｉＲ－５６４がｈｓａ－ｍｉＲ－
５６４であり、ｍｉＲ－６７９１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７９１－５ｐであり、ｍｉ
Ｒ－６８２５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８２５－５ｐであり、ｍｉＲ－６８２６－５ｐ
がｈｓａ－ｍｉＲ－６８２６－５ｐであり、ｍｉＲ－４６６５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－
４６６５－３ｐであり、ｍｉＲ－４４６７がｈｓａ－ｍｉＲ－４４６７であり、ｍｉＲ－
３１８８がｈｓａ－ｍｉＲ－３１８８であり、ｍｉＲ－６１２５がｈｓａ－ｍｉＲ－６１
２５であり、ｍｉＲ－６７５６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７５６－５ｐであり、ｍｉＲ
－１２２８－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２８－３ｐであり、ｍｉＲ－８０６３がｈｓａ
－ｍｉＲ－８０６３であり、ｍｉＲ－８０６９がｈｓａ－ｍｉＲ－８０６９であり、ｍｉ
Ｒ－６８７５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７５－５ｐであり、ｍｉＲ－３１８５がｈｓ
ａ－ｍｉＲ－３１８５であり、ｍｉＲ－４４３３ｂ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３ｂ
－３ｐであり、ｍｉＲ－６８８７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８８７－５ｐであり、ｍｉ
Ｒ－１２８－１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－１－５ｐであり、ｍｉＲ－６７２４－
５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐであり、ｍｉＲ－１９１４－３ｐがｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１９１４－３ｐであり、ｍｉＲ－１２２５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２５－５ｐ
であり、ｍｉＲ－４４１９ｂがｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂであり、ｍｉＲ－７１１０－
５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１１０－５ｐであり、ｍｉＲ－１８７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ
－１８７－５ｐであり、ｍｉＲ－３１８４－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３１８４－５ｐであ
り、ｍｉＲ－２０４－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２０４－３ｐであり、ｍｉＲ－５５７２が
ｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２であり、ｍｉＲ－６７２９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２９
－５ｐであり、ｍｉＲ－６１５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６１５－５ｐであり、ｍｉＲ－
６７４９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７４９－５ｐであり、ｍｉＲ－６５１５－３ｐがｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６５１５－３ｐであり、ｍｉＲ－３９３７がｈｓａ－ｍｉＲ－３９３７で
あり、ｍｉＲ－６８４０－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８４０－３ｐであり、ｍｉＲ－６８
９３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８９３－５ｐであり、ｍｉＲ－４７２８－５ｐがｈｓａ
－ｍｉＲ－４７２８－５ｐであり、ｍｉＲ－６７１７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７１７
－５ｐであり、ｍｉＲ－７１１３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１１３－３ｐであり、ｍｉ
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Ｒ－４６６５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐであり、ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐ
がｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ｂ－３ｐであり、ｍｉＲ－７１０９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－
７１０９－５ｐであり、ｍｉＲ－６８４２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８４２－５ｐであ
り、ｍｉＲ－４４４２がｈｓａ－ｍｉＲ－４４４２であり、ｍｉＲ－４４３３－３ｐがｈ
ｓａ－ｍｉＲ－４４３３－３ｐであり、ｍｉＲ－４７０７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７
０７－５ｐであり、ｍｉＲ－６１２６がｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６であり、ｍｉＲ－４４
４９がｈｓａ－ｍｉＲ－４４４９であり、ｍｉＲ－４７０６がｈｓａ－ｍｉＲ－４７０６
であり、ｍｉＲ－１９１３がｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３であり、ｍｉＲ－６０２がｈｓａ
－ｍｉＲ－６０２であり、ｍｉＲ－９３９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－９３９－５ｐであり
、ｍｉＲ－４６９５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６９５－５ｐであり、ｍｉＲ－７１１が
ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１であり、ｍｉＲ－６８１６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８１６－
５ｐであり、ｍｉＲ－４６３２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６３２－５ｐであり、ｍｉＲ
－６７２１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１－５ｐであり、ｍｉＲ－７８４７－３ｐが
ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐであり、ｍｉＲ－６１３２がｈｓａ－ｍｉＲ－６１３２
であり、ｍｉＲ－８８７－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－８８７－３ｐであり、ｍｉＲ－３６７
９－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－３ｐであり、ｍｉＲ－６７８４－５ｐがｈｓａ－
ｍｉＲ－６７８４－５ｐであり、ｍｉＲ－１２４９がｈｓａ－ｍｉＲ－１２４９であり、
ｍｉＲ－９３７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－９３７－５ｐであり、ｍｉＲ－５１９５－３ｐ
がｈｓａ－ｍｉＲ－５１９５－３ｐであり、ｍｉＲ－６７３２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－
６７３２－５ｐであり、ｍｉＲ－４４１７がｈｓａ－ｍｉＲ－４４１７であり、ｍｉＲ－
４２８１がｈｓａ－ｍｉＲ－４２８１であり、ｍｉＲ－４７３４がｈｓａ－ｍｉＲ－４７
３４であり、ｍｉＲ－６７６６－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７６６－３ｐであり、ｍｉＲ
－６６３ａがｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ａであり、ｍｉＲ－４５１３がｈｓａ－ｍｉＲ－４
５１３であり、ｍｉＲ－６７８１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８１－５ｐであり、ｍｉ
Ｒ－１２２７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２２７－５ｐであり、ｍｉＲ－６８４５－５ｐ
がｈｓａ－ｍｉＲ－６８４５－５ｐであり、ｍｉＲ－６７９８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－
６７９８－５ｐであり、ｍｉＲ－３６２０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６２０－５ｐであ
り、ｍｉＲ－１９１５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－５ｐであり、ｍｉＲ－４２９
４がｈｓａ－ｍｉＲ－４２９４であり、ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６４
２ａ－３ｐであり、ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐであり、
ｍｉＲ－９４０がｈｓａ－ｍｉＲ－９４０であり、ｍｉＲ－４４５０がｈｓａ－ｍｉＲ－
４４５０であり、ｍｉＲ－４７２３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７２３－５ｐであり、ｍ
ｉＲ－１４６９がｈｓａ－ｍｉＲ－１４６９であり、ｍｉＲ－６８６１－５ｐがｈｓａ－
ｍｉＲ－６８６１－５ｐであり、ｍｉＲ－７９７５がｈｓａ－ｍｉＲ－７９７５であり、
ｍｉＲ－６８７９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７９－５ｐであり、ｍｉＲ－６８０２－
５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８０２－５ｐであり、ｍｉＲ－１２６８ｂがｈｓａ－ｍｉＲ－
１２６８ｂであり、ｍｉＲ－６６３ｂがｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂであり、ｍｉＲ－１２
５ａ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐであり、ｍｉＲ－２８６１がｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－２８６１であり、ｍｉＲ－６０８８がｈｓａ－ｍｉＲ－６０８８であり、ｍｉＲ－４
７５８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７５８－５ｐであり、ｍｉＲ－２９６－３ｐがｈｓａ
－ｍｉＲ－２９６－３ｐであり、ｍｉＲ－６７３８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７３８－
５ｐであり、ｍｉＲ－６７１－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７１－５ｐであり、ｍｉＲ－４
４５４がｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４であり、ｍｉＲ－４５１６がｈｓａ－ｍｉＲ－４５１
６であり、ｍｉＲ－７８４５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７８４５－５ｐであり、ｍｉＲ－
４７４１がｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１であり、ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－
９２ｂ－５ｐであり、ｍｉＲ－６７９５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７９５－５ｐであり
、ｍｉＲ－６８０５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８０５－３ｐであり、ｍｉＲ－４７２５
－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７２５－３ｐであり、ｍｉＲ－６７８２－５ｐがｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６７８２－５ｐであり、ｍｉＲ－４６８８がｈｓａ－ｍｉＲ－４６８８であり、ｍ
ｉＲ－６８５０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８５０－５ｐであり、ｍｉＲ－６７７７－５
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ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７７７－５ｐであり、ｍｉＲ－６７８５－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ
－６７８５－５ｐであり、ｍｉＲ－７１０６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１０６－５ｐで
あり、ｍｉＲ－３６６３－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３６６３－３ｐであり、ｍｉＲ－６１
３１がｈｓａ－ｍｉＲ－６１３１であり、ｍｉＲ－１９１５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１
９１５－３ｐであり、ｍｉＲ－４５３２がｈｓａ－ｍｉＲ－４５３２であり、ｍｉＲ－６
８２０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８２０－５ｐであり、ｍｉＲ－４６８９がｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４６８９であり、ｍｉＲ－４６３８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６３８－５ｐであ
り、ｍｉＲ－３６５６がｈｓａ－ｍｉＲ－３６５６であり、ｍｉＲ－３６２１がｈｓａ－
ｍｉＲ－３６２１であり、ｍｉＲ－６７６９ｂ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ｂ－５
ｐであり、ｍｉＲ－１４９－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１４９－３ｐであり、ｍｉＲ－２３
ｂ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐであり、ｍｉＲ－３１３５ｂがｈｓａ－ｍｉＲ
－３１３５ｂであり、ｍｉＲ－６８４８－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８４８－５ｐであり
、ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐであり、ｍｉＲ－４３
２７がｈｓａ－ｍｉＲ－４３２７であり、ｍｉＲ－６７６５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６
７６５－３ｐであり、ｍｉＲ－６７１６－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７１６－５ｐであり
、ｍｉＲ－６８７７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７７－５ｐであり、ｍｉＲ－６７２７
－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２７－５ｐであり、ｍｉＲ－４５３４がｈｓａ－ｍｉＲ－
４５３４であり、ｍｉＲ－６１４がｈｓａ－ｍｉＲ－６１４であり、ｍｉＲ－１２０２が
ｈｓａ－ｍｉＲ－１２０２であり、ｍｉＲ－５７５がｈｓａ－ｍｉＲ－５７５であり、ｍ
ｉＲ－６８７０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８７０－５ｐであり、ｍｉＲ－６７２２－３
ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７２２－３ｐであり、ｍｉＲ－７９７７がｈｓａ－ｍｉＲ－７９
７７であり、ｍｉＲ－４６４９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６４９－５ｐであり、ｍｉＲ
－４６７５がｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５であり、ｍｉＲ－６０７５がｈｓａ－ｍｉＲ－６
０７５であり、ｍｉＲ－６７７９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７７９－５ｐであり、ｍｉ
Ｒ－４２７１がｈｓａ－ｍｉＲ－４２７１であり、ｍｉＲ－３１９６がｈｓａ－ｍｉＲ－
３１９６であり、ｍｉＲ－６８０３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８０３－５ｐであり、ｍ
ｉＲ－６７８９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７８９－５ｐであり、ｍｉＲ－４６４８がｈ
ｓａ－ｍｉＲ－４６４８であり、ｍｉＲ－４５０８がｈｓａ－ｍｉＲ－４５０８であり、
ｍｉＲ－４７４９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７４９－５ｐであり、ｍｉＲ－４５０５が
ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５であり、ｍｉＲ－５６９８がｈｓａ－ｍｉＲ－５６９８であり
、ｍｉＲ－１１９９－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１１９９－５ｐであり、ｍｉＲ－４７６３
－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４７６３－３ｐ、ｍｉＲ－６８３６－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－
６８３６－３ｐであり、ｍｉＲ－３１９５がｈｓａ－ｍｉＲ－３１９５であり、ｍｉＲ－
７１８がｈｓａ－ｍｉＲ－７１８であり、ｍｉＲ－３１７８がｈｓａ－ｍｉＲ－３１７８
であり、ｍｉＲ－６３８がｈｓａ－ｍｉＲ－６３８であり、ｍｉＲ－４４９７がｈｓａ－
ｍｉＲ－４４９７であり、ｍｉＲ－６０８５がｈｓａ－ｍｉＲ－６０８５であり、
ｍｉＲ－６７５２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７５２－５ｐであり、及び、ｍｉＲ－１３
５ａ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１３５ａ－３ｐである。
【０５５９】
　また、本発明の方法の好ましい実施形態において、具体的には、核酸（具体的には、プ
ローブ又はプライマー）が、下記の（ａ）～（ｅ）に示すポリヌクレオチド：
（ａ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列、もしくは
当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、からなるポリヌクレオチド、その変異体、
その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｂ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列を含むポリ
ヌクレオチド、
（ｃ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列、もしくは
当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオ
チド、その変異体、その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｄ）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列、もしくは
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当該塩基配列においてｕがｔである塩基配列、に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチ
ド、及び
（ｅ）前記（ａ）～（ｄ）のいずれかのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハ
イブリダイズするポリヌクレオチド、
からなる群から選択される。
【０５６０】
　本発明の方法ではさらに、ｍｉＲ－１２３１、ｍｉＲ－１２３３－５ｐ、ｍｉＲ－１５
０－３ｐ、ｍｉＲ－１２２５－３ｐ、ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐ、ｍｉＲ－４２３－５ｐ
、ｍｉＲ－１２６８ａ、ｍｉＲ－１２８－２－５ｐ及びｍｉＲ－２４－３ｐからなる群か
ら選択される少なくとも１つ以上のポリヌクレオチドと特異的に結合可能な核酸を用いる
ことができる。
【０５６１】
　そのような核酸は、具体的には、ｍｉＲ－１２３１がｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１であり
、ｍｉＲ－１２３３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１２３３－５ｐであり、ｍｉＲ－１５０－
３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－１５０－３ｐであり、ｍｉＲ－１２２５－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ
－１２２５－３ｐであり、ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－５
ｐであり、ｍｉＲ－４２３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４２３－５ｐであり、ｍｉＲ－１２
６８ａがｈｓａ－ｍｉＲ－１２６８ａであり、ｍｉＲ－１２８－２－５ｐがｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１２８－２－５ｐであり、及び、ｍｉＲ－２４－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２４－３ｐ
である。
【０５６２】
　さらに、好ましい実施形態では、具体的には、そのような核酸は、下記の（ｆ）～（ｊ
）に示すポリヌクレオチド：
（ｆ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列に
おいてｕがｔである塩基配列、からなるポリヌクレオチド、その変異体、その誘導体、又
は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｇ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列を含むポリヌクレオチド、
（ｈ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列に
おいてｕがｔである塩基配列、に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異
体、その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｉ）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列に
おいてｕがｔである塩基配列、に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチド、及び
（ｊ）前記（ｆ）～（ｉ）のいずれかのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハ
イブリダイズするポリヌクレオチド、
からなる群から選択される。
【０５６３】
　本発明の方法における核酸ではさらに、ｍｉＲ－４６９７－５ｐ、ｍｉＲ－３１９７、
ｍｉＲ－６７５－５ｐ、ｍｉＲ－４４８６、ｍｉＲ－７１０７－５ｐ、ｍｉＲ－２３ａ－
３ｐ、ｍｉＲ－４６６７－５ｐ、ｍｉＲ－４５１ａ、ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｍｉＲ－
８０５９、ｍｉＲ－６８１３－５ｐ、ｍｉＲ－４４９２、ｍｉＲ－４４７６及びｍｉＲ－
６０９０からなる群から選択される少なくとも１つ以上のポリヌクレオチドと特異的に結
合可能な核酸を用いることができる。
【０５６４】
　そのような核酸は、具体的には、ｍｉＲ－４６９７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－４６９７
－５ｐであり、ｍｉＲ－３１９７がｈｓａ－ｍｉＲ－３１９７であり、ｍｉＲ－６７５－
５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６７５－５ｐであり、ｍｉＲ－４４８６がｈｓａ－ｍｉＲ－４４
８６であり、ｍｉＲ－７１０７－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－７１０７－５ｐであり、ｍｉＲ
－２３ａ－３ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－２３ａ－３ｐであり、ｍｉＲ－４６６７－５ｐがｈｓ
ａ－ｍｉＲ－４６６７－５ｐであり、ｍｉＲ－４５１ａがｈｓａ－ｍｉＲ－４５１ａであ
り、ｍｉＲ－３９４０－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐであり、ｍｉＲ－８０５
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９がｈｓａ－ｍｉＲ－８０５９であり、ｍｉＲ－６８１３－５ｐがｈｓａ－ｍｉＲ－６８
１３－５ｐであり、ｍｉＲ－４４９２がｈｓａ－ｍｉＲ－４４９２であり、ｍｉＲ－４４
７６がｈｓａ－ｍｉＲ－４４７６であり、及び、ｍｉＲ－６０９０がｈｓａ－ｍｉＲ－６
０９０である。
【０５６５】
　さらに、好ましい実施形態では、具体的には、そのような核酸は、下記の（ｋ）～（ｏ
）に示すポリヌクレオチド：
（ｋ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列に
おいてｕがｔである塩基配列、からなるポリヌクレオチド、その変異体、その誘導体、又
は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｌ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列を含むポリヌクレオチド、
（ｍ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列に
おいてｕがｔである塩基配列、に相補的な塩基配列からなるポリヌクレオチド、その変異
体、その誘導体、又は１５以上の連続した塩基を含むその断片、
（ｎ）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列、もしくは当該塩基配列に
おいてｕがｔである塩基配列、に相補的な塩基配列を含むポリヌクレオチド、及び
（ｏ）前記（ｋ）～（ｎ）のいずれかのポリヌクレオチドとストリンジェントな条件でハ
イブリダイズするポリヌクレオチド、
からなる群から選択されるポリヌクレオチドである。
【０５６６】
　本発明方法で用いられる検体としては、被験体の生体組織（好ましくは、大腸組織）、
血液、血清、血漿、尿等の体液など、から調製される検体を挙げることができる。具体的
には、当該組織から調製されるＲＮＡ含有検体、それからさらに調製されるポリヌクレオ
チドを含む検体、血液、血清、血漿、尿等の体液、被験体の生体組織の一部又は全部をバ
イオプシーなどで採取するか、手術によって摘出した生体組織、などであり、これらから
、測定のための検体を調製することができる。
【０５６７】
　本明細書で被験体とは、哺乳動物、例えば非限定的にヒト、サル、マウス、ラットなど
を指し、好ましくはヒトである。
【０５６８】
　本発明の方法は、測定対象として用いる検体の種類に応じてステップを変更することが
できる。
【０５６９】
　測定対象物としてＲＮＡを利用する場合、大腸がん（細胞）の検出は、例えば下記のス
テップ（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）：
（ａ）被験体の検体から調製されたＲＮＡ又はそれから転写された相補的ポリヌクレオチ
ド（ｃＤＮＡ）を、本発明のキット又はデバイス中のポリヌクレオチドと結合させるステ
ップ、
（ｂ）当該ポリヌクレオチドに結合した検体由来のＲＮＡ又は当該ＲＮＡから合成された
ｃＤＮＡを、上記ポリヌクレオチドを核酸プローブとして用いるハイブリダイゼーション
によって、あるいは、上記ポリヌクレオチドをプライマーとして用いる定量ＲＴ－ＰＣＲ
によって測定するステップ、
（ｃ）上記（ｂ）の測定結果に基づいて、大腸がん（由来の遺伝子の発現）の存在又は不
存在を評価するステップ、
を含むことができる。
【０５７０】
　本発明によって大腸がん（由来の遺伝子の発現）をｉｎ　ｖｉｔｒｏで検出、検査、評
価又は診断するために、例えば種々のハイブリダイゼーション法を使用することができる
。このようなハイブリダイゼーション法には、例えばノーザンブロット法、サザンブロッ
ト法、ＲＴ－ＰＣＲ法、ＤＮＡチップ解析法、ｉｎ　ｓｉｔｕハイブリダイゼーション法
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、ノーザンハイブリダイゼーション法、サザンハイブリダイゼーション法などを使用する
ことができる。
【０５７１】
　ノーザンブロット法を利用する場合は、本発明で使用可能な上記核酸プローブを用いる
ことによって、ＲＮＡ中の各遺伝子発現の有無やその発現量を検出、測定することができ
る。具体的には、核酸プローブ（相補鎖）を放射性同位元素（３２Ｐ、３３Ｐ、３５Ｓな
ど）や蛍光物質などで標識し、それを常法にしたがってナイロンメンブレンなどにトラン
スファーした被検者の生体組織由来のＲＮＡとハイブリダイズさせたのち、形成されたＤ
ＮＡ／ＲＮＡ二重鎖の標識物（放射性同位元素又は蛍光物質）に由来するシグナルを放射
線検出器（ＢＡＳ－１８００ＩＩ（富士写真フィルム株式会社）、などを例示できる）又
は蛍光検出器（ＳＴＯＲＭ　８６５（ＧＥヘルスケア社）、などを例示できる）で検出、
測定する方法を例示することができる。
【０５７２】
　定量ＲＴ―ＰＣＲ法を利用する場合には、本発明で使用可能な上記プライマーを用いる
ことによって、ＲＮＡ中の遺伝子発現の有無やその発現量を検出、測定することができる
。具体的には、被検体の生体組織由来のＲＮＡから常法にしたがってｃＤＮＡを調製して
、これを鋳型として標的の各遺伝子の領域が増幅できるように、本発明の１対のプライマ
ー（上記ｃＤＮＡに結合する正鎖と逆鎖からなる）をｃＤＮＡとハイブリダイズさせて常
法によりＰＣＲ法を行い、得られた二本鎖ＤＮＡを検出する方法を例示することができる
。なお、二本鎖ＤＮＡの検出法としては、上記ＰＣＲをあらかじめ放射性同位元素や蛍光
物質で標識しておいたプライマーを用いて行う方法、ＰＣＲ産物をアガロースゲルで電気
泳動し、エチジウムブロマイドなどで二本鎖ＤＮＡを染色して検出する方法、産生された
二本鎖ＤＮＡを常法にしたがってナイロンメンブレンなどにトランスファーさせ、標識し
た核酸プローブとハイブリダイズさせて検出する方法を含むことができる。
【０５７３】
　核酸アレイ解析を利用する場合は、本発明の核酸プローブ（一本鎖又は二本鎖）を基板
（固相）に貼り付けたＲＮＡチップ又はＤＮＡチップを用いる。核酸プローブを貼り付け
た領域をプローブスポット、核酸プローブを貼り付けていない領域をブランクスポットと
称する。遺伝子群を基板に固相化したものには、一般に核酸チップ、核酸アレイ、マイク
ロアレイなどという名称があり、ＤＮＡ又はＲＮＡアレイには、ＤＮＡ又はＲＮＡマクロ
アレイとＤＮＡ又はＲＮＡマイクロアレイが包含されるが、本明細書ではチップといった
場合、それら全てを包含するものとする。ＤＮＡチップとしては３Ｄ－Ｇｅｎｅ（登録商
標）Ｈｕｍａｎ　ｍｉＲＮＡ　Ｏｌｉｇｏ　ｃｈｉｐ（東レ株式会社）を用いることがで
きるが、これに限られない。
【０５７４】
　ＤＮＡチップの測定は、限定されないが、例えば核酸プローブの標識物に由来するシグ
ナルを画像検出器（Ｔｙｐｈｏｏｎ　９４１０（ＧＥヘルスケア社）、３Ｄ－Ｇｅｎｅ（
登録商標）スキャナー（東レ株式会社）などを例示できる）で検出、測定する方法を例示
することができる。
【０５７５】
　本明細書中で使用する「ストリンジェントな条件」とは、上述のように核酸プローブが
他の配列に対するよりも大きな程度（例えばバックグラウンド測定値の平均＋バックグラ
ウンド測定値の標準誤差×２以上の測定値）で、その標的配列に対してハイブリダイズす
る条件である。
【０５７６】
　ストリンジェントな条件はハイブリダイゼーションとその後の洗浄の条件によって、規
定される。そのハイブリダイゼーションの条件は、限定されないが、例えば３０℃～６０
℃で、ＳＳＣ、界面活性剤、ホルムアミド、デキストラン硫酸塩、ブロッキング剤などを
含む溶液中で１～２４時間の条件とする。ここで、１×ＳＳＣは、１５０ｍＭ塩化ナトリ
ウム及び１５ｍＭクエン酸ナトリウムを含む水溶液（ｐＨ７．０）であり、界面活性剤は
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ＳＤＳ（ドデシル硫酸ナトリウム）、Ｔｒｉｔｏｎ、又はＴｗｅｅｎなどを含む。ハイブ
リダイゼーション条件としては、より好ましくは３～１０×ＳＳＣ、０．１～１％ＳＤＳ
を含む。ストリンジェントな条件を規定するもうひとつの条件である、ハイブリダイゼー
ション後の洗浄条件としては、例えば、３０℃の０．５×ＳＳＣと０．１％ＳＤＳを含む
溶液、及び３０℃の０．２×ＳＳＣと０．１％ＳＤＳを含む溶液、及び３０℃の０．０５
×ＳＳＣ溶液による連続した洗浄などの条件を挙げることができる。相補鎖はかかる条件
で洗浄しても対象とする正鎖とハイブリダイズ状態を維持するものであることが望ましい
。具体的にはこのような相補鎖として、対象の正鎖の塩基配列と完全に相補的な関係にあ
る塩基配列からなる鎖、並びに当該鎖と少なくとも８０％、好ましくは少なくとも８５％
、より好ましくは少なくとも９０％又は少なくとも９５％、例えば少なくとも９８％又は
少なくとも９９％の同一性を有する塩基配列からなる鎖を例示することができる。
【０５７７】
　これらのハイブリダイゼーションにおける「ストリンジェントな条件」の他の例につい
ては、例えばＳａｍｂｒｏｏｋ，Ｊ．＆Ｒｕｓｓｅｌ，Ｄ．著、Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｃ
ｌｏｎｉｎｇ，Ａ　ＬＡＢＯＲＡＴＯＲＹ　ＭＡＮＵＡＬ、Ｃｏｌｄ　Ｓｐｒｉｎｇ　Ｈ
ａｒｂｏｒ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ　Ｐｒｅｓｓ、２００１年１月１５日発行、の第１巻
７．４２～７．４５、第２巻８．９～８．１７などに記載されており、本発明において利
用できる。
【０５７８】
　本発明のキット中のポリヌクレオチド断片をプライマーとしてＰＣＲを実施する際の条
件の例としては、例えば１０ｍＭ　Ｔｒｉｓ－ＨＣＬ（ｐＨ８．３）、５０ｍＭ　ＫＣＬ
、１～２ｍＭ　ＭｇＣｌ２などの組成のＰＣＲバッファーを用い、当該プライマーの配列
から計算されたＴｍ値＋５～１０℃において１５秒から１分程度処理することなどが挙げ
られる。かかるＴｍ値の計算方法としてＴｍ値＝２×（アデニン残基数＋チミン残基数）
＋４×（グアニン残基数＋シトシン残基数）などが挙げられる。
【０５７９】
　また、定量ＲＴ－ＰＣＲ法を用いる場合には、ＴａｑＭａｎ（登録商標）ＭｉｃｒｏＲ
ＮＡ　Ａｓｓａｙｓ（Ｌｉｆｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ社）：ＬＮＡ（登録商標）－
ｂａｓｅｄ　ＭｉｃｒｏＲＮＡ　ＰＣＲ（Ｅｘｉｑｏｎ社）：Ｎｃｏｄｅ（登録商標）ｍ
ｉＲＮＡ　ｑＲＴ－ＰＣＴ　キット（ｉｎｖｉｔｒｏｇｅｎ社）などの、ｍｉＲＮＡを定
量的に測定するために特別に工夫された市販の測定用キットを用いてもよい。
【０５８０】
　遺伝子発現量の算出には、限定されないが、例えばＳｔａｔｉｓｔｉｃａｌ　ａｎａｌ
ｙｓｉｓ　ｏｆ　ｇｅｎｅ　ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｍｉｃｒｏａｒｒａｙ　ｄａｔａ（
Ｓｐｅｅｄ　Ｔ．著、Ｃｈａｐｍａｎ　ａｎｄ　Ｈａｌｌ／ＣＲＣ）、及びＡ　ｂｅｇｉ
ｎｎｅｒ’ｓ　ｇｕｉｄｅ　Ｍｉｃｒｏａｒｒａｙ　ｇｅｎｅ　ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎ　
ｄａｔａ　ａｎａｌｙｓｉｓ（Ｃａｕｓｔｏｎ　Ｈ．Ｃ．ら著、Ｂｌａｃｋｗｅｌｌ　ｐ
ｕｂｌｉｓｈｉｎｇ）などに記載された統計学的処理を、本発明において利用できる。例
えばＤＮＡチップ上のブランクスポットの測定値の平均値に、ブランクスポットの測定値
の標準偏差の２倍、好ましくは３倍、より好ましくは６倍を加算し、その値以上のシグナ
ル値を有するプローブスポットを検出スポットとみなすことができる。さらに、ブランク
スポットの測定値の平均値をバックグラウンドとみなし、プローブスポットの測定値から
減算し、遺伝子発現量とすることができる。遺伝子発現量の欠損値については、解析対象
から除外するか、好ましくは各ＤＮＡチップにおける遺伝子発現量の最小値で置換するか
、より好ましくは遺伝子発現量の最小値の対数値から０．１を減算した値、で置換するこ
とができる。さらに、低シグナルの遺伝子を除去するために、測定サンプル数の２０％以
上、好ましくは５０％以上、より好ましくは８０％以上において２の６乗、好ましくは２
の８乗、より好ましくは２の１０乗以上の遺伝子発現量を有する遺伝子のみを解析対象と
して選択することができる。遺伝子発現量の正規化（ノーマライゼーション）としては、
限定されないが、例えばｇｌｏｂａｌ　ｎｏｒｍａｌｉｚａｔｉｏｎやｑｕａｎｔｉｌｅ
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　ｎｏｒｍａｌｉｚａｔｉｏｎ（Ｂｏｌｓｔａｄ，Ｂ．Ｍ．ら、２００３年、Ｂｉｏｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｃｓ、１９巻、ｐ１８５－１９３）、などが挙げられる。
【０５８１】
　本発明はまた、本発明の検出用ポリヌクレオチド、キット、デバイス（例えばチップ）
、又はそれらの組み合わせを用いて、被験体由来の検体中の標的遺伝子又は遺伝子の発現
量を測定し、大腸がん患者由来の検体と健常体由来の検体の遺伝子発現量を教師サンプル
として判別式（判別関数）を作成し、検体が大腸がん由来の遺伝子を含むこと及び／又は
含まないことを決定又は評価する方法を提供する。
【０５８２】
　すなわち、本発明はさらに、本発明の検出用ポリヌクレオチド、キット、デバイス（例
えばチップ）、又はそれらの組み合わせを用いて、検体が大腸がん由来の遺伝子を含むこ
と／又は大腸がん由来の遺伝子を含まないことを決定又は評価することが既知の複数の検
体中の標的遺伝子（標的核酸）の発現量をｉｎ　ｖｉｔｒｏで測定する第１のステップ、
前記第１のステップで得られた当該標的遺伝子の発現量の測定値を教師サンプルとした判
別式を作成する第２のステップ、被験体由来の検体中の当該標的遺伝子の発現量を第１の
ステップと同様にｉｎ　ｖｉｔｒｏで測定する第３のステップ、前記第２のステップで得
られた判別式に第３のステップで得られた当該標的遺伝子の発現量の測定値を代入し、当
該判別式から得られた結果に基づいて、検体が大腸がん由来の遺伝子を含むこと／又は大
腸がん由来の遺伝子を含まないことを決定又は評価する第４のステップを含み、ここで、
当該標的遺伝子が当該ポリヌクレオチド、キット又はデバイス（例えばチップ）に含まれ
る検出用ポリヌクレオチドによって検出可能なものである、方法を提供する。ここで、フ
ィッシャーの判別分析、マハラノビス距離による非線形判別分析、ニューラルネットワー
ク、Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｖｅｃｔｏｒ　Ｍａｃｈｉｎｅ（ＳＶＭ）などを用いて判別式を作
成できるが、これらに限定されない。
【０５８３】
　線形判別分析は群分けの境界が直線あるいは超平面である場合、式１を判別式として用
いて群の所属を判別する方法である。ここで、ｘは説明変数、ｗは説明変数の係数、ｗ０
は定数項とする。
【０５８４】
【数１】

【０５８５】
　判別式で得られた値を判別得点と呼び、新たに与えられたデータセットの測定値を説明
変数として当該判別式に代入し、判別得点の符号で群分けを判別することができる。
【０５８６】
　線形判別分析の一種であるフィッシャーの判別分析はクラス判別を行うのに適した次元
を選択するための次元削減法であり、合成変数の分散に着目して、同じラベルを持つデー
タの分散を最小化することで識別力の高い合成変数を構成する（Ｖｅｎａｂｌｅｓ，Ｗ．
Ｎ．ら著、Ｍｏｄｅｒｎ　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ　ｗｉｔｈ　Ｓ．Ｆｏ
ｕｒｔｈ　ｅｄｉｔｉｏｎ．Ｓｐｒｉｎｇｅｒ．、２００２年）。フィッシャーの判別分
析では式２を最大にするような射影方向ｗを求める。ここで、μは入力の平均、ｎｇはク
ラスｇに属するデータ数、μｇはクラスｇに属するデータの入力の平均とする。分子・分
母はそれぞれデータをベクトルｗの方向に射影したときのクラス間分散、クラス内分散と
なっており、この比を最大化することで判別式係数ｗｉを求める（金森敬文ら著、「パタ
ーン認識」、共立出版（２００９年）、Ｒｉｃｈａｒｄ　Ｏ．ら著、Ｐａｔｔｅｒｎ　Ｃ
ｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｃｏｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ．、Ｗｉｌｅｙ－Ｉｎｔｅ
ｒｓｃｉｅｎｃｅ、２０００年）。
【０５８７】
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【数２】

【０５８８】
　マハラノビス距離はデータの相関を考慮した式３で算出され、各群からのマハラノビス
距離の近い群を所属群として判別する非線形判別分析として用いることができる。ここで
、μは各群の中心ベクトル、Ｓ－１はその群の分散共分散行列の逆行列である。中心ベク
トルは説明変数ｘから算出され、平均ベクトルや中央値ベクトルなどを用いることができ
る。
【０５８９】
【数３】

【０５９０】
　ＳＶＭとはＶ．Ｖａｐｎｉｋが考案した判別分析法である（Ｔｈｅ　Ｎａｔｕｒｅ　ｏ
ｆ　Ｓｔａｔｉｓｔｉｃａｌ　Ｌｅａｎｉｎｇ　Ｔｈｅｏｒｙ、Ｓｐｒｉｎｇｅｒ、１９
９５年）。分類すべき群分けが既知のデータセットの特定のデータ項目を説明変数、分類
すべき群分けを目的変数として、当該データセットを既知の群分けに正しく分類するため
の超平面と呼ばれる境界面を決定し、当該境界面を用いてデータを分類する判別式を決定
する。そして当該判別式は、新たに与えられるデータセットの測定値を説明変数として当
該判別式に代入することにより、群分けを判別することができる。また、このときの判別
結果は分類すべき群でも良く、分類すべき群に分類されうる確率でも良く、超平面からの
距離でも良い。ＳＶＭでは非線形な問題に対応するための方法として、特徴ベクトルを高
次元へ非線形変換し、その空間で線形の識別を行う方法が知られている。非線形に写像し
た空間での二つの要素の内積がそれぞれのもとの空間での入力のみで表現されるような式
のことをカーネルと呼び、カーネルの一例としてリニアカーネル、ＲＢＦ（Ｒａｄｉａｌ
　Ｂａｓｉｓ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）カーネル、ガウシアンカーネルを挙げることができる
。カーネルによって高次元に写像しながら、実際には写像された空間での特徴の計算を避
けてカーネルの計算のみで最適な判別式、すなわち判別式を構成することができる（例え
ば、麻生英樹ら著、統計科学のフロンテイア６「パターン認識と学習の統計学　新しい概
念と手法」、岩波書店（２００４年）、Ｎｅｌｌｏ　Ｃｒｉｓｔｉａｎｉｎｉら著、ＳＶ
Ｍ入門、共立出版（２００８年））。
【０５９１】
　ＳＶＭ法の一種であるＣ－ｓｕｐｐｏｒｔ　ｖｅｃｔｏｒ　ｃｌａｓｓｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎ（Ｃ－ＳＶＣ）は、２群の説明変数で学習を行って超平面を作成し、未知のデータセ
ットがどちらの群に分類されるかを判別する（Ｃ．Ｃｏｒｔｅｓら、１９９５年、Ｍａｃ
ｈｉｎｅ　Ｌｅａｒｎｉｎｇ、２０巻、ｐ２７３－２９７）。
【０５９２】
　本発明の方法で使用可能なＣ－ＳＶＣの判別式の算出例を以下に示す。まず全被験体を
大腸がん患者と健常体の２群に群分けする。被験体が大腸がん患者である、又は健常体で
あると判断するには、例えば大腸組織検査を用いることができる。
【０５９３】
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　次に、分けられた２群の血清由来の検体の網羅的遺伝子発現量からなるデータセット（
以下、学習検体群）を用意し、当該２群の間で遺伝子発現量に明確な差が見られる遺伝子
を説明変数、当該群分けを目的変数（例えば－１と＋１）としたＣ－ＳＶＣによる判別式
を決定する。式４は最適化する目的関数であり、ここで、ｅは全ての入力ベクトル、ｙは
目的変数、ａはＬａｇｒａｎｇｅ未定乗数ベクトル、Ｑは正定値行列、Ｃは制約条件を調
整するパラメータを表す。
【０５９４】
【数４】

【０５９５】
　式５は最終的に得られた判別式であり、判別式によって得られた値の符号で所属する群
を決定できる。ここで、ｘはサポートベクトル、ｙは群の所属を示すラベル、ａは対応す
る係数、ｂは定数項、Ｋはカーネル関数である。
【０５９６】

【数５】

【０５９７】
　カーネル関数としては例えば式６で定義されるＲＢＦカーネルを用いることができる。
ここで、ｘはサポートベクトル、γは超平面の複雑さを調整するカーネルパラメータを表
す。
【０５９８】

【数６】

【０５９９】
　これらのほかにも被験体由来の検体が大腸がん由来の標的遺伝子の発現を含むこと及び
／又は含まないことを決定又は評価する、あるいはその発現量を健常体由来の対照と比較
し評価する、方法として、ニューラルネットワーク、ｋ－近傍法、決定木、ロジスティッ
ク回帰分析などの手法を選択することができる。
【０６００】
　本発明の方法は、例えば下記のステップ（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）：
（ａ）大腸がん患者由来の大腸がん由来遺伝子を含む組織及び／又は健常体由来の大腸が
ん由来遺伝子を含まない組織であることが既に知られている検体中の標的遺伝子の発現量
を、本発明による検出用ポリヌクレオチド、キット又はデバイス（例えばＤＮＡチップ）
を用いて測定するステップ、
（ｂ）（ａ）で測定された発現量の測定値から、上記の式１～３、５及び６の判別式を作
成するステップ、
（ｃ）被験体由来の検体中の当該標的遺伝子の発現量を、本発明による検出用ポリヌクレ
オチド、キット又はデバイス（例えばＤＮＡチップ）を用いて測定し、（ｂ）で作成した
判別式に測定値を代入して、得られた結果に基づいて検体が大腸がん由来の標的遺伝子を
含むこと及び／又は含まないことを決定又は評価する、あるいはその発現量を健常体由来
の対照と比較し評価する、ステップ、
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を含むことができる。ここで、式１～３、５及び６の式中のｘは説明変数であり、上記２
節に記載したポリヌクレオチド類から選択されるポリヌクレオチド又はその断片等を測定
することによって得られる値を含み、具体的には本発明の大腸がん患者と健常体を判別す
るための説明変数は、例えば下記の（１）～（３）より選択される遺伝子発現量である。
【０６０１】
（１）配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表される塩基配列又はその相
補的配列において、１５以上の連続した塩基を含むＤＮＡのいずれかによって測定される
大腸がん患者もしくは健常体の血清における遺伝子発現量。
（２）配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列又はその相補的配列におい
て、１５以上の連続した塩基を含むＤＮＡのいずれかによって測定される大腸がん患者も
しくは健常体の血清における遺伝子発現量。
（３）配列番号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列又はその相補的配列におい
て、１５以上の連続した塩基を含むＤＮＡのいずれかによって測定される大腸がん患者も
しくは健常体の血清における遺伝子発現量。
【０６０２】
　以上に示すように、被験体由来の検体が大腸がん由来の遺伝子を含むこと及び／又は含
まないことを決定又は評価する方法として、判別式の作成には、学習検体群から作成した
判別式が必要であり、当該判別式の判別精度を上げるためには、学習検体群中の２群間に
明確な差がある遺伝子を判別式に用いることが必要である。
【０６０３】
　また、判別式の説明変数に用いる遺伝子の決定は、次のように行うことが好ましい。ま
ず、学習検体群である、大腸がん患者群の網羅的遺伝子発現量と健常体群の網羅的遺伝子
発現量をデータセットとし、パラメトリック解析であるｔ検定のＰ値、ノンパラメトリッ
ク解析であるＭａｎｎ－ＷｈｉｔｎｅｙのＵ検定のＰ値、又はＷｉｌｃｏｘｏｎ検定のＰ
値などを利用して、当該２群間における各遺伝子の発現量の差の大きさを求める。
【０６０４】
　検定によって得られたＰ値の危険率（有意水準）が例えば５％、１％又は０．０１％よ
り小さい場合に統計学的に有意とみなすことができる。
【０６０５】
　検定を繰り返し行うことに起因する第一種の過誤の確率の増大を補正するために公知の
方法、例えばボンフェローニ、ホルムなどの方法によって補正することができる（例えば
、永田靖ら著、「統計的多重比較法の基礎」、サイエンティスト社（２００７年））。ボ
ンフェローニ補正を例示すると、例えば検定によって得られたＰ値を検定の繰り返し回数
、即ち、解析に用いる遺伝子数で乗じ、所望の有意水準と比較することにより検定全体で
の第一種の過誤を生じる確率を抑制できる。
【０６０６】
　また、検定ではなく大腸がん患者群の遺伝子発現量と健常体群の遺伝子発現量の間で、
各々の遺伝子発現量の中央値の発現比の絶対値（Ｆｏｌｄ　ｃｈａｎｇｅ）を算出し、判
別式の説明変数に用いる遺伝子を選択してもよい。また、大腸がん患者群と健常体群の遺
伝子発現量を用いてＲＯＣ曲線を作成し、ＡＵＲＯＣ値を基準にして判別式の説明変数に
用いる遺伝子を選択してもよい。
【０６０７】
　次に、ここで求めた遺伝子発現量の差が大きい任意の数の遺伝子を用いて、上記の種々
の方法で算出することができる判別式を作成する。最大の判別精度を得る判別式を構築す
る方法として、例えばＰ値の有意水準を満たした遺伝子のあらゆる組み合わせで判別式を
構築する方法や、判別式を作成するために使用する遺伝子を、遺伝子発現量の差の大きい
順に一つずつ増やしながら繰り返して評価する方法などがある（Ｆｕｒｅｙ　ＴＳ．ら、
２０００年、Ｂｉｏｉｎｆｏｒｍａｔｉｃｓ．、１６巻、ｐ９０６－１４）。この判別式
に対し、別の独立の大腸がん患者もしくは健常体の遺伝子発現量を説明変数に代入して、
この独立の大腸がん患者もしくは健常体について所属する群の判別結果を算出する。すな
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わち、見出した診断用遺伝子セット及び診断用遺伝子セットを用いて構築した判別式を、
独立の検体群で評価することにより、より普遍的な大腸がんを検出することができる診断
用遺伝子セット及び大腸がんを判別する方法を見出すことができる。
【０６０８】
　また、当該判別式の判別性能（汎化性）の評価には、Ｓｐｌｉｔ－ｓａｍｐｌｅ法を用
いることが好ましい。すなわち、データセットを学習検体群とテスト検体群に分割し、学
習検体群で統計学的検定による遺伝子の選択と判別式作成を行い、該判別式でテスト検体
群を判別した結果とテスト検体群が所属する真の群を用いて精度・感度・特異度を算出し
、判別性能を評価する。一方、データセットを分割せずに、全検体を用いて統計学的検定
による遺伝子の選択と判別式作成を行い、新規に用意した検体を該判別式で判別して精度
・感度・特異度を算出し、判別性能を評価することもできる。
【０６０９】
　本発明は、大腸がんの診断及び治療に有用な検出用又は疾患診断用ポリヌクレオチド、
当該ポリヌクレオチドを用いた大腸がんの検出方法、並びに当該ポリヌクレオチドを含む
大腸がんの検出キット及びデバイスを提供する。特に、既存の腫瘍マーカーＣＥＡによる
大腸がん診断法を超える精度を示す診断用遺伝子の選定と判別式の作成を実施するため、
本発明の方法において、例えば、ＣＥＡによって陰性と判断されたにもかかわらず、造影
剤を用いたコンピュータ断層撮影等の精密検査によって最終的に大腸がんが存在すること
が明らかとなった患者由来の血清中の発現遺伝子と、大腸がんが存在しない患者由来の血
清中の発現遺伝子を比較することによって、ＣＥＡを超える精度を示す、診断用遺伝子セ
ット及び判別式を構築できる。
【０６１０】
　例えば、上に記載したような配列番号１～１７１及び６０６～６１４のいずれかで表さ
れる塩基配列若しくはその相補的配列、に基づく１又は２以上の上記ポリヌクレオチド、
並びに場合により、配列番号１７２～１８０のいずれかで表される塩基配列若しくはその
相補的配列、に基づく１又は２以上の上記ポリヌクレオチド、並びに場合により、配列番
号１８１～１９４のいずれかで表される塩基配列若しくはその相補的配列、に基づく１又
は２以上の上記ポリヌクレオチド、からの任意の組み合わせを診断用遺伝子セットとする
。さらに、組織診断の診断結果がクラスＩの大腸がん患者由来の検体と、クラスＩＩの健
常体由来の検体における該診断用遺伝子セットの発現量を用いて判別式を構築する。その
結果、未知の検体の該診断用遺伝子セットの発現量を測定することにより、未知の検体が
大腸がん由来遺伝子を含むこと又は大腸がん由来遺伝子を含まないことを最高で１００％
の精度で見分けることができる。
【実施例】
【０６１１】
　本発明を以下の実施例によってさらに具体的に説明する。しかし、本発明の範囲は、こ
の実施例によって制限されないものとする。
【０６１２】
［参考例１］
＜大腸がん患者と健常体の検体の採取＞
　インフォームドコンセントを得た健常体１００人と大腸がん以外の原発がんが認められ
ていない大腸がん患者３４人（ステージＩが１５例、ステージＩＩＡが６例、ステージＩ
ＩＩＡが４例、ステージＩＩＩＢが６例、ステージＩＩＩＣが２例、ステージＩＶが１例
）からベノジェクトＩＩ真空採血管ＶＰ－ＡＳ１０９Ｋ６０（テルモ株式会社）を用いて
それぞれ血清を採取し、学習検体群とした。同様に、インフォームドコンセントを得た健
常体５０人と大腸がん以外の原発がんが認められていない大腸がん患者１６人（ステージ
Ｉが３例、ステージＩＩＡが４例、ステージＩＩＢが１例、ステージＩＩＩＢが２例、ス
テージＩＩＩＣが２例、ステージＩＶが４例）からベノジェクトＩＩ真空採血管ＶＰ－Ａ
Ｓ１０９Ｋ６０（テルモ株式会社）を用いてそれぞれ血清を採取し、テスト検体群とした
。
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【０６１３】
＜ｔｏｔａｌＲＮＡの抽出＞
　検体として上記学習検体群、テスト検体群合わせて健常体１５０人と大腸がん患者５０
人の合計２００人からそれぞれ得られた血清３００μＬから、３Ｄ－Ｇｅｎｅ（登録商標
）ＲＮＡ　ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ　ｒｅａｇｅｎｔ　ｆｒｏｍ　ｌｉｑｕｉｄ　ｓａｍｐ
ｌｅ　ｋｉｔ（東レ株式会社）中のＲＮＡ抽出用試薬を用いて、同社の定めるプロトコー
ルに従ってｔｏｔａｌ　ＲＮＡを得た。
【０６１４】
＜遺伝子発現量の測定＞
　検体として上記学習検体群、テスト検体群合わせて健常体１５０人と大腸がん患者５０
人の合計２００人の血清から得たｔｏｔａｌ　ＲＮＡに対して、３Ｄ－Ｇｅｎｅ（登録商
標）ｍｉＲＮＡ　Ｌａｂｅｌｉｎｇ　ｋｉｔ（東レ株式会社）を用いて同社が定めるプロ
トコール（ｖｅｒ２．２０）に基づいてｍｉＲＮＡを蛍光標識した。オリゴＤＮＡチップ
として、ｍｉＲＢａｓｅ　ｒｅｌｅａｓｅ　２０に登録されているｍｉＲＮＡの中で、２
，５５５種のｍｉＲＮＡと相補的な配列を有するプローブを搭載した３Ｄ－Ｇｅｎｅ（登
録商標）　Ｈｕｍａｎ　ｍｉＲＮＡ　Ｏｌｉｇｏ　ｃｈｉｐ（東レ株式会社）を用い、同
社が定めるプロトコールに基づいてストリンジェントな条件で、ｔｏｔａｌ　ＲＮＡ中の
ｍｉＲＮＡとＤＮＡチップ上のプローブとのハイブリダイゼーション及びハイブリダイゼ
ーション後の洗浄を行った。ＤＮＡチップを３Ｄ－Ｇｅｎｅ（登録商標）スキャナー（東
レ株式会社）を用いてスキャンし、画像を取得して３Ｄ－Ｇｅｎｅ（登録商標）Ｅｘｔｒ
ａｃｔｉｏｎ（東レ株式会社）にて蛍光強度を数値化した。数値化された蛍光強度を、底
が２の対数値に変換して遺伝子発現量とし、ブランク値の減算を行い、欠損値は各ＤＮＡ
チップにおける遺伝子発現量の最小値の対数値から０．１を減算した値で置換した。その
結果、大腸がん患者５０人の血清及び健常体１５０人の血清に対する、網羅的なｍｉＲＮ
Ａの遺伝子発現量を得た。数値化されたｍｉＲＮＡの遺伝子発現量を用いた計算及び統計
解析は、Ｒ言語３．０．２（Ｒ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｃｏｒｅ　Ｔｅａｍ（２０１
３）．Ｒ：Ａ　ｌａｎｇｕａｇｅ　ａｎｄ　ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ　ｆｏｒ　ｓｔａｔ
ｉｓｔｉｃａｌ　ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ．Ｒ　Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　Ｓｔａｔｉ
ｓｔｉｃａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ，ＵＲＬ　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．Ｒ－ｐｒｏｊｅｃ
ｔ．ｏｒｇ／）及びＭＡＳＳパッケージ７．３－３０（Ｖｅｎａｂｌｅｓ，Ｗ．Ｎ．＆Ｒ
ｉｐｌｅｙ，Ｂ．Ｄ．（２００２）Ｍｏｄｅｒｎ　Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｓｔａｔｉｓｔｉｃ
ｓ　ｗｉｔｈ　Ｓ．Ｆｏｕｒｔｈ　Ｅｄｉｔｉｏｎ．Ｓｐｒｉｎｇｅｒ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒ
ｋ．ＩＳＢＮ　０－３８７－９５４５７－０）を用いて実施した。
【０６１５】
[参考例２]
＜大腸がん以外のがんの検体の採取＞
　インフォームドコンセントを得た他の臓器にがんが認められていない、膵臓がん患者６
９人、胆道がん患者６６人、胃がん患者３０人、食道がん患者３３人、肝がん患者３２人
、及び膵胆道良性疾患患者１５人からベノジェクトＩＩ真空採血管ＶＰ－ＡＳ１０９Ｋ６
０（テルモ株式会社）を用いてそれぞれ血清を採取し、参考例１の大腸がん患者３４人と
健常体１０３人と合わせて学習検体群とした。同様に、インフォームドコンセントを得た
他の臓器にがんが認められていない、膵臓がん患者３０人、胆道がん患者３３人、胃がん
患者２０人、食道がん患者１７人、肝がん患者２０人、及び膵胆道良性疾患患者６人から
ベノジェクトＩＩ真空採血管ＶＰ－ＡＳ１０９Ｋ６０（テルモ株式会社）を用いてそれぞ
れ血清を採取し、参考例１の大腸以外の臓器にがんが認められていない大腸がん患者１６
人、健常体４７人と合わせてテスト検体群とした。以降の操作は参考例１と同様に行った
。
【０６１６】
［実施例１］
＜学習検体群の検体を用いた遺伝子マーカーの選定とテスト検体群の検体を用いた単独の



(135) JP 6778107 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

遺伝子マーカーの大腸がん判別性能の評価方法＞
　本実施例では、学習検体群から大腸がんを健常体と判別するための遺伝子マーカーを選
定し、学習検体群とは独立したテスト検体群の検体において選定した遺伝子マーカーにつ
いてそれぞれ単独での大腸がん判別性能を評価する方法を検討した。
【０６１７】
　具体的には、まず上記の参考例で得た学習検体群とテスト検体群のｍｉＲＮＡ発現量を
合わせてｑｕａｎｔｉｌｅ　ｎｏｒｍａｌｉｚａｔｉｏｎで正規化した。
【０６１８】
　次に、学習検体群を用いて診断用遺伝子の選定を行った。ここで、より信頼性の高い診
断マーカーを獲得するため、学習検体群の大腸がん患者群又は学習検体群の健常体群のい
ずれかにおいて、５０％以上の検体で２の６乗以上の遺伝子発現量を有する遺伝子のみを
選択した。更に大腸がん患者群と健常体群を判別するための統計的有意性がある遺伝子と
して、各々の遺伝子発現量について等分散を仮定した両側ｔ検定で得られたＰ値をボンフ
ェローニ補正し、ｐ＜０．０１を満たす遺伝子を、判別式の説明変数に用いる遺伝子マー
カーとして獲得し、表２に記載した。
【０６１９】
　このようにして、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２５７、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－６７８７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８０ｂ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１３４３－３ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－１２４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６５１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５７－５ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７６４１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７
４６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０７２、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４１－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－１９０８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８５７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４６－
３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７４４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７９２、ｈｓａ－ｍｉＲ－５
６４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８２５－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－６８２６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４６７、
ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８８、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７５６－５
ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２２８－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０６３、ｈｓａ－ｍｉＲ－８
０６９、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８５、ｈｓａ－ｍｉＲ
－４４３３ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８８７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－１－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１４－３ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－１２２５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１９ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１０－５ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－１８７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１８４－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－
２０４－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－５５７２、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２９－５ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－６１５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７４９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６５１５－
３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９３７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４０－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－
６８９３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１７－５ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－
６４２ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４２－５ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４２、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４３３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７０
７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１２６、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４４９、ｈｓａ－ｍｉＲ－４
７０６、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１３、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０２、ｈｓａ－ｍｉＲ－９３９
－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１１、ｈｓａ－ｍｉＲ－
６８１６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２１－５ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－７８４７－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１３２、ｈｓａ－ｍｉＲ－８８７
－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６７９－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８４－５ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－１２４９、ｈｓａ－ｍｉＲ－９３７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－５１９５－３ｐ、
ｈｓａ－ｍｉＲ－６７３２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４１７、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２８
１、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７３４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６
６３ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１３、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
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－１２２７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７９８－５ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－４２９４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６４２ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３７１ａ－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－９４０、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５０、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２３－５ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－１４６９、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８６１－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－７９７５
、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ
－１２６８ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６６３ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２５ａ－３ｐ、ｈｓａ－
ｍｉＲ－２８６１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６０８８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７５８－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－２９６－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７３８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１
－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４５４、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５１６、ｈｓａ－ｍｉＲ－７８
４５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７４１、ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ｂ－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－６７９５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４７２５－３
ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８８、ｈｓａ－ｍｉＲ－６
８５０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７８５－５ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－７１０６－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６６３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６
１３１、ｈｓａ－ｍｉＲ－１９１５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５３２、ｈｓａ－ｍｉＲ
－６８２０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６８９、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６３８－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－３６５６、ｈｓａ－ｍｉＲ－３６２１、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ｂ－５ｐ
、ｈｓａ－ｍｉＲ－１４９－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ｂ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３
１３５ｂ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８４８－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６９ａ－５ｐ、ｈｓ
ａ－ｍｉＲ－４３２７、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７６５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７１６－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２７－５ｐ、ｈｓａ－ｍ
ｉＲ－４５３４、ｈｓａ－ｍｉＲ－６１４、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２０２、ｈｓａ－ｍｉＲ
－５７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８７０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７２２－３ｐ、ｈｓａ
－ｍｉＲ－７９７７、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６７５、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６０７５、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７７９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２７１
、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９６、ｈｓａ－ｍｉＲ－６８０３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－６７
８９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６４８、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０８、ｈｓａ－ｍｉＲ－
４７４９－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４５０５、ｈｓａ－ｍｉＲ－５６９８、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－１１９９－５ｐ及びｈｓａ－ｍｉＲ－４７６３－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３１、
ｈｓａ－ｍｉＲ－１２３３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１５０－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１
２２５－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－９２ａ－２－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４２３－５ｐ、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－１２６８ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－１２８－２－５ｐ及びｈｓａ－ｍｉＲ－２
４－３ｐ遺伝子とこれらに関連する配列番号１～１８０の塩基配列からなるポリヌクレオ
チドを見出した。
【０６２０】
　このうち、大腸がんの有無を検査するマーカーとして新規に見出された遺伝子は、配列
番号１～１７１に表される塩基配列からなるポリヌクレオチドである。
【０６２１】
　更に、これらの遺伝子の発現量を指標として、フィッシャーの判別分析により大腸がん
の有無を判別する判別式を作成した。すなわち、学習検体群において見出された配列番号
１～１８０のいずれかで表される塩基配列からなるポリヌクレオチドを式２に入力して判
別式を作成し、算出した精度・感度・特異度を表３に示した。またそのときの判別式係数
と定数項を表４に示した。
【０６２２】
　上記で作成した判別式を用いてテスト検体群における精度・感度・特異度を算出し、選
定されたポリヌクレオチドの判別性能を独立した検体で検証した（表３）。例えば、配列
番号１で示される塩基配列の発現量測定値を学習検体群の健常体（１００人）と大腸がん
患者（３４人）で比較した場合、健常体群に対し大腸がん患者群の遺伝子発現量の測定値
が有意に低いことが示され（図２左参照）、更にこの結果はテスト検体群の健常体（５０
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人）と大腸がん患者（１６人）でも再現できた（図２右参照）。同様に配列番号２～１８
０に示される他のポリヌクレオチドにおいても、健常体群に対し大腸がん患者群の遺伝子
発現量の測定値が有意に低い（－）又は高い（＋）結果（表２）が得られ、これらの結果
はテスト検体群で検証ができた。また、例えばこの配列番号１で示される塩基配列に関し
、学習検体群で設定した両群を判別する閾値（９．４３）を用いてテスト検体群における
大腸がん検出の的中率を算出したところ、真陽性１６例、真陰性５０例、偽陽性０例、偽
陰性０例であり、これらの値から検出性能として、精度１００％、感度１００％、特異度
１００％が得られた。このようにして配列番号１～１８０に示される全てのポリヌクレオ
チドの検出性能を算出し、表３に記載した。
【０６２３】
　例えば、配列番号１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１
４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７
、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、
４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７、４９、５０、５１、５２、５３、５５、５
６、５７、５８、５９、６０、６１、６２、６３、６５、６６、６７、６８、６９、７１
、７２、７３、７４、７６、７７、７８、７９、８０、８１、８３、８４、８６、８７、
８８、９０、９２、９３、９５、９６、９７、９９、１００、１０１、１０２、１０７、
１０９、１１０、１１１、１１３、１１４、１１５、１１８、１２０、１２２、１２４、
１２６、１３４、１３６、１４２、１５３、１７２、１７３及び１７５で表される塩基配
列からなる１１０個のポリヌクレオチドは、テスト検体群においてそれぞれ感度１００％
、１００％、１００％、７５％、９３．８％、７５％、８７．５％、７５％、９３．８％
、６８．８％、８１．２％、１００％、７５％、５０％、７５％、７５％、６８．８％、
７５％、８１．２％、８１．２％、７５％、６２．５％、７５％、５６．２％、７５％、
６８．８％、５６．２％、６２．５％、６８．８％、７５％、６８．８％、６８．８％、
５６．２％、６８．８％、６２．５％、６８．８％、６２．５％、５０％、５６．２％、
５６．２％、５６．２％、７５％、５０％、６８．８％、６８．８％、６８．８％、５０
％、５６．２％、６２．５％、６２．５％、５０％、６２．５％、６８．８％、５６．２
％、５６．２％、４３．８％、７５％、６２．５％、６２．５％、５６．２％、６２．５
％、６２．５％、５６．２％、６２．５％、５６．２％、５６．２％、５６．２％、５６
．２％、４３．８％、４３．８％、５０％、６８．８％、５６．２％、６２．５％、６２
．５％、４３．８％、６２．５％、５６．２％、６２．５％、６２．５％、５０％、５６
．２％、４３．８％、５０％、４３．８％、５０％、４３．８％、５６．２％、４３．８
％、５０％、５０％、５０％、５０％、５０％、５０％、４３．８％、５０％、４３．８
％、５０％、５０％、５０％、４３．８％、４３．８％、５０％、４３．８％、４３．８
％、５０％、８１．２％、６８．８％及び５６．２％を示した（表３）。ここで、後述の
比較例から、テスト検体群における既存マーカーＣＥＡの感度は４３．７５％であったこ
とから（表５－１、５－２）、テスト検体群において、配列番号１、２、３、４、５、６
、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、
２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３
４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４１、４２、４３、４４、４５、４６、４７
、４９、５０、５１、５２、５３、５５、５６、５７、５８、５９、６０、６１、６２、
６３、６５、６６、６７、６８、６９、７１、７２、７３、７４、７６、７７、７８、７
９、８０、８１、８３、８４、８６、８７、８８、９０、９２、９３、９５、９６、９７
、９９、１００、１０１、１０２、１０７、１０９、１１０、１１１、１１３、１１４、
１１５、１１８、１２０、１２２、１２４、１２６、１３４、１３６、１４２、１５３、
１７２、１７３及び１７５で表される塩基配列からなる１１０個のポリヌクレオチドは、
単独でＣＥＡを上回る感度で大腸がんを判別することが証明できた。
【０６２４】
　また、例えば配列番号１、２、３、１０、１４、１７、２１、２３、３２、３６、４７
、５９、６５、１０１で表される塩基配列からなる１４個のポリヌクレオチドは、テスト
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検体群に含まれていたステージ１の大腸がん３検体を全て正しく大腸がんと判別すること
ができた。従ってこれらのポリヌクレオチドは、早期の大腸がんも検出することができ、
大腸がんの早期診断に貢献する。
【０６２５】
　更に、例えば配列番号１、２、３、５、７、１０、１４、３９、４６、７３、８１、１
４８で表される塩基配列からなる１２個のポリヌクレオチドは、便潜血検査では検出し難
いとされる大腸上部のがん、すなわちテスト検体群における盲腸がん１例や上行結腸がん
３例を全て正しく大腸がんと判別することができた。従ってこれらのポリヌクレオチドは
、大腸がんの発生した部位に限定されず大腸がんを検出することができる。
【０６２６】
［実施例２］
＜テスト検体群検体を用いた複数の遺伝子マーカーの組合せによる大腸がん判別性能の評
価方法＞
　本実施例では、実施例１で選定された遺伝子マーカーを組合せて大腸がん判別性能を評
価する方法を検討した。具体的には、実施例１において選択された配列番号１～１８０で
表される塩基配列からなるポリヌクレオチドのうち、新規に見出された配列番号１～１７
１で表される塩基配列からなるポリヌクレオチドのいずれかの発現量測定値を少なくとも
１つ以上含む２個のポリヌクレオチドの組み合わせ１６，０７４通りについてフィッシャ
ーの判別分析を行い、大腸がんの存在の有無を判別する判別式を構築した。次に、上記で
作成した判別式を用いてテスト検体群における精度・感度・特異度を算出し、選定された
ポリヌクレオチドの判別性能を独立した検体で検証した。
【０６２７】
　例えば、配列番号１と配列番号２で示される塩基配列の発現量測定値を学習検体群の健
常体（１００人）と大腸がん患者（３４人）で比較した場合、健常体群と大腸がん患者群
の遺伝子発現量の測定値が有意に分離する散布図が得られ（図３左参照）、更にこの結果
はテスト検体群の健常体（５０人）と大腸がん患者（１６人）でも再現できた（図３右参
照）。同様に、配列番号１～１８０で表される塩基配列からなるポリヌクレオチドのうち
、新規に見出された配列番号１～１７１で表される塩基配列からなるポリヌクレオチドの
いずれかの発現量測定値を少なくとも１つ以上含む２個の他の組み合わせにおいても、健
常体群と大腸がん患者群の遺伝子発現量の測定値を有意に分離する散布図が得られ、これ
らの結果はテスト検体群で検証ができた。また、例えばこの配列番号１と配列番号２で示
される塩基配列に関し、学習検体群で設定した両群を判別する関数（０＝１．２６ｘ＋ｙ
－１８．０６）を用いて大腸がん検出の的中率を算出したところ、真陽性１６例、真陰性
５０例、偽陽性０例、偽陰性０例であり、これらの値から検出性能として精度１００％、
感度１００％、特異度１００％が得られた。このようにして、配列番号１～１８０で表さ
れる塩基配列からなるポリヌクレオチドのうち、新規に見出された配列番号１～１７１で
表される塩基配列からなるポリヌクレオチドのいずれかの発現量測定値を少なくとも１つ
以上含む２個の組み合わせ全通りの検出性能を算出した。このうち例として、配列番号１
で表される塩基配列からなるポリヌクレオチドの発現量測定値を含む組み合わせ１７９通
りとその検出性能について表６に記載した。例えば配列番号１と配列番号２、配列番号１
と配列番号３、配列番号１と配列番号４、及び、配列番号１と配列番号５、で表される塩
基配列からなるポリヌクレオチドの発現量測定値の組み合わせについては全て、テスト検
体群において感度１００％を示した（表６）。更に例として、配列番号１以外の塩基配列
からなる２個のポリヌクレオチドの組み合わせを表7に記載した。例えば、具体的な２個
のポリヌクレオチドの組み合わせとして、配列番号５と６、配列番号５と１１、配列番号
５と３８、配列番号１５と１６、配列番号１５と２１、配列番号１５と６４、配列番号２
４と２５、配列番号２４と３０、配列番号２４と３２、配列番号２と３２、配列番号３２
と３６、配列番号１５と３２、配列番号３と３８、配列番号３８と３９、配列番号３８と
６４、配列番号３と４５、配列番号４５と５８、配列番号４５と６４、配列番号２と５５
、配列番号６と５５、配列番号５５と６４、配列番号２と６４、配列番号４と６４、配列
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と９７、配列番号５と９７、配列番号２と１６２、配列番号３と１６２、配列番号５と１
６２、で表される組み合わせは、学習検体群及び検証検体群の両検体群において大腸がん
患者と健常体を判別する精度７５％以上を示した。このように既存マーカーであるＣＥＡ
の感度（表５－２より４３．８％）を上回る２個のポリヌクレオチドの発現量測定値の組
み合わせはテスト検体群で１４，５９８通り得られ、この組み合わせには実施例１で得ら
れた表２に記載の塩基配列１～１８０の全てが少なくとも１回は使用された。すなわち、
配列番号１～１８０で表される塩基配列からなるポリヌクレオチドは、２個組み合わせて
用いた場合も既存マーカーより優れた性能で大腸がんの判別を可能にすることが証明でき
た。
【０６２８】
　配列番号１～１８０で表される塩基配列からなるポリヌクレオチドの発現量測定値を３
個、４個、５個、６個、７個、８個、９個、１０個又はそれ以上の個数を組み合わせるこ
とで、さらに優れた感度で大腸がんを検出するマーカーが得られる。例えば、実施例１で
選択された配列番号１～１８０で表される塩基配列からなるポリヌクレオチドのうち新規
に見出された配列番号１～１７１で表される塩基配列からなるポリヌクレオチドについて
、テスト検体群における健常体群と大腸がん群の間で測定された発現量値を得て、群間の
差の統計的有意性を示すＳｔｕｄｅｎｔ’ｓのｔ－ｔｅｓｔによるＰ値の降順に全ポリヌ
クレオチドを順位付けし（Ｐ値が最も低いものが１位となる）、上位のポリヌクレオチド
から１個ずつ組み合わせに加えることにより、１個から複数個のポリヌクレオチドの組み
合わせの大腸がん検出感度を評価した。すなわち、この評価におけるポリヌクレオチドの
組み合わせの順番は、配列番号で示すと、表２に示す配列番号１７１から、１７０、１６
９、と順番に遡った順となる。その結果、テスト検体群における感度は、１個のポリヌク
レオチド（配列番号１７１）で１２．５％、２個のポリヌクレオチド（配列番号１７０及
び１７１）で１８．８％、４個のポリヌクレオチド（配列番号１６８～１７１）で２５．
０％、５個のポリヌクレオチド（配列番号１６７～１７１）で３１．２％、７個のポリヌ
クレオチド（配列番号１６５～１７１）で３７．５％、１０個のポリヌクレオチド（配列
番号配列番号１６２～１７１）で８７．５％、２０個のポリヌクレオチド（配列番号１５
２～１７１）で１００％、３０個のポリヌクレオチド（配列番号１４２～１７１）で１０
０％、８０個のポリヌクレオチド（配列番号９２～１７１）で１００％、１７０個のポリ
ヌクレオチド（配列番号２～１７１）で１００％、１７１個のポリヌクレオチド（配列番
号１～１７１）で１００％であった。
【０６２９】
　すなわち、単独のポリヌクレオチド、又は、より少数のポリヌクレオチドよりも、複数
のポリヌクレオチドを組み合わせた場合の方が、高い大腸がん判別性能を得ることが可能
であることが示された。ここで、複数のポリヌクレオチドの組み合わせは、上記のように
統計的有意差の順に組み合わせる場合に限らず、どのような複数個のポリヌクレオチドの
組み合わせを用いても大腸がんの検出に用いることができる。
【０６３０】
　これらの結果から配列番号１～１８０で表される塩基配列からなる全てのポリヌクレオ
チドは、優れた大腸がんの検出用マーカーであるといえる。
【０６３１】
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【０６３２】
【表３】



(145) JP 6778107 B2 2020.10.28

10

20

30

40



(146) JP 6778107 B2 2020.10.28

10

20

30

40



(147) JP 6778107 B2 2020.10.28

10

20

30

40



(148) JP 6778107 B2 2020.10.28

10

20

30

40

【０６３３】
【表４】
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【表５－１】

【０６３５】
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【０６３６】
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【表７】

【０６３７】
［実施例３］
＜全検体を用いた場合の遺伝子マーカーの選定と獲られた遺伝子マーカーの大腸がん判別
性能の評価方法＞
　本実施例では、上記実施例１及び実施例２で用いた学習検体群及びテスト検体群の検体
を統合し全検体を用いて、遺伝子マーカーの選定、及びその大腸がん判別性能評価を行っ
た。
【０６３８】
　具体的には、上記の参考例で得た大腸がん患者５０人の血清及び健常体１５０人の血清
に対するｍｉＲＮＡ発現量について、ｑｕａｎｔｉｌｅ　ｎｏｒｍａｌｉｚａｔｉｏｎで
正規化した。より信頼性の高い診断マーカーを獲得するため、遺伝子マーカーの選定では
大腸がん患者群または健常体群のいずれかにおいて、５０％以上の検体で２の６乗以上の
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遺伝子発現量を有する遺伝子のみを選択した。更に大腸がん患者群と健常体群を判別する
ための統計的有意性を得るために、各々の遺伝子発現量について等分散を仮定した両側ｔ
検定で得られたＰ値をボンフェローニ補正し、ｐ＜０．０１を満たす遺伝子を判別式の説
明変数に用いる遺伝子マーカーとして選択し表８に記載した。このようにして、表２に記
載した遺伝子に加え、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６９７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３１９７、ｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６７５－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４８６、ｈｓａ－ｍｉＲ－７１０７－
５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－２３ａ－３ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４６６７－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉ
Ｒ－４５１ａ、ｈｓａ－ｍｉＲ－３９４０－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－８０５９、ｈｓａ－
ｍｉＲ－６８１３－５ｐ、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４９２、ｈｓａ－ｍｉＲ－４４７６及びｈ
ｓａ－ｍｉＲ－６０９０遺伝子、これらに関連する配列番号１８１～１９４の塩基配列を
見出した。配列番号１～１８０の塩基配列と同様に、配列番号１８１～１９４に示される
ポリヌクレオチドにおいても、健常体群に対し大腸がん患者群の遺伝子測定値が有意に低
い（－）又は高い（＋）結果（表８）が得られ、これらの結果はテスト検体群で検証がで
きた。従って、表８に記載した遺伝子発現量の測定値を単独又は表２に記載の遺伝子発現
量の測定値と組合せて用いることにより、実施例１及び実施例２に記載した方法で新規に
得た検体を判別することができる。
【０６３９】
【表８】
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【０６４０】
[実施例４]
＜テスト検体群検体を用いた複数の遺伝子マーカーの組み合わせによる大腸がん特異的な
判別性能の評価方法＞
　本実施例では、実施例１で選定された遺伝子マーカーを使用して、参考例２に記載した
検体群の学習検体群を対象とし、実施例１に記載の方法と同様の方法で、大腸がん患者と
健康体、膵臓がん患者、胆道がん患者、胃がん患者、食道がん患者、肝がん患者及び膵胆
道良性疾患患者からなる対照群との血清中のｍｉＲＮＡの遺伝子発現量の比較を行い、診
断用遺伝子を選択した。その結果選択された、配列番号６０６～６１４で表される塩基配
列からなるポリヌクレオチドを更に組合せて大腸がん特異的な判別性能を評価する方法を
検討した。
【０６４１】
　具体的には、まず上記の参考例２で得た学習検体群とテスト検体群のｍｉＲＮＡ発現量
を合わせてｑｕａｎｔｉｌｅ　ｎｏｒｍａｌｉｚａｔｉｏｎで正規化した。次に、配列番
号１～１７１、６０６～６１４で表される塩基配列からなるポリヌクレオチドのいずれか
の発現量測定値を少なくとも１つ以上含む１～６個の組み合わせについてフィッシャーの
判別分析を行い、大腸がんの存在の有無を判別する判別式を構築した。次に、大腸がん患
者群を陽性検体群、一方で、健常体群、膵臓がん患者群、胆道がん患者群、胃がん患者群
、食道がん患者群、肝がん患者群及び膵胆道良性疾患患者群を陰性検体群として、上記で
作成した判別式を用いてテスト検体群における精度・感度・特異度を算出し、選定された
ポリヌクレオチドの判別性能を独立した検体で検証した。
【０６４２】
　上記の配列番号（表１のｍｉＲＮＡマーカーに対応する、配列番号１～１９４及び６０
６～６１４）で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドの多
くが大腸がんの存在の有無の判別において比較的高い精度、感度、特異度を提供すること
ができるうえに、大腸がんをその他のがんから特異的に識別可能であった。標的マーカー
と特異的に結合可能なポリヌクレオチドとして、例えば、配列番号５、１３、１５、２４
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、３２、３８、４１、４５、５５、５７、６４、７２、７５、７７、９６、９７、１１５
、１６２、１６３、１７３、１８９、６０６、６０７、６０８、６０９、６１０、６１１
、６１２、６１３及び６１４で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌ
クレオチドからなる群（がん種特異性ポリヌクレオチド群１）から選択される複数個のポ
リヌクレオチドの組み合わせのうち、がん種特異性ポリヌクレオチド群１に含まれる、配
列番号５、４５、５７、９６及び６０６で表される塩基配列もしくはその相補的配列から
なるポリヌクレオチドからなる群（がん種特異性ポリヌクレオチド群２）から選択される
ポリヌクレオチドを少なくとも１つ以上含む組み合わせにおいて、高精度に、大腸がんを
その他のがんから特異的に識別可能であった。
【０６４３】
　上記のがん種特異性のあるポリヌクレオチドの組み合わせの個数としては、１個、２個
、３個、４個、５個、６個、7個、８個、９個、１０個又はそれ以上の個数を組み合わせ
が可能であるが、６個以上の組み合わせにおいて判別精度９０％以上を示すことができた
。
【０６４４】
　具体的には、配列番号５で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌク
レオチドを用いて測定した場合の判別精度を表９－１に示す。配列番号５で表される塩基
配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを用いて測定した場合、学習検体
群において最高で精度９０．１％、テスト検体群において精度８７．６％を示した。また
、例えば、配列番号５で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオ
チドを含む２個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高で精度９１
．７％、テスト検体群において精度８８．８％を示した。また、例えば、配列番号５で表
される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを含む３個の組み合わ
せを用いて測定した場合、学習検体群において最高で精度９４．０％、テスト検体群にお
いて精度９１．２％を示した。また、例えば、配列番号５で表される塩基配列もしくはそ
の相補的配列からなるポリヌクレオチドを含む４個の組み合わせを用いて測定した場合、
学習検体群において最高で精度９５．６％、テスト検体群において精度９３．６％を示し
た。また、例えば、配列番号５で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリ
ヌクレオチドを含む５個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高で
精度９６．４％、テスト検体群において精度９４．８％を示した。また、例えば、配列番
号５で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを含む６個の
組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高で精度９６．９％、テスト検
体群において精度９４．７％を示した。
【０６４５】
　また更に、配列番号４５で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌク
レオチドを用いて測定した場合の判別精度を表９－２に示す。配列番号４５で表される塩
基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを用いて測定した場合、学習検
体群において最高で精度５６．７％、テスト検体群において精度５５．４％を示した。ま
た、例えば、配列番号４５で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌク
レオチドを含む２個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高で精度
９０．７％、テスト検体群において精度８８．４％を示した。また、例えば、配列番号４
５で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを含む３個の組
み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高で精度９４．０％、テスト検体
群において精度８９．６％を示した。また、例えば、配列番号４５で表される塩基配列も
しくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを含む４個の組み合わせを用いて測定し
た場合、学習検体群において最高で精度９５．２％、テスト検体群において精度９１．６
％を示した。また、例えば、配列番号４５で表される塩基配列もしくはその相補的配列か
らなるポリヌクレオチドを含む５個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群にお
いて最高で精度９６．４％、テスト検体群において精度９４．４％を示した。また、例え
ば、配列番号４５で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチド
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を含む６個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高で精度９７．６
％、テスト検体群において精度９２．６％を示した。
【０６４６】
　また更に、配列番号５７で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌク
レオチドを用いて測定した場合の判別精度を表９－３に示す。配列番号５７で表される塩
基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを用いて測定した場合、学習検
体群において最高で精度６０．２％、テスト検体群において精度６０．６％を示した。ま
た、例えば、配列番号５７で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌク
レオチドを含む２個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高で精度
８６．７％、テスト検体群において精度８３．７％を示した。また、例えば、配列番号５
７で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを含む３個の組
み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高で精度９２．４％、テスト検体
群において精度９０．０％を示した。また、例えば、配列番号５７で表される塩基配列も
しくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを含む４個の組み合わせを用いて測定し
た場合、学習検体群において最高で精度９５．２％、テスト検体群において精度９１．２
％を示した。また、例えば、配列番号５７で表される塩基配列もしくはその相補的配列か
らなるポリヌクレオチドを含む５個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群にお
いて最高で精度９６.２％、テスト検体群において精度９４．８％を示した。また、例え
ば、配列番号５７で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチド
を含む６個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高で精度９６．９
％、テスト検体群において精度９３．６％を示した。
【０６４７】
　また更に、配列番号９６で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌク
レオチドを用いて測定した場合の判別精度を表９－４に示す。配列番号９６で表される塩
基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを用いて測定した場合、学習検
体群において最高で精度５７．９％、テスト検体群において精度５９．４％を示した。ま
た、例えば、配列番号９６で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌク
レオチドを含む２個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高で精度
８５．９％、テスト検体群において精度８３．７％を示した。また、例えば、配列番号９
６で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを含む３個の組
み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高で精度９２．６％、テスト検体
群において精度９０．４％を示した。また、例えば、配列番号９６で表される塩基配列も
しくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを含む４個の組み合わせを用いて測定し
た場合、学習検体群において最高で精度９４．４％、テスト検体群において精度９１．２
％を示した。また、例えば、配列番号９６で表される塩基配列もしくはその相補的配列か
らなるポリヌクレオチドを含む５個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群にお
いて最高で精度９６．０％、テスト検体群において精度９４．０％を示した。また、例え
ば、配列番号９６で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチド
を含む６個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高で精度９６．３
％、テスト検体群において精度９３．６％を示した。
【０６４８】
　また更に、配列番号６０６で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌ
クレオチドを用いて測定した場合の判別精度を表９－５に示す。配列番号６０６で表され
る塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを用いて測定した場合、学
習検体群において最高で精度５９．４％、テスト検体群において精度５８．６％を示した
。また、例えば、配列番号６０６で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポ
リヌクレオチドを含む２個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高
で精度８６．６％、テスト検体群において精度８２．９％を示した。また、例えば、配列
番号６０６で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを含む
３個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高で精度９２．６％、テ
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スト検体群において精度９１．２％を示した。また、例えば、配列番号６０６で表される
塩基配列もしくはその相補的配列からなるポリヌクレオチドを含む４個の組み合わせを用
いて測定した場合、学習検体群において最高で精度９４．８％、テスト検体群において精
度９０．０％を示した。また、例えば、配列番号６０６で表される塩基配列もしくはその
相補的配列からなるポリヌクレオチドを含む５個の組み合わせを用いて測定した場合、学
習検体群において最高で精度９６．０％、テスト検体群において精度９３．６％を示した
。また、例えば、配列番号６０６で表される塩基配列もしくはその相補的配列からなるポ
リヌクレオチドを含む６個の組み合わせを用いて測定した場合、学習検体群において最高
で精度９５．３％、テスト検体群において精度９３．６％を示した。
【０６４９】
　さらにまた、配列番号５、４５、５７、７５、１６２、６０７で示される塩基配列の発
現量測定値を用いて、学習検体群の大腸がん患者３４人、健常体１０３人、膵臓がん患者
６９人、胆道がん患者６６人、胃がん患者３０人、食道がん患者３３人、肝がん患者３２
人、及び膵胆道良性疾患患者１５人を比較した場合、学習検体群では大腸がん患者群とそ
の他の群の判別得点が有意に分離する散布図が得られ（図４上図参照）、更にこの結果は
テスト検体群でも再現ができた（図４下図参照）。
【０６５０】
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【０６５１】
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【表９－２】

【０６５２】



(170) JP 6778107 B2 2020.10.28

10

20

30

【表９－３】

【０６５３】
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【表９－４】

【０６５４】
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【表９－５】

【０６５５】
［比較例１］
＜既存血中腫瘍マーカーの大腸がん判別性能＞
　上記の参考例で得た学習検体群とテスト検体群について、既存の腫瘍マーカーＣＥＡの
血中濃度を測定した。これらの腫瘍マーカーは、原則、非特許文献４に記載される基準値
（ＣＥＡは５ｎｇ／ｍＬ）よりも血中濃度が高いとがんの疑いがあるとされる。従って、
各検体毎にＣＥＡの血中濃度が基準値を超えているか否かを確認し、その結果が大腸がん
患者をがんと判定しているか見定め、学習検体群及びテスト検体群における各既存マーカ
ーの感度を算出した。この結果を表５－１、５－２に示した。ＣＥＡの感度は学習検体群
において２６．５％、テスト検体群においては４３．８％しかなく、大腸がんの検出には
有用でないことが分かった（表５－１、５－２）。
【０６５６】
　一方、上記の実施例１及び実施例２の表３及び表６に示したように、配列番号１～１８
０で表される塩基配列からなる全てのポリヌクレオチドは、既存の大腸がんマーカー以上
の感度を示す１個または２個の組み合わせが存在し、優れた診断マーカーであるといえる
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。
【０６５７】
　以上の実施例、比較例に示すように、本発明のキット等及び方法によれば、既存の腫瘍
マーカーよりも大腸がんを感度よく検出できるので、大腸がんを早期に発見し治療するこ
とが可能となり、その結果、生存率の向上や、患者に負担が少ない内視鏡手術という治療
選択肢の提供も可能となる。
【産業上の利用可能性】
【０６５８】
　本発明により、簡易かつ安価な方法で、大腸がんを効果的に検出することができるため
、大腸がんの早期発見、診断及び治療が可能になる。また、本発明の方法により、患者血
液を用いて大腸がんを低侵襲的に検出できるため、大腸がんを簡便かつ迅速に検出するこ
とが可能になる。
　本明細書で引用した全ての刊行物、特許および特許出願をそのまま参考として本明細書
にとり入れるものとする。

【図１】 【図２】
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